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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Application Server に付属しているスタンドアロン Oracle 
Business Intelligence CD-ROM から Oracle Business Intelligence のコンポーネントをインス
トールする方法について説明します。
v



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、スタンドアロン Oracle Business Intelligence CD-ROM/DVD から Oracle 
Business Intelligence をインストールする担当ユーザーを対象としています。したがって、シス
テム管理業務を問題なく遂行できるユーザーを想定しています。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
このマニュアルで参照されているドキュメントおよび Oracle Business Intelligence に関するそ
の他の情報（ホワイトペーパー、ベスト・プラクティス、最新版のドキュメント、その他の関
連ドキュメントなど）は、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）から入手できます。
URL は次のとおりです。

http://www.oracle.com/technology/

表記規則表記規則表記規則表記規則
本文では、次の表記規則を使用します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素、
または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を
示します。

イタリック イタリックは、特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、パラグラフ内のコマンド、URL、例に記載されている

コード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

< > 山カッコは、ユーザー指定の名前または値を囲みます。

[] 大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択することを表します。

メニュー名 | コマンド 縦線は、メニューの選択肢の順序を表します。たとえば、メニューとその
メニューのコマンドを示します。
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JGoodies 社の使用許諾契約社の使用許諾契約社の使用許諾契約社の使用許諾契約
Oracle Business Intelligence には、JGoodies 社のソフトウェアが組み込まれています。このソ
フトウェアの使用許諾契約は次のとおりです。

Copyright© 2003 JGoodies Karsten Lentzsch.All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met:

� Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer.

� Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution.

� Neither the name of JGoodies nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED.IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
オラクル製品サポートの購入方法、およびオラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
方法の詳細は、次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。  

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。  

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。  

http://www.oracle.co.jp 

http://otn.oracle.co.jp 

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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インストールを開始する前の考慮事項
1

インストールを開始する前の考慮事項インストールを開始する前の考慮事項インストールを開始する前の考慮事項インストールを開始する前の考慮事項

この章では、Oracle Business Intelligence について説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

� 第 1.1 項「Oracle Business Intelligence の概要」

� 第 1.2 項「Oracle ホームの考慮事項」

� 第 1.3 項「インストール前の作業」

� 第 1.4 項「インストーラの概要」
　1-1



Oracle Business Intelligence の概要
1.1 Oracle Business Intelligence の概要の概要の概要の概要
Oracle Business Intelligence は、次のコンポーネントで構成される、統合化されたビジネス・イ
ンテリジェンス・ソリューションです。

� Oracle Business Intelligence Discoverer Plus

� Oracle Business Intelligence Discoverer Viewer

� Oracle Business Intelligence Discoverer Portlet Provider および Discoverer ポートレット

� Oracle Application Server Reports Services

Oracle Business Intelligence の各コンポーネントは、Oracle Application Server Control を使用
して管理されます。

Oracle Business Intelligence のインストールには次のものが含まれます。

� Distributed Configuration Management

� Oracle Business Intelligence Discoverer

� Oracle Application Server Containers for J2EE

� Oracle Application Server Control

� Oracle Application Server Reports Services

� Oracle Application Server Web Cache

� Oracle HTTP Server

� Oracle Process Manager and Notification Server

Oracle Developer Suite には、ビジネス・インテリジェンス・システムを管理および開発するた
めの補助的な製品（総称して Oracle Business Intelligence Tools と呼ばれる）が付属していま
す。

1.1.1 Oracle Business Intelligence Discoverer Plus
Discoverer Plus は、Oracle のビジネス・ユーザーを対象とした Web ベースのレポート作成
ツールです。このツールは、効率的で簡単に使用できるレポート作成ツールが必要なレポート
作成者のために設計されました。

Discoverer Plus には、対話型で効率的なレポート・レイアウト機能やフォーマット機能が用意
されており、付加価値分析を介してビジネスの実態を把握できます。1 回のマウス・クリック
で、レポートに合計とパーセンテージを追加したり、傾向を早急に見きわめるためのデータ主
導のストップライト・フォーマットを追加できます。また、Oracle データベースにすでに備え
られている計算機能を利用して、高度な算術および統計分析を追加できます。Discoverer Plus
では、これらの機能が組込み計算ウィザードを使用することで簡単に実行されます。

Discoverer Plus OLAP および Discoverer Plus Relational では、OLAP およびリレーショナル・
データソースの両方に対して、同じように簡単に使用できるレポート作成環境をそれぞれ提供
しています。

Discoverer Plus の詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer Plus ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

1.1.2 Oracle Business Intelligence Discoverer Viewer
Discoverer Viewer は、ビジネス・ユーザーを考慮して特別に設計されています。簡単に使用で
きる単純な HTML ユーザー・インタフェースによって、ユーザーは標準的な Web ブラウザか
らレポートにアクセスできます。そのために他のソフトウェアをデスクトップ上にインストー
ルする必要はありません。

Discoverer Viewer を使用すると、Discoverer Plus および Discoverer Desktop で作成したワー
クシートのデータを分析できます。（たとえば、アイテムを再配置することで）ワークシートを
パーソナライズし、その変更内容を保存できます。
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Oracle ホームの考慮事項
Discoverer Viewer の詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer Viewer ユーザーズ・ガ
イド』を参照してください。

1.1.3 Oracle Business Intelligence Discoverer Portlet Provider およびおよびおよびおよび Discoverer ポーポーポーポー
トレットトレットトレットトレット

Discoverer Portlet Provider によって、ユーザーは Discoverer の既存のレポートを OracleAS 
Portal に公開できるため、レポートおよび業績の指標を追跡するセキュアでパーソナライズさ
れたダッシュボードを簡単に作成できます。

Discoverer Portlet Provider によって、Portal ユーザーは次の Discoverer ポートレットを公開で
きます。

� ワークシートのリスト・ポートレット

� ワークシート・ポートレット

� ゲージ・ポートレット

Portal ユーザーは、（たとえば、ストップライト・フォーマットを追加することで）各自の
Discoverer ポートレットをパーソナライズし、その変更内容を保存できます。

注意注意注意注意 : Discoverer Portlet Provider を使用するには、インストールの後で Discoverer システムを
Oracle Application Server のメタデータ・リポジトリ（リリース 10.1.2）に関連付ける必要があ
ります（詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照）。

1.1.4 Reports Services
Oracle Application Server Reports Services は、品質の高いエンタープライズ・レポートを作成
および公開するための、使いやすく、スケーラブルで、管理しやすいソリューションです。
Oracle Reports を使用すると、複数のソースから生成されたデータを様々な形式（ペーパー・
レイアウト、Web、データ交換形式など）で公開できます。これにより、データを柔軟に提示
できます。

注意注意注意注意 : Reports Services には、Report Builder は含まれません。

Reports Services の要件の詳細は、第 3 章「Reports Services の詳細な要件」を参照してくださ
い。

1.2 Oracle ホームの考慮事項ホームの考慮事項ホームの考慮事項ホームの考慮事項
この項では、単一の Oracle ホーム・ディレクトリでの Oracle 製品の共存について説明し、単
一のコンピュータに複数の Oracle 製品をインストールする際のガイドラインを提供します。

1.2.1 Oracle ホームの考慮事項ホームの考慮事項ホームの考慮事項ホームの考慮事項
Oracle ホームは、Oracle ソフトウェアをインストールする最上位ディレクトリです。Oracle 
Business Intelligence は次のディレクトリにインストールできます。

� 新しい Oracle ホーム

� Oracle Business Intelligence Tools をインストールしたときに作成された既存の Oracle ホー
ム

Oracle Business Intelligence 10g（10.1.2）では、同じ Oracle ホームを次の製品と共有できませ
ん。

� 以前のバージョンの Oracle Business Intelligence コンポーネントまたは Oracle Developer 
Suite

� Oracle データベース・インストール

� Oracle Application Server の Forms Service および Reports Service の 10g スタンドアロン・
サーバー・インスタンス
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1.2.2 Oracle Business Intelligence の複数インストールの実行の複数インストールの実行の複数インストールの実行の複数インストールの実行
Oracle Business Intelligence 10g（10.1.2）の複数のインスタンスを同じコンピュータにインス
トールする場合は、次のガイドラインが適用されます。このガイドラインは、すでに Oracle 
Application Server がインストールされているコンピュータに Oracle Business Intelligence 10g
（10.1.2）をインストールする場合にも適用されます。

� すべてのインストールを処理できる十分なディスク領域が確保されていることを確認しま
す。ディスク領域の要件を判断するには、第 2.1 項「ハードウェア要件」を参照してくだ
さい。

� 後続のインスタンスを前のインスタンスとは異なる Oracle ホーム・ディレクトリにインス
トールします。

1.2.3 Oracle Business Intelligence のインストールとのインストールとのインストールとのインストールと Oracle データベースデータベースデータベースデータベース
Oracle Business Intelligence は、Oracle データベースと同じコンピュータにインストールでき
ます（必須ではありません）。Oracle データベースがすでにインストールされている（または、
インストール予定の）コンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールする場合は、
次の点に注意してください。

� 両方のインストールを処理できる十分なディスク領域が確保されていることを確認します。
該当する Oracle データベース・インストレーション・ガイドおよびこのマニュアルの第
2.1 項「ハードウェア要件」を参照し、必要な合計ディスク領域を判断してください。

� Oracle データベースとは異なる Oracle ホーム・ディレクトリに Oracle Business 
Intelligence をインストールします。

注意注意注意注意 : Oracle Business Intelligence と Oracle データベースは、Oracle ホームを共有できません。

1.3 インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業
Oracle Business Intelligence をインストールする前に、Oracle Business Intelligence のリリー
ス・ノートを確認してください。

Oracle Business Intelligence のインストール前の作業は、次のように分類されます。

� 第 1.3.1 項「全般的なチェックリスト」

� 第 1.3.2 項「ロケールの設定」

� 第 1.3.3 項「インストール時の障害支援技術および Java Access Bridge の使用（Windows の
み）」

� 第 1.3.4 項「コンポーネントに固有のインストール前の作業」

� 第 1.3.5 項「インストール時に必要な情報」

1.3.1 全般的なチェックリスト全般的なチェックリスト全般的なチェックリスト全般的なチェックリスト
Windows 2000、Windows XP Professional または Windows 2003 の場合、使用しているコン
ピュータには、必ずローカル管理者グループのメンバーでログインしてください。

すべての Oracle サービスまたは Oracle プロセスを停止し、動作中の他のアプリケーションを
すべて閉じます。

1.3.2 ロケールの設定ロケールの設定ロケールの設定ロケールの設定
インストーラのユーザー・インタフェース言語は、動作環境ロケールに基づいた Java Virtual 
Machine（JVM）ロケールの設定に基づいています。特定のロケールでインストーラを実行す
るには、インストーラを起動する前に動作環境のロケールを設定します。
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インストール前の作業
1.3.3 インストール時の障害支援技術およびインストール時の障害支援技術およびインストール時の障害支援技術およびインストール時の障害支援技術および Java Access Bridge の使用の使用の使用の使用
（（（（Windows のみ）のみ）のみ）のみ）

スクリーン・リーダーなどの障害支援技術を使用して Java ベースのアプリケーションおよびア
プレットで作業する場合は、Oracle Business Intelligence のインストールを開始する前に、
access_setup.bat を実行して障害支援技術プログラムを再開します。詳細は、第 B.2.1 項「Java 
Access Bridge のインストール」を参照してください。

1.3.4 コンポーネントに固有のインストール前の作業コンポーネントに固有のインストール前の作業コンポーネントに固有のインストール前の作業コンポーネントに固有のインストール前の作業
ここに記載されていないコンポーネントには、コンポーネントに固有のインストール前の作業
はありません。

� 第 1.3.4.1 項「Oracle Business Intelligence Discoverer Plus のインストール前の作業」

� 第 1.3.4.2 項「Oracle Business Intelligence Discoverer Viewer のインストール前の作業」

� 第 1.3.4.3 項「Oracle Business Intelligence Discoverer Portlet Provider および Discoverer
ポートレットのインストール前の作業」

1.3.4.1 Oracle Business Intelligence Discoverer Plus のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業
なし

1.3.4.2 Oracle Business Intelligence Discoverer Viewer のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業
なし

1.3.4.3 Oracle Business Intelligence Discoverer Portlet Provider およびおよびおよびおよび
Discoverer ポートレットのインストール前の作業ポートレットのインストール前の作業ポートレットのインストール前の作業ポートレットのインストール前の作業
なし

1.3.4.4 Reports Services のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業のインストール前の作業
なし

1.3.5 インストール時に必要な情報インストール時に必要な情報インストール時に必要な情報インストール時に必要な情報
インストール・プロセスを構成する画面では、手順のガイドが提供されます。動作環境および
選択したインストール・オプションに従って、次の表に記載されている情報が必要です。

表表表表 1-1 インストール時に必要な情報インストール時に必要な情報インストール時に必要な情報インストール時に必要な情報

項目項目項目項目 例例例例

Oracle ホームの名前 BIHome1

Oracle ホームのパス C:¥oracle¥BIHome_1

インスタンス名 BI_admin

インスタンス・パスワード admin1
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インストーラの概要
1.4 インストーラの概要インストーラの概要インストーラの概要インストーラの概要
Oracle Business Intelligence では、Oracle Universal Installer（OUI）を使用してコンポーネン
トをインストールし、環境変数を構成します。インストーラは、インストール・プロセスの各
手順のガイドを提供します。

インストーラでは、異なる動作環境ごとにインストール・オプションの選択が自動化され、環
境変数や構成設定を新しく設定したり、事前定義済の環境変数や構成設定を検出できます。ま
た、既存の製品の削除にもインストーラを使用します。

1.4.1 インストーラが使用するディレクトリインストーラが使用するディレクトリインストーラが使用するディレクトリインストーラが使用するディレクトリ
インストーラは、次の表に記載されているディレクトリにファイルを書き込みます。

1.4.1.1 インストーラ・インベントリ・ディレクトリインストーラ・インベントリ・ディレクトリインストーラ・インベントリ・ディレクトリインストーラ・インベントリ・ディレクトリ
インベントリ・ディレクトリは、使用しているコンピュータでインストーラが初めて実行され
るときに作成されます。インベントリ・ディレクトリには、他のインストール情報に加え、イ
ンストーラでインストールした製品の記録が保存されます。使用しているコンピュータに
Oracle 製品がすでにインストールされている場合、インベントリ・ディレクトリはすでに存在
しています。たとえば、Windows の場合、Oracle インベントリは c:¥Program 
Files¥Oracle¥Inventory にあります。

インベントリ・ディレクトリについては、次のことに注意してください。

� インベントリ・ディレクトリとその内容を、削除または変更しないでください。削除また
は変更すると、使用しているコンピュータにインストールした製品をインストーラが検出
できなくなる場合があります。

� 使用しているコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールすると、インストーラに
よってインベントリ・ディレクトリが次のように自動的に作成されます。

– Windows の場合、インベントリ・ディレクトリは、system_default_drive:¥Program 
Files¥Oracle¥Inventory として作成されます。通常、system_default_drive の値は C:
で、Windows Registry に設定されます。

– Solaris の場合、インベントリ・ディレクトリは、ルート・ディレクトリに
/oraInventory として作成されます。

Oracle をインストールするたびに、インベントリ・ディレクトリの /logs サブ・ディレクトリ
にあるファイルにログが書き込まれます。ログ・ファイルには、次のフォーマットで名前が割
り当てられます。

installActions year- date_ time.log

表表表表 1-2 インストーラが使用するディレクトリインストーラが使用するディレクトリインストーラが使用するディレクトリインストーラが使用するディレクトリ

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 要件要件要件要件

Oracle ホーム・ディ

レクトリ

Oracle Business Intelligence ファイルが格納されます。このディレクト

リは、Oracle Business Intelligence をインストールするときに指定しま

す。詳細は、第 1.2 項「Oracle ホームの考慮事項」を参照してくださ

い。

インベントリ・ディレ
クトリ

このディレクトリは、コンピュータにインストールされている Oracle
製品を継続して記録するために使用されます。詳細は、第 1.4.1.1 項

「インストーラ・インベントリ・ディレクトリ」を参照してください。

一時ディレクトリ
（Windows のみ）

一時ディレクトリは、インストール時にのみ必要なファイルが書き込
まれます。システム環境変数 %TEMP% に指定されたディレクトリが、

一時ディレクトリとして使用されます。
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1.4.2 インストーラによる前提条件チェックインストーラによる前提条件チェックインストーラによる前提条件チェックインストーラによる前提条件チェック
インストーラは、インストールを開始する前に、使用しているコンピュータに対して前提条件
を自動的にチェックします。次の表に、インストーラで実行される前提条件チェックを示しま
す。

表表表表 1-3 インストーラで実行される前提条件チェックインストーラで実行される前提条件チェックインストーラで実行される前提条件チェックインストーラで実行される前提条件チェック

前提条件チェック前提条件チェック前提条件チェック前提条件チェック 参照先参照先参照先参照先

コンピュータで少なくとも 256 色を表示でき

ることの確認

第 2.1 項「ハードウェア要件」

最小 CPU スピードの確認 第 2.1 項「ハードウェア要件」

オペレーティング・システム要件の確認 第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」
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Oracle Business Intelligence
2

Oracle Business Intelligence の要件の要件の要件の要件

Oracle Business Intelligence をインストールする前に、使用しているコンピュータが次の各項で
説明している要件を満たしていることを確認してください。

� 第 2.1 項「ハードウェア要件」

� 第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」

� 第 2.3 項「データベース要件」

� 第 2.4 項「ブラウザ要件」

� 第 2.5 項「その他のソフトウェア要件」

Reports Services のインストールの詳細は、第 3 章「Reports Services の詳細な要件」を参照し
てください。
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ハードウェア要件
2.1 ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件
Oracle Business Intelligence には、次の最小ハードウェア要件があります。

� 第 2.1.1 項「Windows での最小ハードウェア要件」

� 第 2.1.2 項「Solaris での最小ハードウェア要件」

ハードウェア要件の最新情報は、OracleMetaLink サイト（http://metalink.oracle.com）
を確認してください。

2.1.1 Windows での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件
中間層をホスティングするマシンでの Windows の Oracle Business Intelligence には、次のハー
ドウェア要件があります。

クライアント・マシンで Discoverer Plus を実行するユーザーには、次の要件があります。

� Oracle Jar キャッシュのユーザー個人プロファイル領域として、最低 30MB が必要です。

� Java Virtual Machine をインストールする場合は、次の要件が追加されます。

– クライアント・マシンに対する管理権限

– 最低 25 ～ 50MB の使用可能ディスク領域

ハードウェア要件の最新情報は、OracleMetaLink サイト（http://metalink.oracle.com）
を確認してください。

2.1.2 Solaris での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件
中間層をホスティングするマシンでの Solaris の Oracle Business Intelligence には、次のハード
ウェア要件があります。

表表表表 2-1 Windows での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件

ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目 最小要件最小要件最小要件最小要件

CPU 300MHz Intel Pentium プロセッサ（推奨 : 500MHz）

メモリー 1GB

ディスク領域 1GB

TEMP ディレクトリ

領域

300MB

仮想メモリー 1535MB

モニター 256 色表示

表表表表 2-2 Solaris での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件での最小ハードウェア要件

ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目 最小要件最小要件最小要件最小要件

プロセッサ・タイプ SPARC v8 アーキテクチャ以上のプロセッサ

プロセッサ・スピード 300MHz 以上（推奨 : 450MHz）、マルチ CPU コンピュータを推奨

メモリー 1GB

ディスク領域 1.6GB

/tmp ディレクトリ領

域

250MB

スワップ領域 640MB

仮想メモリー 1535MB
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オペレーティング・システム要件
ハードウェア要件の最新情報は、OracleMetaLink サイト（http://metalink.oracle.com）
を確認してください。

2.2 オペレーティング・システム要件オペレーティング・システム要件オペレーティング・システム要件オペレーティング・システム要件
Oracle Business Intelligence には、次のオペレーティング・システム要件があります。

� 第 2.2.1 項「Windows でのオペレーティング・システム要件」

� 第 2.2.2 項「Solaris でのオペレーティング・システム要件」

オペレーティング・システム要件の最新情報は、OracleMetaLink サイト
（http://metalink.oracle.com）を確認してください。

Oracle Business Intelligence は、次のコンピュータにインストールできます。

� ネットワーク上にないコンピュータ。この場合は、静的 IP アドレスまたはループバック IP
アドレスを使用して、コンピュータを構成する必要があります。コンピュータのホスト名
が静的 IP アドレスまたはループバック IP アドレスに変換されるように、コンピュータを
構成します。

� 動的ホスト構成プロトコル（Dynamic Host Configuration Protocol: DHCP）ネットワーク
上のコンピュータ。この場合は、ループバック構成を使用する必要があります。コン
ピュータのホスト名がループバック IP アドレスに変換されるように、コンピュータを構成
します。

注意注意注意注意 : ネットワーク上にないマシンまたは DHCP ネットワーク上にないマシンにインストール
した場合は、そのマシンでのみ Discoverer を使用できます。つまり、他のマシンからは
Discoverer に接続できません。

2.2.1 Windows でのオペレーティング・システム要件でのオペレーティング・システム要件でのオペレーティング・システム要件でのオペレーティング・システム要件
中間層をホスティングするマシンでの Windows の Oracle Business Intelligence には、次のオペ
レーティング・システム要件があります。

クライアント・マシンでの Windows の Oracle Business Intelligence には、次のオペレーティン
グ・システム要件があります。

モニター 256 色表示

表表表表 2-3 Windows 中間層でのオペレーティング・システム要件中間層でのオペレーティング・システム要件中間層でのオペレーティング・システム要件中間層でのオペレーティング・システム要件

オペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シ
ステムステムステムステム

追加要件追加要件追加要件追加要件

Microsoft Windows 
2000

Service Pack 4 以上

Microsoft Windows 
2003（32 ビット）

なし

表表表表 2-4 Windows クライアントでのオペレーティング・システム要件クライアントでのオペレーティング・システム要件クライアントでのオペレーティング・システム要件クライアントでのオペレーティング・システム要件

オペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シ
ステムステムステムステム

追加要件追加要件追加要件追加要件

Microsoft Windows 
2000

Service Pack 4 以上

表表表表 2-2 Solaris での最小ハードウェア要件（続き）での最小ハードウェア要件（続き）での最小ハードウェア要件（続き）での最小ハードウェア要件（続き）

ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目ハードウェア項目 最小要件最小要件最小要件最小要件
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オペレーティング・システム要件
オペレーティング・システム要件の最新情報は、OracleMetaLink サイト
（http://metalink.oracle.com）を確認してください。

2.2.2 Solaris でのオペレーティング・システム要件でのオペレーティング・システム要件でのオペレーティング・システム要件でのオペレーティング・システム要件
中間層をホスティングするマシンでの Solaris の Oracle Business Intelligence には、次のオペ
レーティング・システム要件があります。

Microsoft Windows 
XP Professional 
Edition

なし

Microsoft Windows 
2003（32 ビット）

なし

表表表表 2-5 Solaris 中間層でのオペレーティング・システム要件中間層でのオペレーティング・システム要件中間層でのオペレーティング・システム要件中間層でのオペレーティング・システム要件

オペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シ
ステムステムステムステム

必要なパッチ必要なパッチ必要なパッチ必要なパッチ

Solaris 8 � 108652-82 以上 : X11 6.4.1: Xsun パッチ

� 108921-21 以上 : CDE 1.4: dtwm パッチ

� 108940-62 以上 : Motif 1.2.7 および 2.1.1: ランタイム・ライブラリ・

パッチ

� 108773-18 以上 : IIIM および X input および output メソッド・パッ

チ

� 111310-01 以上 : /usr/lib/libdhcpagent.so.1 パッチ

� 109147-28 以上 : リンカー・パッチ

� 111308-04 以上 : /usr/lib/libmtmalloc.so.1 パッチ

� 112438-03 以上 : /kernel/drv/random パッチ

� 108434-17 以上 : C++ 用 32 ビット共有ライブラリ・パッチ

� 108435-17 以上 : C++ 用 64 ビット共有ライブラリ・パッチ

� 111111-04 以上 : /usr/bin/nawk パッチ

� 112396-02 以上 : /usr/bin/fgrep パッチ

� 110386-03 以上 : RBAC 機能パッチ

� 111023-03 以上 : /kernel/fs/mntfs および

/kernel/fs/sparcv9/mntfs パッチ

� 111317-05 以上 : /sbin/init および /usr/sbin/init パッチ

� 113648-03 以上 : /usr/sbin/mount パッチ

� 115827-01 以上 : /sbin/sulogin および /sbin/netstrategy パッチ

� 116602-01 以上 : /sbin/uadmin および /sbin/hostconfig パッチ

� 108987-13 以上 : patchadd および patchrm パッチ

� 108528-29 以上 : カーネル更新パッチ

� 108989-02 以上 : /usr/kernel/sys/acctctl および

/usr/kernel/sys/exacctsys パッチ

� 108993-36 以上 : LDAP2 client、libc、libthread および libnsl ライブ

ラリ・パッチ

� 109326-14 以上 : libresolv.so.2 および in.named パッチ

� 110615-11 以上 : sendmail パッチ

表表表表 2-4 Windows クライアントでのオペレーティング・システム要件（続き）クライアントでのオペレーティング・システム要件（続き）クライアントでのオペレーティング・システム要件（続き）クライアントでのオペレーティング・システム要件（続き）

オペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シ
ステムステムステムステム

追加要件追加要件追加要件追加要件
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データベース要件
前述のパッチは、このドキュメントの公開時における最新情報ですが、パッチ一覧は必要に応
じて Sun 社によって更新されます。最新のパッチ一覧は、Sun 社の Web サイト
（http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/J2SE）を参照して
ください。

オペレーティング・システム要件の最新情報は、OracleMetaLink サイト
（http://metalink.oracle.com）を確認してください。

2.3 データベース要件データベース要件データベース要件データベース要件
Oracle Business Intelligence 10g リリース 2（10.1.2.1）は、次のデータベース・バージョンでサ
ポートされています。

� Oracle9i Database リリース 2（9.2.0.6 以上）

� Oracle Database 10g Enterprise Edition リリース 1（10.1.0.4 以上）

� Oracle Database 10g Enterprise Edition リリース 2（10.2.0.1 以上）、動作保証対象となる予
定

サポートされているバージョンの最新情報は、http://metalink.oracle.comのアプリ
ケーションの動作保証に関する項で確認できます。

2.3.1 最新の最新の最新の最新の OLAP パッチのダウンロードパッチのダウンロードパッチのダウンロードパッチのダウンロード
マルチディメンション・データソースをクエリーするときは、特定のデータベース・リリース
とパッチのみがサポートされます。最新の OLAP パッチを使用していることを確認するには、
次の手順を使用します。

最新の最新の最新の最新の OLAP パッチを入手するには、次の手順を実行します。パッチを入手するには、次の手順を実行します。パッチを入手するには、次の手順を実行します。パッチを入手するには、次の手順を実行します。

1. OracleMetalink（http://metalink.oracle.com）にログインします。

2. 「Patches」をクリックします。

3. 「Advanced Search」をクリックします。

4. 「Advanced Search」画面で、各フィールドを次のように入力します。

� Product or Product Family: 「Search」アイコンをクリックして、「Search In」フィー
ルドで「Database」と「Tools」を選択します。「View All」をクリックします。表示
されるリストから、「Oracle OLAP」をクリックします。

� Release: ドロップダウン リストから適切なリリース番号を選択します。

� Patch Type: 「Any」を選択します。

� Platform or Language: サイト用のプラットフォームを選択します。

� 残りのフィールドは空白のままにします。

「Go」をクリックするとパッチのリストが表示されます。パッチ名に OLAP が付いている
のが OLAP パッチです。

Solaris 9 � 113096-03 以上 : X11 6.6.1: OWconfig パッチ

� 112785-35 以上 : X11 6.6.1: Xsun パッチ

表表表表 2-5 Solaris 中間層でのオペレーティング・システム要件（続き）中間層でのオペレーティング・システム要件（続き）中間層でのオペレーティング・システム要件（続き）中間層でのオペレーティング・システム要件（続き）

オペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シオペレーティング・シ
ステムステムステムステム

必要なパッチ必要なパッチ必要なパッチ必要なパッチ
Oracle Business Intelligence の要件　2-5



ブラウザ要件
2.3.2 OPTIMIZER_FEATURES_ENABLE パラメータのデフォルトの設定の受入れパラメータのデフォルトの設定の受入れパラメータのデフォルトの設定の受入れパラメータのデフォルトの設定の受入れ 
Oracle データベースを最近アップグレードした場合は、OPTIMIZER_FEATURES_ENABLE 初
期化パラメータを、以前のリリースのオプティマイザの動作のメンテナンスが可能な値に設定
している場合があります。

OracleBI Discoverer Plus OLAP では、最適なパフォーマンスを得るために、最新のデータベー
ス機能を利用しています。OracleBI Discoverer Plus OLAP では、OPTIMIZER_FEATURES_
ENABLE パラメータを、それぞれのデータベース・リリースのデフォルト値のままにする必要
があります（デフォルト値は、9.2.0 など、データベースのリリース番号）。設定を変更すると、
予期しない動作を引き起こす場合があります。

OPTIMIZER_FEATURES_ENABLE パラメータを明示的に以前のリリースに設定しないでくだ
さい。実行計画やクエリーのパフォーマンスの問題は、ケース・バイ・ケースで対応してくだ
さい。

2.4 ブラウザ要件ブラウザ要件ブラウザ要件ブラウザ要件
クライアント・マシンでの Oracle Business Intelligence には、次のブラウザ要件があります。

サポートされるブラウザの最新情報は、OracleMetaLink サイト
（http://metalink.oracle.com）を確認してください。

2.5 その他のソフトウェア要件その他のソフトウェア要件その他のソフトウェア要件その他のソフトウェア要件
Oracle Business Intelligence には、前述されている以外にも次のソフトウェア要件があります。

表表表表 2-6 ブラウザ要件ブラウザ要件ブラウザ要件ブラウザ要件

項目項目項目項目 要件要件要件要件

Microsoft Internet 
Explorer

5.5、6.0 およびそれ以上

Netscape 7.1、7.2

Mozilla 1.5 以上

Safari 1.3 以上

表表表表 2-7 その他の要件その他の要件その他の要件その他の要件

項目項目項目項目 要件要件要件要件

Discoverer Viewer クライアント・マシンで Discoverer Viewer を実行するには、ブラウザ

で JavaScript および Cookie が有効になっている必要があります。

Microsoft Excel Discoverer Plus Relational を使用して Microsoft Excel にエクスポート

するには、Excel 97（またはそれ以上）が必要です。ワークシートを

Microsoft Excel の Web クエリー・フォーマットにエクスポートする場

合は、Excel 2000（またはそれ以上）が必要です。

Discoverer Plus OLAP を使用して Microsoft Excel にエクスポートする

には、Excel 2000（またはそれ以上）が必要です。

JRE Discoverer Plus を実行するには、次の JRE のいずれか 1 つを使用する

必要があります。

� Sun Java Plug-in 1.4.2_06（推奨）

� Oracle JInitiator 1.3.1.17
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Reports Services の詳細
3

Reports Services の詳細な要件の詳細な要件の詳細な要件の詳細な要件

Oracle Business Intelligence をインストールする前に、使用しているコンピュータが、この章で
説明する Reports Services の要件を満たしていることを確認してください。

この章は次の項で構成されています。

� 第 3.1 項「Reports Services で使用される SMTP サーバーの指定について」

� 第 3.2 項「CORBA 通信用ポート番号を指定するための新しい要素」

� 第 3.3 項「オペレーティング・システム・パッケージ（Solaris）」

� 第 3.4 項「カーネル・パラメータ（Solaris）」

� 第 3.5 項「Windows システム・ファイル（wsf.exe）（Microsoft Windows）」

� 第 3.6 項「ポート（Microsoft Windows および Solaris）」

� 第 3.7 項「オペレーティング・システム・グループ（Solaris）」

� 第 3.8 項「Solaris のオペレーティング・システム・ユーザー」

� 第 3.9 項「Microsoft Windows のオペレーティング・システム・ユーザー」

� 第 3.10 項「Solaris の環境変数」

� 第 3.11 項「Microsoft Windows の環境変数」

� 第 3.12 項「/etc/hosts ファイル（Solaris）と %WINDIR%¥system32¥drivers¥etc¥hosts ファ
イル（Windows）」

� 第 3.13 項「ネットワーク関連トピック（Microsoft Windows および Solaris）」

� 第 3.14 項「インストーラによって実行される前提条件チェック（Microsoft Windows およ
び Solaris）」
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Reports Services で使用される SMTP サーバーの指定について
3.1 Reports Services で使用されるで使用されるで使用されるで使用される SMTP サーバーの指定についてサーバーの指定についてサーバーの指定についてサーバーの指定について
インストール中に、「送信メール・サーバー情報の指定」画面が表示されます。Reports 
Services で使用される送信メール（SMTP）サーバーを入力します。

例 : smtp.oracle.com

3.2 CORBA 通信用ポート番号を指定するための新しい要素通信用ポート番号を指定するための新しい要素通信用ポート番号を指定するための新しい要素通信用ポート番号を指定するための新しい要素
Oracle Reports 10g リリース 2（10.1.2）では、サーバー構成ファイルに ORBPortsという要素
が導入されました。これによって、CORBA を介した通信で Reports Server とエンジンが使用
するポート番号を明示的に指定できます。ポートは、範囲で指定することも、カンマで区切っ
て個別に指定することもできます。次に例を示します。

<ORBPorts value="15000-15010"/>（値の範囲）

<ORBPorts value="15000,16000,17000,18000"/>（カンマで区切られた値）

デフォルトでは、サーバー構成ファイルに ORBPorts要素が存在しません。この要素がない場
合は、Reports Server によって CORBA 通信用のポートがランダムに選択されます。ORBPorts
要素の詳細は、『Oracle Application Server Reports Services レポート Web 公開ガイド』の
「OracleAS Reports Services の構成」の章を参照してください。

3.3 オペレーティング・システム・パッケージ（オペレーティング・システム・パッケージ（オペレーティング・システム・パッケージ（オペレーティング・システム・パッケージ（Solaris））））
使用するコンピュータに次のオペレーティング・システム・パッケージが含まれていることを
確認します。これらのパッケージがないと、インストーラは処理を続行できません。

� SUNWarc

� SUNWbtool

� SUNWhea

� SUNWlibm

� SUNWlibms

� SUNWsprot

� SUNWsprox

� SUNWtoo

� SUNWi1of（iに続く文字は小文字のエル（l）ではなく数字の 1）

� SUNWxwfnt

� SUNWi1cs（iに続く文字は小文字のエル（l）ではなく数字の 1）

� SUNWi15cs（iに続く文字は小文字のエル（l）ではなく数字の 1）

注意注意注意注意 : このフィールドはオプションです。ただし、メール・サーバー情報を
構成していないと、レポートを電子メールで配信できません。送信メール・
サーバー情報を指定する作業の詳細は、『Oracle Application Server Reports 
Services レポート Web 公開ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : ORBPorts要素は、Reports Server を実行しているサーバーで管理者
が TCP ポートのフィルタリングを有効にしている場合にのみ定義する必要が
あります。ポートのフィルタリングが有効である場合、管理者は Reports 
Server 用にいくつかのポートを開き、ORBPortsを使用してそれらのポート
を Reports Server とエンジンの通信用としてサーバー構成ファイルに指定で
きます。いずれのポートも使用できない場合は、Reports Server またはエン
ジンの起動が失敗し、エラーが表示される可能性があります。
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最後の 2 つのパッケージ（SUNWi1csと SUNWi15cs）は、コードセット ISO8859-1 および
ISO8859-15 に必要です。

使用するコンピュータにオペレーティング・システム・パッケージがインストールされている
かどうかを確認するには、パッケージの名前を指定して pkginfoコマンドを実行します。
pkginfoを実行するための構文は次のとおりです。

pkginfo package_name1 package_name2 ...

たとえば、使用するコンピュータに上記のパッケージがすべてインストールされているかどう
かを確認するには、次のコマンドを実行します。

prompt> pkginfo SUNWarc SUNWbtool SUNWhea SUNWlibm SUNWlibms SUNWsprot SUNWsprox 
SUNWtoo SUNWi1of SUNWxwfnt SUNWi1cs SUNWi15cs

インストールされていないパッケージがある場合は、システム管理者に問い合せてください。

3.4 カーネル・パラメータ（カーネル・パラメータ（カーネル・パラメータ（カーネル・パラメータ（Solaris））））
Oracle Business Intelligence をインストールするコンピュータでは、カーネル・パラメータを表
3-1 および表 3-2 に示されている最小値に設定する必要があります。

カーネル・パラメータの値は、/etc/systemファイルに保存されています。/etc/system
ファイルにパラメータが指定されていない場合は、ファイルに行を追加してそれらを指定する
必要があります。

注意注意注意注意 :

� カーネル・パラメータの値は、Oracle Application Server Metadata 
Repository または Oracle Application Server Web Cache を実行する予
定のコンピュータにのみ必要です。カーネル・パラメータの値は、こ
れらのコンポーネントをインストールする場合にのみチェックされま
す。

� カーネル・パラメータの値が要件を満たしていない場合は、インス
トーラからエラー・メッセージが表示されます。カーネル・パラメー
タを必要な値に更新するまでは、インストールを続行できません。

� カーネル・パラメータの値を更新した場合は、新しい値を有効にする
ためにコンピュータを再起動してください。

表表表表 3-1 OracleAS Web Cache に必要なカーネル・パラメータに必要なカーネル・パラメータに必要なカーネル・パラメータに必要なカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 最小値を示す最小値を示す最小値を示す最小値を示す /etc/system 内の行内の行内の行内の行 説明説明説明説明

rlim_fd_max set rlim_fd_max=65536 シングル・プロセスが開くことのできるファイル記述
子の数に関する強い制限を定義します。

表表表表 3-2 OracleAS Metadata Repository に必要なカーネル・パラメータに必要なカーネル・パラメータに必要なカーネル・パラメータに必要なカーネル・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 最小値を示す最小値を示す最小値を示す最小値を示す /etc/system 内の行内の行内の行内の行 説明説明説明説明

semmni set semsys:seminfo_semmni=100 システム全体でのセマフォ・セットの最大数を定義
します。

semmns set semsys:seminfo_semmns=1024 システムでの最大セマフォ数を定義します。256 は、

実行するデータベースが 1 つ（インストール中の

OracleAS Metadata Repository）であるコンピュー

タでの最小値です。

コンピュータ上ですでにデータベースが稼働してい
る場合は、「semmns パラメータの最小値を決定す

るには」を参照してください。
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semmns パラメータの最小値を決定するにはパラメータの最小値を決定するにはパラメータの最小値を決定するにはパラメータの最小値を決定するには

Oracle データベースがまだ稼働していないコンピュータに OracleAS Metadata Repository をイ
ンストールする場合（つまり OracleAS Metadata Repository がコンピュータで稼働する唯一の
Oracle データベースになる場合）は、semmnsパラメータを最小値の 256 に設定します。

Oracle データベースがすでに稼働しているコンピュータに OracleAS Metadata Repository をイ
ンストールする場合は、semmnsパラメータの値として、各 Oracle データベース（OracleAS 
Metadata Repository を含む）の processes初期化パラメータを合計した数値に、最も大きい
初期化パラメータの値を 2 回加算し、さらにデータベースごとに 10 ずつ加算した値を設定しま
す。

OracleAS Metadata Repository データベースの processesパラメータのデフォルト値は 150
です。

例 : Oracle データベースがすでに稼働しているコンピュータの processesパラメータが 200
に設定されているとします。この場合、semmnsパラメータは少なくとも 770 に設定する必要
があります。

� すべての Oracle データベースの processesパラメータの合計 : 既存のデータベースの
200+ インストールする OracleAS Metadata Repository の 150=350

� 最大のパラメータ値を 2 回加算 : 200+200=400

� データベースごとに 10 ずつ加算 : 10+10=20

� 合計 : 350+400+20=770

Oracle データベースの processesパラメータの値を確認するには、SQL*Plus で次のコマンド
を実行します。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
passwordには、SYS ユーザーのパスワードを指定します。

SQL> show parameters processes

カーネル・パラメータの値を追加または更新するにはカーネル・パラメータの値を追加または更新するにはカーネル・パラメータの値を追加または更新するにはカーネル・パラメータの値を追加または更新するには

1. 値の変更が必要なコンピュータに、root ユーザーでログオンします。

2. /etc/systemファイルのバックアップ・コピーを作成します。たとえば、次のコマンド
を実行すると、system.backというバックアップ・コピーが作成されます。

# cp /etc/system /etc/system.back

semmsl set semsys:seminfo_semmsl=256 初回インストールのみを対象とした最小推奨値を定
義します。

shmmax set shmsys:shminfo_
shmmax=4294967295

共有メモリー・セグメント 1 つ当たりの最大許容サ

イズを定義します（4GB=4294967295）。

shmmin set shmsys:shminfo_shmmin=1 共有メモリー・セグメント 1 つ当たりの最小許容サ

イズを定義します。

注意注意注意注意 : このパラメータは Solaris 9 では使用されませ

ん。

shmmni set shmsys:shminfo_shmmni=100 システム全体での共有メモリー・セグメントの最大
数を定義します。

shmseg set shmsys:shminfo_shmseg=10 1 つのプロセスがアタッチできる共有メモリー・セ

グメントの最大数を定義します。

注意注意注意注意 : このパラメータは Solaris 9 では使用されませ

ん。

表表表表 3-2 OracleAS Metadata Repository に必要なカーネル・パラメータ（続き）に必要なカーネル・パラメータ（続き）に必要なカーネル・パラメータ（続き）に必要なカーネル・パラメータ（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 最小値を示す最小値を示す最小値を示す最小値を示す /etc/system 内の行内の行内の行内の行 説明説明説明説明
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3. vi や emacs などのテキスト・エディタを使用して、必要に応じて /etc/systemファイル
で値を更新するか、または新しい行を追加します。たとえば、次の行はパラメータのサン
プル値を示しています。

set semsys:seminfo_semmni=300
set semsys:seminfo_semmns=1024
set semsys:seminfo_semmsl=256
set shmsys:shminfo_shmmax=4294967295
set shmsys:shminfo_shmmin=1
set shmsys:shminfo_shmmni=512
set shmsys:shminfo_shmseg=150

4. 新しい値を有効にするためにコンピュータを再起動します。

3.5 Windows システム・ファイル（システム・ファイル（システム・ファイル（システム・ファイル（wsf.exe）（）（）（）（Microsoft Windows））））

Oracle Business Intelligence には、Windows システム・ディレクトリ（通常は
C:¥Windows¥system32または C:¥Winnt¥system32）の一部のシステム・ファイルに最低
限必要なバージョンが存在します。Oracle Business Intelligence のインストーラを実行すると、
インストーラによってコンピュータ上の Windows システム・ファイルがチェックされます。
これらのファイルの古いバージョンが見つかり、それらを他のプロセスが使用している場合は、
インストーラを終了し、wsf.exeを実行して最新の Windows システム・ファイルをインス
トールするように要求されます（ファイルの古いバージョンが見つかっても、それらを他のプ
ロセスが使用していない場合は、それらが自動的に置換されるので、wsf.exeを実行する必要
はありません）。

wsf.exeはインストーラと同じディレクトリにあります。

wsf.exeを実行するには（インストーラから要求された場合のみ）、次の手順に従います。

1. wsf.exeを起動します。これにより、Oracle Universal Installer が起動されて Windows
システム・ファイルがインストールされます。

CD-ROM（E: が CD-ROM ドライブである場合）:

E:¥> wsf.exe

DVD-ROM（E: が DVD-ROM ドライブである場合）:

E:¥> cd application_server
E:¥> wsf.exe

2. インストーラの画面の指示に従います。

ヒントヒントヒントヒント : /etc/systemファイルのコメント文字は、#ではなくアスタリ
スク（*）です。

注意注意注意注意 : 次に示す手順は、インストーラから要求された場合にのみ実行し
ます。

表表表表 3-3 Windows システム・ファイルをインストールするための画面システム・ファイルをインストールするための画面システム・ファイルをインストールするための画面システム・ファイルをインストールするための画面

画面画面画面画面 アクションアクションアクションアクション

1. ようこそ 「「「「次へ次へ次へ次へ」」」」をクリックします。

2. ファイルの場所の指定 インストール先名インストール先名インストール先名インストール先名 : wsf の Oracle ホームの名前を入力します。

インストール先パスインストール先パスインストール先パスインストール先パス : 任意のフルパスを入力します。このフィールドに入力した値に関

係なく、適切なシステム・ディレクトリにファイルがインストールされます。

「「「「次へ次へ次へ次へ」」」」をクリックします。
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3. インストール時に「警告 : システムを再起動してください」という画面が表示されると、
インストーラによってコンピュータが再起動されます。表示されない場合は、続行する前
にコンピュータを再起動します。

3.6 ポート（ポート（ポート（ポート（Microsoft Windows およびおよびおよびおよび Solaris））））
Oracle Business Intelligence の多くのコンポーネント（Oracle HTTP Server、OracleAS Web 
Cache、Oracle Enterprise Manager 10g など）は、ポートを使用します。インストーラでデフォ
ルトのポート番号を自動的に割り当てるか、または各自で指定したポート番号を使用します。

� 第 3.6.1 項「エフェメラル・ポートについて」

� 第 3.6.2 項「ポートが使用中かどうかの確認」

� 第 3.6.3 項「デフォルトのポート番号の使用」

� 第 3.6.4 項「カスタム・ポート番号の使用（静的ポート機能）」

Oracle HTTP Server のデフォルト・ポートがポートのデフォルト・ポートがポートのデフォルト・ポートがポートのデフォルト・ポートがポート 80 ではなくポートではなくポートではなくポートではなくポート 7777 である理由である理由である理由である理由

デフォルトでは、インストーラによって、Oracle HTTP Server がポート 80 ではなくポート
7777 を使用するように構成されます。ポート 7777 がデフォルト・ポートである理由として、
UNIX では、1024 未満のポート番号を使用するコンポーネントを実行する場合に、事前に root
ユーザーとして追加の作業が必要になることが挙げられます。インストーラは root としてアク
セスできないため、1024 より大きなポートを使用する必要があります。

Oracle HTTP Server で別のポート（ポート 80 など）を使用するには、静的ポート機能を使用し
てコンポーネントのポート番号を指定します。インストールの後でもポート番号は変更できま
すが、インストール時にポート番号を設定する方が簡単です。

3.6.1 エフェメラル・ポートについてエフェメラル・ポートについてエフェメラル・ポートについてエフェメラル・ポートについて

問題問題問題問題 : エフェメラル・ポートとの競合が原因でコンポーネントを起動できないエフェメラル・ポートとの競合が原因でコンポーネントを起動できないエフェメラル・ポートとの競合が原因でコンポーネントを起動できないエフェメラル・ポートとの競合が原因でコンポーネントを起動できない

必要なポートを使用できないために、Oracle Application Server のプロセスを起動できないこ
とがまれにあります。この場合、プロセスの起動が失敗するか、またはポートにバインドでき
ないことがプロセスから通知されます。影響を受けたプロセスを後から再起動すると正常に起
動されるので、この動作は一時的である可能性があります。

この問題は、エフェメラル・ポートの範囲内にあるポート番号を、Oracle Application Server
がデフォルトで使用することが原因です。通常、エフェメラル・ポートは、クライアント /
サーバー TCP/IP 接続のクライアント側で使用されます。一般に、クライアント・プロセスは
接続のクライアント側で使用されるポートの値を関知しないため、どの TCP/IP 実装でも、ク
ライアント側で使用されるポート値をオペレーティング・システムが選択できるようになって
います。オペレーティング・システムは、このタイプのクライアント接続ごとに、エフェメラ
ル・ポートの範囲からポートを選択します。

一方、サーバー・プロセス（Oracle Application Server プロセスなど）は、エフェメラル・
ポートを使用できません。これらのプロセスでは、固定ポート値を使用して、クライアントが
常に同じサーバー・ポートに接続してサーバーと通信できるようにする必要があります。

3. 警告 : システムを再起動し

てください

この画面が表示された場合は、インストール終了時にコンピュータが自動的に再起動
されて、Windows システム・ファイルのインストールが完了します。コンピュータで

実行中のアプリケーション（このインストーラ以外）を保存し、終了してください。

「「「「次へ次へ次へ次へ」」」」をクリックします。

4. サマリー 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、Windows システム・ファイルのインストールを開始します。

5. インストールの終了 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックしてインストーラを終了します。

表表表表 3-3 Windows システム・ファイルをインストールするための画面（続き）システム・ファイルをインストールするための画面（続き）システム・ファイルをインストールするための画面（続き）システム・ファイルをインストールするための画面（続き）

画面画面画面画面 アクションアクションアクションアクション
3-6　Oracle Business Intelligence インストレーション・ガイド
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エフェメラル・ポートとのポートの競合は、Oracle Application Server プロセスがエフェメラ
ル・ポートの範囲内にあるポートを使用するように構成されていると発生します。Oracle 
Application Server プロセスは、起動時に、必要なポートをすでにクライアント・プロセスが使
用していることを検知します（クライアントはオペレーティング・システムからエフェメラ
ル・ポートの割当てを受けています）。このクライアントには、TCP/IP 経由で通信可能なコン
ピュータ上のあらゆるプロセスが該当します。Oracle Application Server プロセスに必要な
ポートが使用できない場合、そのプロセスの起動は失敗します。

この問題は、オペレーティング・システムの中でも Microsoft Windows で比較的よく発生しま
す。これは、Windows がデフォルトで小さな範囲のポートをエフェメラル・クライアント接続
に使用するためです。

エフェメラル・ポートの範囲エフェメラル・ポートの範囲エフェメラル・ポートの範囲エフェメラル・ポートの範囲

Microsoft Windows でのエフェメラル・ポートの範囲は、ポート 1024 から 5000 までです（両
ポートを含む）。

Windows で調整できるのは、この範囲の上限だけです。それ以外のほとんどのオペレーティン
グ・システムでは、デフォルトのエフェメラル・ポートの範囲がこれよりはるかに大きく、範
囲の下限も上限も調整可能です。

一部の Application Server プロセス（Oracle HTTP Server、OracleAS Web Cache、Oracle 
Enterprise Manager 10g Application Server Control、および OC4J を含む）は、エフェメラル・
ポート範囲内のポートを使用します。必要なポートがクライアントによって使用されていると、
これらのプロセスは起動できません。

エフェメラル・ポートとの競合の回避エフェメラル・ポートとの競合の回避エフェメラル・ポートとの競合の回避エフェメラル・ポートとの競合の回避

エフェメラル・ポートとの競合を回避するには、次のオプションがあります。

� staticports.iniを使用して Oracle Business Intelligence をインストールすることで、
Oracle Business Intelligence のコンポーネントがエフェメラル・ポート範囲内のポートを使
用しないようにします。staticports.iniファイルで、1024 未満または 5000 を超える
ポート番号を使用します。

詳細は、第 3.6.4 項「カスタム・ポート番号の使用（静的ポート機能）」を参照してくださ
い。

� Oracle Business Intelligence をすでにインストールしている場合は、1024 未満または 5000
を超えるポートを使用するようにコンポーネントを再構成できます。Oracle Application 
Server プロセスが現在使用するポートを変更する方法については、『Oracle Application 
Server 管理者ガイド』を参照してください。

� （このオプションはインストール後でも実行できます。）コンピュータ上のエフェメラル・
ポート範囲を変更します。このオプションは、上記のいずれのオプションも使用できない
場合にのみ使用してください。このオプションでは、Windows レジストリが変更され、コ
ンピュータ上で稼働するすべての製品に影響を与えるため、できるかぎり使用しないこと
をお勧めします。

このオプションでは、エフェメラル・ポート範囲の位置を変更します。変更する前に、コ
ンピュータで使用している（Oracle または非 Oracle）製品が、エフェメラル・ポート範囲
内の非エフェメラル・ポートを使用していないことを確認する必要があります。使用して
いる製品がある場合は、それらのポート番号の位置を、新しい ReservedPorts 範囲（下記
を参照）、新しいエフェメラル範囲よりも上、またはポート 1024 よりも下に変更する必要
があります。

このオプションを実装する手順は次のとおりです。

– エフェメラル・ポート範囲の上限を上げて範囲を拡大します。

レジストリの MaxUserPort 値を 13000 以上 65534 以下に設定します。MaxUserPort は
エフェメラル・ポート範囲の上限です。

手順については、Microsoft サポート技術情報の文書番号 196271
（http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;[LN];196271）
を参照してください。
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– 新たに拡大したエフェメラル・ポート範囲の一部を、Oracle Application Server 用に
予約します。

ポート 1024 から 8000 までが Oracle Application Server 用として予約されるように、
レジストリの ReservedPorts 値を設定します。予約範囲には、Oracle Application 
Server が通常使用するポートの範囲が組み込まれます。

手順については、Microsoft サポート技術情報の文書番号 812873
（http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;[LN];812873）
を参照してください。

– 変更を有効にするためにコンピュータを再起動します。

手順を実行すると、最終的に 1024 から 8000 までのポートが Oracle Application Server 用
として予約され、8001 から 13000 までのポートが新しいエフェメラル・ポート範囲になり
ます（MaxUserPort を 13000 に設定した場合）。予約範囲には Oracle Application Server が
通常使用するポートの範囲が組み込まれ、エフェメラル・ポート範囲が当初の範囲と同じ
大きさになります。

3.6.2 ポートが使用中かどうかの確認ポートが使用中かどうかの確認ポートが使用中かどうかの確認ポートが使用中かどうかの確認
ポートが使用中かどうかを確認するには、次のように netstatコマンドを実行します。

prompt> netstat -an | grep portnum

C:¥> netstat -an | find "portnum"

ポート番号は二重引用符で囲む必要があります。

3.6.3 デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用
コンポーネントにデフォルトのポート番号を使用する場合は、何もする必要はありません。各
コンポーネントのポート範囲で、少なくとも 1 つのポートが使用できることを確認してくださ
い。インストーラが範囲内で空いているポートを見つけられないと、インストールが失敗しま
す。

次の点に注意してください。

� インストーラがコンポーネントにデフォルトのポートを割り当てるのは、それらのポート
が他のアプリケーションによって使用されていない場合だけです。デフォルトのポートが
使用されている場合は、コンポーネントのポート番号範囲にある別のポートが試されます。
たとえば、中間層の Oracle HTTP Server のデフォルトの非 SSL ポートはポート 80 です。
このポートを別のアプリケーションが使用している場合は、インストーラによって 7777 ～
7877 の範囲にあるポートが割り当てられます。

� Oracle HTTP Server のデフォルトのポートは、インストール・タイプ（表 3-4）に依存しま
す。中間層はポート 80 および 443 を取得します。これは、中間層にアプリケーションを配
置するためです。ユーザーは、中間層の Oracle HTTP Server/OracleAS Web Cache に対
し、アプリケーションにアクセスするためのリクエストを送信します。

表 3-4 のカッコ内の値は、デフォルトのポートが使用中である場合に Oracle HTTP Server
に割り当てられるポートを示しています。

� ポートが使用中かどうかを判定するために、インストーラが servicesファイルをチェッ
クすることはなくなりました。以前のリリースでは、このファイルにポート番号が列記さ
れている場合は、インストーラがポート番号を割り当てませんでした。

表表表表 3-4 Oracle HTTP Server のデフォルトのポートのデフォルトのポートのデフォルトのポートのデフォルトのポート

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの非デフォルトの非 SSL ポートポートポートポート デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの SSL ポートポートポートポート

OracleAS Infrastructure 7777 (7777 - 7877) 4443 (4443 - 4543)

中間層 80 (7777 - 7877) 443 (4443 - 4543)
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servicesファイルは C:¥%SystemRoot%¥system32¥drivers¥etcディレクトリにあ
ります。この %SystemRoot%は、Windows 2000 では winnt、Windows XP および
Windows 2003 では windowsです。

3.6.4 カスタム・ポート番号の使用（静的ポート機能）カスタム・ポート番号の使用（静的ポート機能）カスタム・ポート番号の使用（静的ポート機能）カスタム・ポート番号の使用（静的ポート機能）
コンポーネントにカスタム・ポート番号を割り当てるようにインストーラに指示する手順は次
のとおりです。

1. コンポーネント名とポート番号を含んだファイルを作成します。ファイル・フォーマット
は、第 3.6.4.1 項「staticports.ini ファイルのフォーマット」を参照してください。このファ
イルには、一般に staticports.iniという名前が付けられますが、名前は自由に指定で
きます。

2. インストーラの「ポート構成オプションの指定」画面で、「「「「手動手動手動手動」」」」を選択し、
staticports.iniファイルへの完全なパスを入力します。

ファイルへの完全なパスを指定しないと、インストーラはファイルを検出できません。こ
の場合インストーラは、警告を表示することなくすべてのコンポーネントにデフォルトの
ポートを割り当てます。

3.6.4.1 staticports.ini ファイルのフォーマットファイルのフォーマットファイルのフォーマットファイルのフォーマット
staticports.iniファイルのフォーマットは次のとおりです。port_num は、コンポーネント
に使用するポート番号で置き換えてください。

# J2EE and Web Cache
Oracle HTTP Server port = port_num
Oracle HTTP Server Listen port = port_num
Oracle HTTP Server SSL port = port_num
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = port_num
Oracle HTTP Server Diagnostic port = port_num
Java Object Cache port = port_num
DCM Java Object Cache port = port_num
DCM Discovery port = port_num
Oracle Notification Server Request port = port_num
Oracle Notification Server Local port = port_num
Oracle Notification Server Remote port = port_num
Application Server Control port = port_num
Application Server Control RMI port = port_num
Oracle Management Agent port = port_num
Web Cache HTTP Listen port = port_num
Web Cache HTTP Listen (SSL) port = port_num
Web Cache Administration port = port_num
Web Cache Invalidation port = port_num
Web Cache Statistics port = port_num
Log Loader port = port_num
ASG port = port_num

# Business Intelligence and Forms
Reports Services SQL*Net port = port_num
Reports Services discoveryService port = port_num
Reports Services bridge port = port_num

# Infrastructure
Oracle Internet Directory port = port_num
Oracle Internet Directory (SSL) port = port_num

以前のリリースとの違い以前のリリースとの違い以前のリリースとの違い以前のリリースとの違い : 10g リリース 1（9.0.4）では、コマンドライン・
オプションを使用して staticports.iniファイルを指定していました。こ
のリリースでは、新しい「ポート構成オプションの指定」画面でファイルを
指定します。
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Oracle Certificate Authority SSL Server Authentication port = port_num
Oracle Certificate Authority SSL Mutual Authentication port = port_num
Ultra Search HTTP port number = port_num

このファイルを作成する場合は、CD-ROM（ディスク 1）または DVD-ROM の
staticports.iniファイルをテンプレートとして使用する方法が最も簡単です。

1. CD-ROM または DVD-ROM の staticports.iniファイルを、ハード・ディスクにコ
ピーします。

2. ローカル・コピー（ハード・ディスク上のファイル）を編集して必要なポート番号を指定
します。

staticports.iniファイル内のすべてのコンポーネントにポート番号を指定する必要は
ありません。ファイルに列記されていないコンポーネントには、デフォルトのポート番号
が使用されます。

次の例では、Application Server Control のポート、および OracleAS Web Cache の複数の
ポートが設定されています。指定されていないコンポーネントには、デフォルトのポート
番号が割り当てられます。

Application Server Control port = 2000
Web Cache Administration port = 2001
Web Cache Invalidation port = 2002
Web Cache Statistics port = 2003

インストールが完了したら、portlist.ini ファイルで割り当てられたポートを確認できます。

表表表表 3-5 CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM のののの staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

メディアメディアメディアメディア staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

CD-ROM mount_point: ディスク 1/1012disk1/stage/Response/staticports.ini

DVD-ROM mount_point/application_server/stage/Response/staticports.ini

表表表表 3-6 CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM のののの staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

メディアメディアメディアメディア staticports.ini ファイルの場所（ファイルの場所（ファイルの場所（ファイルの場所（E: がががが CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM ドライブであるドライブであるドライブであるドライブである
場合）場合）場合）場合）

CD-ROM E: : ディスク 1¥stage¥Response¥staticports.ini

DVD-ROM E:¥application_server¥stage¥Response¥staticports.ini

ポート番号選択時の注意事項ポート番号選択時の注意事項ポート番号選択時の注意事項ポート番号選択時の注意事項 :

� ポート番号は 65535 より大きくすることができません。

� コンポーネントに 1024 未満のポート番号を使用する場合は、root ユー
ザーとしてそのコンポーネントを実行する必要があります。

� コンポーネントに 1024 未満のポート番号を使用すると、インストール
終了時にインストーラがそのコンポーネントを起動できなくなりま
す。場合によっては、起動する前にコンポーネントを構成する必要が
あります。詳細は、該当するコンポーネントのドキュメントを参照し
てください。

� Oracle Internet Directory にポート 389 と 636 を使用する場合は、
/etc/servicesファイルでこれらのポートをコメント・アウトする
必要があります。

� Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache のポート番号を設定
する場合は、必ず第 3.6.4.3 項「Oracle HTTP Server および OracleAS 
Web Cache のポート」を読んでください。
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インストーラは、メモリーをチェックすることで、ファイルに指定されたポートが使用可能で
あることを確認します。つまり、実行中のプロセスが使用しているポートのみを検出できます。
インストーラが、構成ファイルを参照してアプリケーションが使用しているポートを判定する
ことはありません。

指定したポートが使用不可能であることが検出されると、アラートが表示されます。使用不可
能なポートは割り当てられません。これを解決するには、次の操作を実行します。

1. staticports.iniファイルを編集して別のポートを指定するか、ポートを使用するアプ
リケーションをシャット・ダウンします。

2. 「再試行」「再試行」「再試行」「再試行」をクリックします。staticports.iniファイルが再び読み取られ、ファイル
内のエントリが再度確認されます。

portlist.ini をををを staticports.ini ファイルとして使用ファイルとして使用ファイルとして使用ファイルとして使用

staticports.iniファイルは、Oracle Business Intelligence のインストール後に作成される
portlist.ini ファイルと同じフォーマットを使用します。Oracle Business Intelligence をすでにイ
ンストールし、別のインストールで同じポート番号を使用する場合は、最初のインストールで
作成された portlist.iniファイルを、後続のインストールの staticports.iniファイル
として使用します。

portlist.ini ファイルは次のディレクトリにあります。

� ORACLE_HOME/install/portlist.ini（Solaris)

� ORACLE_HOME¥install¥portlist.ini（Windows）

ただし、staticports.iniの Oracle Management Agent port行が、portlist.ini
の Enterprise Manager Agent port行に対応していることに注意してください。

3.6.4.2 エラーが原因でデフォルトのポートが指定したポートにかわって使エラーが原因でデフォルトのポートが指定したポートにかわって使エラーが原因でデフォルトのポートが指定したポートにかわって使エラーが原因でデフォルトのポートが指定したポートにかわって使
用されるケース用されるケース用されるケース用されるケース
誤ってインストーラが警告を表示せずにデフォルトのポートを使用する場合があるので、
staticports.iniファイルを慎重に確認します。確認の必要な点は次のとおりです。

� 複数のコンポーネントに同じポートを指定すると、指定したポートは最初のコンポーネン
トに使用され、その他のコンポーネントにはコンポーネントのデフォルトのポートが使用
されます。複数のコンポーネントに同じポートを指定していても、インストーラからは警
告が表示されません。

� staticports.iniファイルに構文エラーがあると（たとえば、ある行で =文字を省略し
た場合など）、インストーラはその行を無視します。このような行に指定されたコンポーネ
ントには、デフォルトのポートが割り当てられます。行に構文エラーがあっても、インス
トーラからは警告が表示されません。

� コンポーネント名のスペルを間違えた場合、そのコンポーネントにはデフォルトのポート
が割り当てられます。ファイル内のコンポーネント名は、大 / 小文字が区別されます。行
に認識できない名前を指定していても、インストーラからは警告が表示されません。

� ポート番号に数値以外の値を指定すると、その行は無視され、コンポーネントにデフォル
トのポート番号が割り当てられます。この場合、警告は表示されません。

� staticports.ini ファイルへの相対パスを指定すると（たとえば ./staticports.ini
（Solaris）、.¥staticports.ini（Microsoft Windows）、または単に
staticports.ini）、ファイルが検出されなくなります。インストーラは警告を表示せず
に処理を続行し、すべてのコンポーネントにデフォルト・ポートを割り当てます。
staticports.iniファイルへの完全なパスを指定する必要があります。
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3.6.4.3 Oracle HTTP Server およびおよびおよびおよび OracleAS Web Cache のポートのポートのポートのポート
これらのコンポーネントにポートを設定する場合は、次の点を理解しておいてください。

Oracle HTTP Server の httpd.confファイルでは、Portディレクティブと Listenディレク
ティブで、OracleAS Web Cache および Oracle HTTP Server が使用するポートが指定されます。
staticports.iniファイルでこれらのポートを設定するための適切な行は、構成中のコン
ポーネントによって異なります。

OracleAS Web Cache およびおよびおよびおよび Oracle HTTP Server を構成している場合を構成している場合を構成している場合を構成している場合

1. OracleAS Web Cache のポートを設定します。

OracleAS Web Cache は、Portディレクティブで指定されたポートを使用します（図
3-1）。このポートを設定するには、staticports.iniファイルのこの行を使用します。

Web Cache HTTP Listen port = port_number

OracleAS Web Cache 向けに SSL ポートを構成するには、次の行を使用します。

Web Cache HTTP Listen (SSL) port = port_number

この場合、Oracle HTTP Server port行を使用してポート番号を設定することはでき
ません。staticports.iniファイルに Oracle HTTP Server port行と Web Cache 
HTTP Listen port行の両方が含まれている場合は、Oracle HTTP Server port行
が無視されます。たとえば、staticports.iniに次の行を指定したとします。

Web Cache HTTP Listen port = 7979
Oracle HTTP Server port = 8080

Portディレクティブは 7979 に設定されます。

2. Oracle HTTP Server のポートを設定します。

Oracle HTTP Server は、Listenディレクティブで指定されたポートを使用します。この
ポートを設定するには、staticports.iniファイルのこの行を使用します。

Oracle HTTP Server Listen port = port_number

SSL リスニング・ポートを構成するには、次の行を使用します。

Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = port_number

図図図図 3-1 OracleAS Web Cache とととと Oracle HTTP Server の構成の構成の構成の構成

Oracle HTTP Server のみを構成する場合のみを構成する場合のみを構成する場合のみを構成する場合 (OracleAS Web Cache なしなしなしなし )
Oracle HTTP Server のみを構成する場合は、Oracle HTTP Server が Portディレクティブと
Listenディレクティブの両方を使用します（図 3-2）。この場合は、両方のディレクティブが
同じポート番号を使用するように設定する必要があります。

これらのポートを設定するには、staticports.iniファイルの Oracle HTTP Server 
port行と Oracle HTTP Server Listen port行を使用します。次に例を示します。

Oracle HTTP Server port = 8080
Oracle HTTP Server Listen port = 8080
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これらのポートの SSL バージョンを設定するには、次の行を使用します。非 SSL バージョンの
場合と同様に、ポート番号は同じにする必要があります。

Oracle HTTP Server SSL port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 443

staticports.iniに Web Cache 行を指定しても、OracleAS Web Cache を構成していないの
でそれらの行は無視されます。

図図図図 3-2 Oracle HTTP Server のみの構成のみの構成のみの構成のみの構成

3.6.4.4 例例例例
この項では、staticports.iniを使用する一般的なシナリオをいくつか取り上げます。

� 第 3.6.4.4.1 項「OracleAS Web Cache をフロントエンドとして、Oracle HTTP Server がポー
ト 80 と 443 を使用するように構成」

� 第 3.6.4.4.2 項「OracleAS Web Cache なしで、Oracle HTTP Server がポート 80 と 443 を使用
するように構成」

3.6.4.4.1 OracleAS Web Cache をフロントエンドとして、をフロントエンドとして、をフロントエンドとして、をフロントエンドとして、Oracle HTTP Server がポートがポートがポートがポート 80 とととと 443 をををを
使用するように構成使用するように構成使用するように構成使用するように構成  このシナリオでは、次の行を含む staticports.iniファイルを作成し
ます。

Web Cache HTTP Listen port = 80
Oracle HTTP Server Listen port = 81
Web Cache HTTP Listen (SSL) port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 444

Oracle HTTP Server リスニングと SSL リスニングのポートには、使用可能なポートをどれでも
指定できます。この例では、ポート 81 と 444 が使用されています。これらのポート番号は、
1024 未満でなくてもかまいません。1024 未満のポート番号を選択する場合は、Oracle HTTP 
Server と OracleAS Web Cache を root ユーザーとして起動してください。

3.6.4.4.2 OracleAS Web Cache なしで、なしで、なしで、なしで、Oracle HTTP Server がポートがポートがポートがポート 80 とととと 443 を使用するように構を使用するように構を使用するように構を使用するように構
成成成成  このシナリオでは、次の行を含む staticports.iniファイルを作成します。

Oracle HTTP Server port = 80
Oracle HTTP Server Listen port = 80
Oracle HTTP Server SSL port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 443

注意注意注意注意 : 1024 未満のポート番号を使用しているため、Oracle HTTP Server
と OracleAS Web Cache を root ユーザーとして実行するように構成する必
要があります。構成は、インストール中またはインストール後に行うこと
ができます。

インストール後に構成を行う場合は、インストーラによってコンポーネン
トが起動されません（まだ構成されていないため）。

詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』および『Oracle Application 
Server Web Cache 管理者ガイド』を参照してください。
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3.7 オペレーティング・システム・グループ（オペレーティング・システム・グループ（オペレーティング・システム・グループ（オペレーティング・システム・グループ（Solaris））））
Oracle 製品がインストールされていないコンピュータに Oracle Business Intelligence をインス
トールする場合は、オペレーティング・システム・グループを作成する必要があります。この
場合、インベントリ・ディレクトリを所有するためにグループを作成します。3-14 ページの

「インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成」を参照してください。

Solaris Management Console を使用して、ローカルのオペレーティング・システム・グループ
を作成します。これを行うには、次の操作を実行します。

1. Solaris Management Console のウィンドウを表示するモニターを指すように、DISPLAY環
境変数を設定します。環境変数の設定の詳細は、第 3.10.4 項「DISPLAY」を参照してくだ
さい。

2. Solaris Management Console を起動します。

prompt> /usr/sadm/bin/smc

3. 左側のフレームで、「「「「This Computer」」」」を開き、続いて「「「「System Configuration」」」」を開きま
す。

4. ログイン画面を表示するには、「「「「Users」」」」をクリックします。

5. root ユーザーでログオンします。

6. 左側のフレームで「「「「Users」」」」を開き、「「「「Groups」」」」を選択します。

7. 「「「「Action」」」」を選択し、「「「「Add Group」」」」を選択します。

8. 「「「「Group Name」」」」フィールドに、グループの名前を入力します。

9. 「「「「Group ID Number」」」」フィールドに、グループの ID を入力します。ID には数値を指定す
る必要があります。このフィールドはオプションです。

10. 「「「「OK」」」」をクリックします。

ローカルのオペレーティング・システム・グループが作成されました。オペレーティング・シ
ステム・ユーザーおよびグループの詳細は、使用するオペレーティング・システムのドキュメ
ントを参照するか、システム管理者に問い合せてください。

インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成

Oracle 製品がインストールされていないコンピュータに Oracle Business Intelligence をインス
トールする場合は、インベントリ・ディレクトリを所有するためのグループを作成します。イ
ンストーラは、そのファイルをインベントリ・ディレクトリに書き込むことで、コンピュータ
にインストールされている Oracle 製品の状況を把握します。

このマニュアルでは、オペレーティング・システム・グループに oinstallという名前を使用
します。

インベントリ・ディレクトリ用のグループを別途用意することで、複数のユーザーがコン
ピュータに Oracle 製品をインストールできるようになります。ユーザーには、インベントリ・
ディレクトリに対する書込み権限が必要です。書込み権限を得るには、oinstallグループに
属していることが必要です。

コンピュータに初めて Oracle 製品をインストールするときに、インベントリ・ディレクトリの
グループ名を入力する画面が表示されます。その後に、インベントリ・ディレクトリの場所を
入力する画面が表示されます。

インベントリ・ディレクトリのデフォルトの名前は oraInventoryです。

注意注意注意注意 : 1024 未満のポート番号を使用しているため、Oracle HTTP Server を
root ユーザーとして実行するように構成する必要があります。
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コンピュータにインベントリ・ディレクトリが存在するかどうかがわからない場合は、
/var/opt/oracle/oraInst.locファイルをチェックします。このファイルは、インベント
リ・ディレクトリの場所とそれを所有するグループを示します。このファイルが存在しない場
合は、コンピュータに Oracle 製品がインストールされていません。

3.8 Solaris のオペレーティング・システム・ユーザーのオペレーティング・システム・ユーザーのオペレーティング・システム・ユーザーのオペレーティング・システム・ユーザー
オペレーティング・システム・ユーザーは、Oracle 製品をインストールおよびアップグレード
するために作成します。インストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーには、
次のディレクトリに対する書込み権限が必要です。

� インストールする製品のファイルを配置する Oracle ホーム・ディレクトリ

� インストーラがすべての Oracle 製品に使用するインベントリ・ディレクトリ

コンピュータに他の Oracle 製品がインストールされている場合は、すでにオペレーティング・
システム・ユーザーが作成されている可能性があります。/var/opt/oracle/oraInst.loc
ファイルをチェックしてください。このファイルは、インベントリ・ディレクトリの場所とそ
れを所有するグループを示します。このファイルが存在しない場合は、コンピュータに Oracle
製品がインストールされていません。

Oracle 製品をインストールするためのユーザーが存在しない場合は、表 3-7 に示されたプロパ
ティを持つユーザーを作成します。

ローカル・オペレーティング・システム・ユーザーの作成ローカル・オペレーティング・システム・ユーザーの作成ローカル・オペレーティング・システム・ユーザーの作成ローカル・オペレーティング・システム・ユーザーの作成

Solaris Management Console を使用して、ローカル・オペレーティング・システム・ユーザー
を作成します。これを行うには、次の操作を実行します。

1. Solaris Management Console のウィンドウを表示するモニターを指すように、DISPLAY環
境変数を設定します。環境変数の設定の詳細は、第 3.10.4 項「DISPLAY」を参照してくだ
さい。

2. Solaris Management Console を起動します。

prompt> /usr/sadm/bin/smc

3. 左側のフレームで、「「「「This Computer」」」」を開き、「「「「System Configuration」」」」を開きます。

表表表表 3-7 インストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティインストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティインストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティインストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティ

項目項目項目項目 説明説明説明説明

ログイン名 ユーザーには任意の名前を使用できます。このマニュアルでは、ユー
ザーを oracleユーザーと呼びます。

グループ識別子 oracleユーザーのプライマリ・グループには、oraInventoryディ

レクトリに対する書込み権限が必要です。このグループの詳細は、3-14
ページの「インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成」を参照
してください。

グループには任意の名前を使用できます。このマニュアルでは、
oinstallという名前を使用します。

ホーム・ディレクトリ oracleユーザーのホーム・ディレクトリは、他のユーザーのホーム・

ディレクトリと一致させることができます。

ログイン・シェル デフォルトのログイン・シェルは、C、Bourne、または Korn シェルで

す。

注意注意注意注意 : oracleユーザーは、Oracle 製品のインストールと保守にのみ使
用してください。oracleユーザーをインストーラとは無関係の目的で使
用することはできません。rootを oracleユーザーとして使用しないで
ください。
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4. ログイン画面を表示するには、「「「「Users」」」」をクリックします。

5. 「「「「User Name」」」」フィールドに、「root」と入力します。「「「「Password」」」」フィールドに、root の
パスワードを入力します。

6. 左側のフレームで「「「「Users」」」」を開き、「「「「User Accounts」」」」を選択します。

7. 「「「「Action」」」」、「「「「Add User」」」」、「「「「With Wizard」」」」の順に選択します。

8. 「「「「User Name」」」」フィールドに、ユーザーの名前を入力します。たとえば、「oracle」と入
力します。「「「「Full Name」」」」フィールドと「「「「Description」」」」フィールドはオプションです。

9. 「「「「Next」」」」をクリックします。

10. 「「「「User ID Number」」」」フィールドで、デフォルト値をそのまま使用します。

11. 「「「「Next」」」」をクリックします。

12. 「「「「User Must Use This Password At First Login」」」」を選択し、ユーザーのパスワードを入力
します。

13. 「「「「Next」」」」をクリックします。

14. 「「「「Primary Group」」」」リストから、ユーザーのプライマリ・グループを選択します。これは、
前の作業でインベントリ・ディレクトリを所有するために作成したグループです。3-14
ページの「インベントリ・ディレクトリ用のグループの作成」を参照してください。

15. 「「「「Next」」」」をクリックします。

16. 「「「「Path」」」」フィールドに、ユーザーのホーム・ディレクトリを入力します。

17. 「「「「Next」」」」をクリックします。

18. ユーザーのメール・サーバー情報を確認し、「「「「Next」」」」をクリックします。

19. ユーザー情報を確認し、「「「「Finish」」」」をクリックします。

ローカル・オペレーティング・システム・ユーザーが作成されました。

オペレーティング・システム・ユーザーが属しているグループをチェックするには、ユーザー
の名前を指定して groupsコマンドを実行します。次に例を示します。

prompt> groups oracle

オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループの詳細は、オペレーティング・システ
ムのドキュメントを参照するか、システム管理者に問い合せてください。

3.9 Microsoft Windows のオペレーティング・システム・ユーザーのオペレーティング・システム・ユーザーのオペレーティング・システム・ユーザーのオペレーティング・システム・ユーザー
インストールを実行するオペレーティング・システム・ユーザーは、Administrators グループ
に属している必要があります。オペレーティング・システム・ユーザーが Administrators グ
ループに属しているかどうかをチェックするには、次の手順を実行します。

ユーザーが Administrators グループに属しているかどうかをチェックする手順は次のとおりで
す。

1. 「コンピュータの管理」ダイアログ・ボックスを表示します。

Windows 2000/Windows XP: デスクトップで「マイ「マイ「マイ「マイ コンピュータ」コンピュータ」コンピュータ」コンピュータ」を右クリックし、「管「管「管「管
理」理」理」理」をクリックします。

Windows 2003: デスクトップでローカル・コンピュータのアイコンを右クリックし、「管「管「管「管
理」理」理」理」をクリックします。

2. 左側で「ローカル「ローカル「ローカル「ローカル ユーザーとグループ」ユーザーとグループ」ユーザーとグループ」ユーザーとグループ」を開き、「ユーザー」「ユーザー」「ユーザー」「ユーザー」を選択します。

3. 右側で、ユーザーを右クリックし、「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」をクリックして「プロパティ」ダイアロ
グ・ボックスを表示します。
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4. 「所属するグループ」「所属するグループ」「所属するグループ」「所属するグループ」タブを選択します。

Administrators グループのメンバーではない場合は、このグループへの追加を管理者に依頼す
るか、Administrators グループのメンバーであるユーザーとしてログインします。

3.10 Solaris の環境変数の環境変数の環境変数の環境変数
Oracle Business Intelligence をインストールするオペレーティング・システム・ユーザーは、表
3-8 に示された環境変数を設定（または設定解除）する必要があります。

3.10.1 環境変数に関するヒント環境変数に関するヒント環境変数に関するヒント環境変数に関するヒント
環境変数を操作する場合のヒントをいくつか示します。

� .profileファイルに環境変数を設定した場合に、それらが読み取られないことがありま
す。環境変数が正しい値に設定されていることを確認するには、インストーラを実行する
シェルでそれらの値をチェックします。

� 環境変数の値をチェックするには、envコマンドを使用します。このコマンドによって、
現在定義されているすべての環境変数とその値が表示されます。

% env

� 新規ユーザーとして suコマンドを使用してユーザーを切り替える（たとえば root ユーザー
から oracleユーザーへ）場合は、環境変数をチェックしてください。これは、環境変数
が新規ユーザーに渡されない場合があるからです。この状況は、-パラメータを指定して
suを実行した場合（su - user）でも発生する可能性があります。

# /* root user */
# su - oracle
% env

3.10.2 ORACLE_HOME およびおよびおよびおよび ORACLE_SID
これらの環境変数はインストーラによって設定解除されるため、インストーラ起動時にこれら
の環境変数が設定されているかどうかは問題ではありません。

3.10.3 PATH、、、、CLASSPATH、および、および、および、および LD_LIBRARY_PATH
PATH、CLASSPATH、LD_LIBRARY_PATHの各環境変数を編集して、それらが Oracle ホーム・
ディレクトリを参照しないようにします。

表表表表 3-8 Solaris の環境変数のまとめの環境変数のまとめの環境変数のまとめの環境変数のまとめ

環境変数環境変数環境変数環境変数 設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除

ORACLE_HOME および
ORACLE_SID

影響なし（インストーラがこの 2 つの環境変数を設定解除する）

PATH、CLASSPATH、およ

び LD_LIBRARY_PATH
Oracle ホーム・ディレクトリ内のディレクトリへの参照を含め

てはならない。

DISPLAY インストーラのウィンドウを表示するモニターに設定する。

TMP オプション。設定解除すると、デフォルトで /tmpに設定され

る。

TNS_ADMIN 設定しない。

REPORTS_DEFAULT_
DISPLAY

デフォルトでは YES に設定。NO に設定する場合は、必ず適切

な表示を指定する。
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3.10.4 DISPLAY
インストーラを表示する X サーバーを指すように、DISPLAY環境変数を設定します。
DISPLAY環境変数のフォーマットは次のとおりです。

hostname:display_number.screen_number

例（C シェル）:

% setenv DISPLAY test.mydomain.com:0.0

例（Bourne または Korn シェル）:

$ DISPLAY=test.mydomain.com:0.0; export DISPLAY

xclock プログラムを実行することで、表示をテストできます。

$ /usr/openwin/bin/xclock &

Oracle Business Intelligence では、インストール中のみ X サーバーが実行されている必要があ
ります。オペレーティング・システムとともにインストールされたフレーム・バッファ X サー
バーでは、インストール中にユーザーがログインしたままフレーム・バッファを実行している
必要があります。これを望まない場合は、X Virtual Frame Buffer（XVFB）や Virtual Network 
Computing（VNC）などの仮想フレーム・バッファを使用します。

XVFB やその他の仮想フレーム・バッファ・ソリューションの取得とインストールについては、
OTN（http://www.oracle.com/technology/products/ ）にアクセスしてください。
OTN で「frame buffer」を検索します。

3.10.5 TMP
インストール中、インストーラは一時ディレクトリに一時ファイルを書込む必要があります。
デフォルトの一時ディレクトリは、/tmpです。

インストーラで /tmp以外のディレクトリが使用されるようにするには、TMP環境変数を代替
ディレクトリのフルパスに設定します。

例（C シェル）:

% setenv TMP /tmp2

例（Bourne または Korn シェル）:

$ TMP=/tmp2; export TMP

この環境変数を設定せず、デフォルトのディレクトリに十分な領域がない場合、環境設定が設
定されていないというエラー・メッセージがインストーラによって表示されます。異なるディ
レクトリを指すように環境変数を設定するか、またはデフォルトのディレクトリに十分な領域
を解放してください。どちらの場合も、インストールをやり直す必要があります。

3.10.6 TNS_ADMIN
この項では、2 つの要件について説明します。

� TNS_ADMIN環境変数を設定しないでください。

� /etcディレクトリと /var/opt/oracleディレクトリには、tnsnames.oraファイルを
配置しないでください。

これらの要件は、様々な Oracle 製品の Net 構成ファイル間で競合が発生しないようにするため
に必要です。
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TNS_ADMINを設定するか、または tnsnames.oraファイルを /etcまたは
/var/opt/oracleに配置する必要がある場合は、Oracle Business Intelligence をインストー
ルする前に次の手順を実行します。

1. tnsnames.oraファイルを /etcまたは /var/opt/oracleに配置した場合は、この
ファイルを別のディレクトリに移動します。あるいは、ファイルの名前を変更してもかま
いません。

2. TNS_ADMIN環境変数が設定されていないことを確認します。

例（C シェル）:

% unsetenv TNS_ADMIN

例（Bourne または Korn シェル）:

$ unset TNS_ADMIN

インストール後に、新たに作成された tnsnames.oraファイルを、既存の tnsnames.ora
ファイルとマージすることができます。

3.10.7 REPORTS_DEFAULT_DISPLAY
REPORTS_DEFAULT_DISPLAY環境変数は、Oracle Reports に対して次の実装を行うかどうか
を指定します。

� DISPLAYに依存しない

� フォント情報に定義された有効なプリンタを保有することに依存しない

� イメージの表面解像度およびフォント情報に対応する ScreenPrinter
（screenprinter.ppd）の実装

� Advanced Imaging Support の実装

Oracle Reports に対して REPORTS_DEFAULT_DISPLAY=YESを設定すると、DISPLAY環境変
数に設定された値が上書きされます。REPORTS_DEFAULT_DISPLAY の詳細は、『Oracle 
Application Server Reports Services レポート Web 公開ガイド』を参照してください。

3.11 Microsoft Windows の環境変数の環境変数の環境変数の環境変数
Oracle Business Intelligence をインストールするオペレーティング・システム・ユーザーは、表
3-9 に示された環境変数を設定（または設定解除）する必要があります。

注意注意注意注意 : REPORTS_DEFAULT_DISPLAYは、Oracle Reports にのみ使用され、
Oracle Application Server のインストーラには適用できません。このインス
トーラは、REPORTS_DEFAULT_DISPLAYが YESに設定されていても、引き
続き DISPLAY環境変数を使用します。

表表表表 3-9 Microsoft Windows の環境変数のまとめの環境変数のまとめの環境変数のまとめの環境変数のまとめ

環境変数環境変数環境変数環境変数 設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除

ORACLE_HOME および
ORACLE_SID

影響なし（インストーラがこの 2 つの環境変数を設定解除する）

PATH 長さを 1023 文字以下にする必要がある。

TNS_ADMIN 設定しない。

TEMP オプション。設定解除すると、デフォルトで C:¥tempに設定され

る。
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3.11.1 環境変数の設定（環境変数の設定（環境変数の設定（環境変数の設定（Windows））））
Windows で環境変数を設定する手順は次のとおりです。

1. コントロール パネルの「システム」を表示します。

Windows 2000: 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「システム」「システム」「システム」「システム」を選択
します。

Windows 2003: 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「システム」「システム」「システム」「システム」を選択します。

Windows XP: 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択し、「システム」「システム」「システム」「システム」をダブルク
リックします。

2. 「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」タブをクリックします。

3. 「環境変数」「環境変数」「環境変数」「環境変数」をクリックします。

4. 変数の値を変更するには、変数を選択し、「編集」「編集」「編集」「編集」をクリックします。

3.11.2 ORACLE_HOME およびおよびおよびおよび ORACLE_SID
インストーラを起動すると、ORACLE_HOMEおよび ORACLE_SID環境変数が、設定されている
かどうかに関係なく設定解除されます。

3.11.3 PATH およびおよびおよびおよび CLASSPATH
PATH 環境変数は、1023 文字以内で指定する必要があります。この文字数を超えると、インス
トールが失敗する場合があります。

3.11.4 TEMP
インストール中、インストーラは一時ディレクトリに一時ファイルを書込む必要があります。
デフォルトの一時ディレクトリは、C:¥tempです。

インストーラで C:¥temp以外のディレクトリが使用されるようにするには、TEMP環境変数を
代替ディレクトリのフルパスに設定します。

この環境変数を設定せず、デフォルトのディレクトリに十分な領域がない場合、環境設定が設
定されていないというエラー・メッセージがインストーラによって表示されます。異なるディ
レクトリを指すように環境変数を設定するか、またはデフォルトのディレクトリに十分な領域
を解放してください。どちらの場合も、インストールをやり直す必要があります。

3.12 /etc/hosts ファイル（ファイル（ファイル（ファイル（Solaris）と）と）と）と
%WINDIR%¥system32¥drivers¥etc¥hosts ファイル（ファイル（ファイル（ファイル（Windows））））

Windows の hosts ファイルは %WINDIR% ¥system32¥drivers¥etc¥にあります。
%WINDIR% は、Windows オペレーティング・システム・ディレクトリを指定します。一般
に、Windows 2003 の場合は C:¥WINDOWS、Windows 2000 の場合は C:¥WINNTです。

/etc/hosts（Solaris）または %WINDIR%¥system32¥drivers¥etc¥hosts（Microsoft 
Windows）ファイルの内容は、デフォルトの Oracle Identity Management レルムの場所および
Oracle Application Server Single Sign-On のホスト名に影響します。

これとは別に、hostsファイルを編集することなく必要な値を入力する方法もあります。詳細
は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドを参照してください。
3-20　Oracle Business Intelligence インストレーション・ガイド



ネットワーク関連トピック（Microsoft Windows および Solaris）
3.13 ネットワーク関連トピック（ネットワーク関連トピック（ネットワーク関連トピック（ネットワーク関連トピック（Microsoft Windows およびおよびおよびおよび
Solaris））））

一般に、Oracle Business Intelligence をインストールするコンピュータはネットワークに接続さ
れており、Oracle Business Intelligence のインストールを格納するローカル・ストレージ、ディ
スプレイ・モニター、および CD-ROM または DVD-ROM ドライブを備えています。

この項では、一般的なシナリオとは一致しないコンピュータに Oracle Business Intelligence を
インストールする手順について説明します。取り上げるケースは次のとおりです。

� 第 3.13.1 項「DHCP コンピュータへのインストール」

� 第 3.13.2 項「マルチホーム（マルチ IP）コンピュータへのインストール」

� 第 3.13.3 項「複数の別名を持つコンピュータへのインストール」

� 第 3.13.4 項「ネットワークに接続されていないコンピュータへのインストール」

� 第 3.13.5 項「後でネットワークから切断する静的 IP コンピュータへのインストール」

� 第 3.13.6 項「ループバック・アダプタのインストール」

� 第 3.13.7 項「ハード・ドライブへの CD-ROM または DVD-ROM のコピー、およびハード・
ドライブからのインストール」

� 第 3.13.8 項「リモートの CD-ROM/DVD ドライブからのインストール」

� 第 3.13.9 項「リモート・コントロール・ソフトウェアによるリモート・コンピュータへの
インストール」

� 第 3.13.10 項「NFS がマウントされたストレージへのインストール」

� 第 3.13.11 項「1 つのインストールからの複数のインスタンスの実行」

� 第 3.13.12 項「NIS および NIS+ のサポート」

� 第 3.13.13 項「Java 用フォント・パッケージ」

� 第 3.13.14 項「複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール」

3.13.1 DHCP コンピュータへのインストールコンピュータへのインストールコンピュータへのインストールコンピュータへのインストール
DHCP コンピュータでコンピュータでコンピュータでコンピュータで Oracle Business Intelligence を実行する場合の制限事項を実行する場合の制限事項を実行する場合の制限事項を実行する場合の制限事項 : DHCP コン
ピュータ上の Oracle Business Intelligence インスタンスは、他のコンピュータで実行されてい
るインスタンスと通信できません。互いに通信する必要があるインスタンスは、すべて同じコ
ンピュータで実行する必要があります。クライアントに対する制限はありません。他のコン
ピュータのクライアントは、ネットワーク上で DHCP コンピュータを特定できれば、そのコン
ピュータで実行されているインスタンスにアクセスできます。

DHCP コンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールする前に、次の手順を実行
します。

1. DHCP コンピュータにループバック・アダプタをインストールします。

ループバック・アダプタをインストールするときに、そのアダプタによってコンピュータ
にローカル IP が割り当てられます。ループバック・アダプタとローカル IP アドレスを保
持することで、インストール後に IP アドレスが変わるたびに（DHCP のため）
chgiphostスクリプトを実行する必要がなくなります。

プライマリ・ネットワーク・アダプタとなるアダプタプライマリ・ネットワーク・アダプタとなるアダプタプライマリ・ネットワーク・アダプタとなるアダプタプライマリ・ネットワーク・アダプタとなるアダプタ

Windows では、ループバック・アダプタが一種のネットワーク・アダプタと見なされま
す。コンピュータにループバック・アダプタをインストールすると、少なくともネット
ワーク・アダプタとループバック・アダプタの 2 つのネットワーク・アダプタがコン
ピュータに装備されます。

Windows では、ループバック・アダプタをプライマリ・アダプタとして使用する必要があ
ります。プライマリ・アダプタは、アダプタをインストールした順序で決定されます。
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� Windows 2000 では、最後にインストールしたアダプタがプライマリ・アダプタになり
ます。ループバック・アダプタのみをインストールすることも可能です。ただし、
ループバック・アダプタをインストールした後に追加でネットワーク・アダプタをイ
ンストールする場合は、ループバック・アダプタをいったん削除して再インストール
します。

各種 Windows プラットフォームにループバック・アダプタをインストールする方法につ
いては、第 3.13.6 項「ループバック・アダプタのインストール」を参照してください。

2. Oracle Business Intelligence をインストールする各コンピュータに ping します。

� ホスト名と完全修飾名のみを使用して、対象のコンピュータに対しそのコンピュータ
自体から ping します。

たとえば、mycomputerというコンピュータにループバック・アダプタをインストー
ルする場合、次のようにチェックします。

prompt> ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.

� ホスト名および完全修飾名のみを使用して、ネットワーク上の他のコンピュータから
ping します。

この場合は、pingコマンドによりコンピュータのネットワーク ID が返されます。

prompt> ping mycomputer                Ping using the hostname.
Reply from 139.185.140.166                Returns network IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 139.185.140.166                Returns network IP.

pingが失敗した場合は、ネットワーク管理者に連絡してください。

3.13.2 マルチホーム（マルチマルチホーム（マルチマルチホーム（マルチマルチホーム（マルチ IP）コンピュータへのインストール）コンピュータへのインストール）コンピュータへのインストール）コンピュータへのインストール
マルチホーム・コンピュータには、複数の IP アドレスが関連付けられています。これは、コン
ピュータに複数のネットワーク・カードを搭載することで実現されます。各 IP アドレスにはホ
スト名が関連付けられています。また、ホスト名に別名を設定することもできます。Oracle 
Universal Installer では、ホスト名を検出するために、デフォルトで ORACLE_HOSTNAME環境
変数の設定が使用されます。ORACLE_HOSTNAMEが設定されていない場合に、複数のネット
ワーク・カードを搭載したコンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールすると、
/etc/hostsファイル（Solaris）または Microsoft Windows の hosts ファイル（一般的な場所
は DRIVE_LETTER:¥WINDOWS¥system32¥drivers¥etc）内の最初の名前を使用してホスト
名が決定されます。

クライアントは、このホスト名（またはこのホスト名の別名）を使用してコンピュータにアク
セスできることが必要です。チェックするには、クライアント・コンピュータから短縮名（ホ
スト名のみ）および完全名（ホスト名とドメイン名）を使用してホスト名に ping します。どち
らも成功する必要があります。

Microsoft Windows での環境変数の設定については、第 3.11.1 項「環境変数の設定
（Windows）」を参照してください。

注意注意注意注意 : コンピュータに対してそのコンピュータ自体から ping すると、ping
コマンドによりローカル IP（ループバック・アダプタの IP）が返されます。
コンピュータのネットワーク IP は返されません。
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3.13.3 複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール複数の別名を持つコンピュータへのインストール
複数の別名を持つコンピュータは、単一の IP と複数の別名でネーミング・サービスに登録され
たコンピュータを参照します。ネーミング・サービスによって、これらの別名が同じコン
ピュータへと解決されます。

このようなコンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールするには、事前に次の
作業が必要です。

� コンピュータにループバック・アダプタをインストールします。

� ループバック・アダプタがプライマリ・ネットワーク・アダプタであることを確認します。

ループバック・アダプタによって、Oracle Business Intelligence がホスト名をクエリーしたとき
に常に同じ名前が返されるようになります（クエリーがローカルに実行されるため）。ループ
バック・アダプタがないと、クエリーからコンピュータのいずれかの別名が返される場合があ
ります（クエリーがネーミング・サービスから応答を受け取るため）。

Windows がプライマリ・アダプタを決定する方法については、「プライマリ・ネットワーク・
アダプタとなるアダプタ」を参照してください。

ループバック・アダプタをインストールする手順については、第 3.13.6 項「ループバック・ア
ダプタのインストール」を参照してください。

3.13.4 ネットワークに接続されていないコンピュータへのインストールネットワークに接続されていないコンピュータへのインストールネットワークに接続されていないコンピュータへのインストールネットワークに接続されていないコンピュータへのインストール
ラップトップなどのネットワークに接続されていないコンピュータにも Oracle Business 
Intelligence をインストールできます。ネットワークに接続されていないコンピュータは他のコ
ンピュータにアクセスできないため、必要なすべてのコンポーネントをインストールする必要
があります。

ネットワークに接続されていないコンピュータに Oracle Business Intelligence をインストール
し、インストール後もそのコンピュータをネットワークに接続しない場合は、ネットワークに
接続されていないユーザーのコンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールしま
す。

ただし、インストール後にコンピュータをネットワークに接続する場合は、このコンピュータ
に Oracle Business Intelligence をインストールする前に、次の手順を実行してください。

1. コンピュータにループバック・アダプタをインストールします。第 3.13.6 項「ループバッ
ク・アダプタのインストール」を参照してください。

ループバック・アダプタとローカル IP アドレスで、ネットワークに接続されたコンピュー
タがシミュレートされます。コンピュータをネットワークに接続すると、Oracle Business 
Intelligence でローカル IP とホスト名が使用されます。

2. ホスト名と完全修飾名のみを使用して、対象のコンピュータに対しそのコンピュータ自体
から ping します。

たとえば、mycomputerというコンピュータにループバック・アダプタをインストールす
る場合、次のようにチェックします。

prompt> ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns local IP.

注意注意注意注意 : ネットワークに接続されていないコンピュータにインストールする場
合は、Reports Server にアクセスできるように Common Object Service
（COS）ネーミング・サービスを構成します。ネーミング・サービスの構成に
ついては、『Oracle Application Server Reports Services レポート Web 公開ガ
イド』を参照してください。
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pingが失敗した場合は、ネットワーク管理者に連絡してください。

インストール後のコンピュータのネットワークへの接続インストール後のコンピュータのネットワークへの接続インストール後のコンピュータのネットワークへの接続インストール後のコンピュータのネットワークへの接続

インストール後にコンピュータをネットワークに接続すると、コンピュータ上の Oracle 
Business Intelligence インスタンスがネットワーク上の他のインスタンスと連動するようになり
ます。コンピュータにはループバック・アダプタがインストールされているはずです。接続す
るネットワークに応じて、コンピュータは静的 IP または DHCP を使用できます。

詳細は『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照してください。

3.13.5 後でネットワークから切断する静的後でネットワークから切断する静的後でネットワークから切断する静的後でネットワークから切断する静的 IP コンピュータへのインストールコンピュータへのインストールコンピュータへのインストールコンピュータへのインストール
ネットワークに接続された静的 IP アドレスを使用するコンピュータに Oracle Business 
Intelligence をインストールし、ネットワークから切断した後もそのコンピュータで Oracle 
Business Intelligence を実行できるようにする場合は、Oracle Business Intelligence をインス
トールする前に次の手順を実行します。

1. コンピュータにループバック・アダプタをインストールします。詳細は、第 3.13.6 項
「ループバック・アダプタのインストール」を参照してください。

ループバック・アダプタがないと、ネットワークからコンピュータを切断した時点で静的
IP を使用できなくなるために Oracle Business Intelligence が正しく機能しなくなります。

2. ループバック・アダプタがプライマリ・ネットワーク・アダプタであることを確認します。
3-21 ページの「プライマリ・ネットワーク・アダプタとなるアダプタ」を参照してくださ
い。チェックするには、対象のコンピュータに対し、そのコンピュータ自体から（1）ホス
ト名のみ、および（2）完全修飾名を使用して pingします。

たとえば、mycomputerというコンピュータにループバック・アダプタをインストールし
た場合は、次のコマンドを実行します。

prompt> ping mycomputer                Ping itself using just the hostname.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.
prompt> ping mycomputer.mydomain.com   Ping using a fully qualified name.
Reply from 10.10.10.10                    Returns loopback adapter IP.

コンピュータに対してそのコンピュータ自体から ping すると、pingコマンドによりルー
プバック・アダプタの IP が返されます。コンピュータのネットワーク IP は返されません。

上記の手順は、コンピュータが静的 IP と DHCP のどちらを使用しているかに関係なく必要で
す。DHCP コンピュータの場合は、すでに説明したようにループバック・アダプタが必要です。
第 3.13.1 項「DHCP コンピュータへのインストール」を参照してください。

ネットワークからコンピュータを切断すると、そのコンピュータはどのネットワーク・リソー
スにもアクセスできなくなります。

3.13.6 ループバック・アダプタのインストールループバック・アダプタのインストールループバック・アダプタのインストールループバック・アダプタのインストール
ループバック・アダプタは、次の場合に必要です。

� DHCP コンピュータにインストールする場合（第 3.13.1 項「DHCP コンピュータへのイン
ストール」を参照）。

� ネットワークに接続されていないコンピュータにインストールし、インストール後にその
コンピュータをネットワークに接続する予定の場合（第 3.13.4 項「ネットワークに接続さ
れていないコンピュータへのインストール」を参照）。

注意注意注意注意 : コンピュータに対してそのコンピュータ自体から ping すると、ping
コマンドによりローカル IP（ループバック・アダプタの IP）が返されます。
3-24　Oracle Business Intelligence インストレーション・ガイド



ネットワーク関連トピック（Microsoft Windows および Solaris）
ループバック・アダプタをインストールする手順は、Windows のバージョンによって異なりま
す。

� 第 3.13.6.1 項「ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかどうか
のチェック」

� 第 3.13.6.2 項「ループバック・アダプタのインストール（Windows 2000）」

� 第 3.13.6.3 項「ループバック・アダプタのインストール（Windows 2003/Windows XP）」

� 第 3.13.6.4 項「ループバック・アダプタの削除（Windows 2000/Windows 2003/Windows 
XP）」

3.13.6.1 ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされていループバック・アダプタがコンピュータにインストールされていループバック・アダプタがコンピュータにインストールされていループバック・アダプタがコンピュータにインストールされてい
るかどうかのチェックるかどうかのチェックるかどうかのチェックるかどうかのチェック
ループバック・アダプタがコンピュータにインストールされているかをチェックするには、
ipconfig /allコマンドを実行します。

prompt> ipconfig /all

ループバック・アダプタがインストールされている場合は、ループバック・アダプタの一連の
値を示すセクションが表示されます。次に例を示します。

Ethernet adapter Local Area Connection 2:
  Connection-specific DNS Suffix  . :
  Description . . . . . . . . . . . : Microsoft Loopback Adapter
  Physical Address. . . . . . . . . : 02-00-4C-4F-4F-50
  DHCP Enabled. . . . . . . . . . . : Yes
  Autoconfiguration Enabled . . . . : Yes
  Autoconfiguration IP Address. . . : 169.254.25.129
  Subnet Mask . . . . . . . . . . . : 255.255.0.0

3.13.6.2 ループバック・アダプタのインストール（ループバック・アダプタのインストール（ループバック・アダプタのインストール（ループバック・アダプタのインストール（Windows 2000））））
Windows 2000 では、最後にインストールされたネットワーク・アダプタが報告されます。こ
のため、ループバック・アダプタをインストールした後に追加でネットワーク・アダプタをイ
ンストールする場合は、ループバック・アダプタをいったん削除して再インストールしてくだ
さい。ループバック・アダプタを、コンピュータに最後にインストールされたネットワーク・
アダプタにする必要があります。

Windows 2000 にループバック・アダプタをインストールする手順は次のとおりです。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択します。

2. 「ハードウェアの追加と削除」「ハードウェアの追加と削除」「ハードウェアの追加と削除」「ハードウェアの追加と削除」をダブルクリックして、ハードウェアの追加と削除ウィザー
ドを開始します。最初のページが表示されます。

3. 最初のページで、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェアに関する作業の選択」ページを
表示します。

4. 「ハードウェアに関する作業の選択」ページで、「デバイスの追加「デバイスの追加「デバイスの追加「デバイスの追加 / トラブルシューティントラブルシューティントラブルシューティントラブルシューティン
グ」グ」グ」グ」を選択します。

5. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェア デバイスの選択」ページを表示します。

6. 「ハードウェア デバイスの選択」ページで、「新しいデバイスの追加」「新しいデバイスの追加」「新しいデバイスの追加」「新しいデバイスの追加」を選択します。

7. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「新しいハードウェアの検索」ページを表示します。

8. 「新しいハードウェアの検索」ページで、「「「「いいえ、一覧からハードウェアを選択しますいいえ、一覧からハードウェアを選択しますいいえ、一覧からハードウェアを選択しますいいえ、一覧からハードウェアを選択します」」」」
を選択します。

9. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェアの種類」ページを表示します。

10. 「ハードウェアの種類」ページで、「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク アダプタ」アダプタ」アダプタ」アダプタ」を選択します。

11. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ネットワーク アダプタの選択」ページを表示します。
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12. 「ネットワーク アダプタの選択」ページ :

a. 「製造元」「製造元」「製造元」「製造元」の一覧から「「「「Microsoft」」」」を選択します。

b. 「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク アダプタ」アダプタ」アダプタ」アダプタ」の一覧から「「「「Microsoft Loopback Adapter」」」」を選択します。

13. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェアのインストールの開始」ページを表示します。

14. 「ハードウェアのインストールの開始」ページで、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェア
の追加と削除ウィザードの完了」ページを表示します。

15. 「ハードウェアの追加と削除ウィザードの完了」ページで、「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。

16. デスクトップの「マイ「マイ「マイ「マイ ネットワーク」ネットワーク」ネットワーク」ネットワーク」を右クリックして、「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。
「ネットワークとダイヤルアップ接続」コントロール・パネルが表示されます。

17. 作成したばかりの接続を右クリックします。これは通常、ローカル エリア接続 2 となりま
す。「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。

18. 「全般」「全般」「全般」「全般」タブで「インターネット「インターネット「インターネット「インターネット プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル (TCP/IP)」」」」を選択して、「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」をク
リックします。

19. 「プロパティ」ダイアログ・ボックス（図 3-3）に、次の値を入力します。

IP アドレスアドレスアドレスアドレス : ループバック・アダプタ用にルーティング不可能な IP を入力します。次の
ルーティング不可能なアドレスをお薦めします。

192.168.x.x（x は、1 ～ 255 までの任意の値）

10.10.10.10

サブネットサブネットサブネットサブネット マスクマスクマスクマスク : 255.255.255.0と入力します。

他のフィールドはすべて空欄のままにします。

「「「「OK」」」」をクリックします。

図図図図 3-3 ループバック・アダプタの値を表示する「インターネットループバック・アダプタの値を表示する「インターネットループバック・アダプタの値を表示する「インターネットループバック・アダプタの値を表示する「インターネット プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル (TCP/IP) のプロパのプロパのプロパのプロパ

ティ」ダイアログ・ボックスティ」ダイアログ・ボックスティ」ダイアログ・ボックスティ」ダイアログ・ボックス

20. ローカル エリア接続 2 の「プロパティ」ダイアログ・ボックスで「「「「OK」」」」をクリックしま
す。

21. コンピュータを再起動します。
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22. C:¥winnt¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイルに、次のフォーマットで行を追加
します。

IP_address   hostname.domainname   hostname

この行は、ファイル内の localhost行の後にある必要があります。

IP_address を、手順 19 で入力したルーティング不可能な IP アドレスで置き換えます。

hostname および domainname を該当する値に書き換えます。

例 :

10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer

23. ネットワーク構成を確認します。

a. コントロール・パネルの「システム」を開き、「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク ID」」」」タブを選択します。
「フル「フル「フル「フル コンピュータ名」コンピュータ名」コンピュータ名」コンピュータ名」に、ホスト名とドメイン名が表示されていることを確認しま
す（図 3-4）。

図図図図 3-4 コントロール・パネルの「システム」、「ネットワークコントロール・パネルの「システム」、「ネットワークコントロール・パネルの「システム」、「ネットワークコントロール・パネルの「システム」、「ネットワーク ID」タブ」タブ」タブ」タブ

b. 「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」をクリックします。「コンピュータ名」「コンピュータ名」「コンピュータ名」「コンピュータ名」にはホスト名が表示され、「フル「フル「フル「フル 
コンピュータ名」コンピュータ名」コンピュータ名」コンピュータ名」にはホスト名とドメイン名が表示されます（図 3-5）。
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図図図図 3-5「識別の変更」ダイアログ・ボックス「識別の変更」ダイアログ・ボックス「識別の変更」ダイアログ・ボックス「識別の変更」ダイアログ・ボックス

c. 「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」をクリックします。図 3-6 のように、「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ DNS ササササ
フィックス」フィックス」フィックス」フィックス」フィールドにドメイン名が表示されます。

図図図図 3-6「「「「DNS サフィックスとサフィックスとサフィックスとサフィックスと NetBIOS コンピュータ名」ダイアログ・ボックスコンピュータ名」ダイアログ・ボックスコンピュータ名」ダイアログ・ボックスコンピュータ名」ダイアログ・ボックス

3.13.6.3 ループバック・アダプタのインストール（ループバック・アダプタのインストール（ループバック・アダプタのインストール（ループバック・アダプタのインストール（Windows 2003/Windows 
XP））））
Windows 2003 または Windows XP にループバック・アダプタをインストールする手順は次の
とおりです。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択します。

2. 「ハードウェアの追加」「ハードウェアの追加」「ハードウェアの追加」「ハードウェアの追加」をダブルクリックします。ハードウェアの追加ウィザードが開始さ
れます。

3. 最初のページで、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェアは接続されていますか ?」ペー
ジを表示します。

4. 「ハードウェアは接続されていますか ?」ページで、「はい、ハードウェアを接続していま「はい、ハードウェアを接続していま「はい、ハードウェアを接続していま「はい、ハードウェアを接続していま
す」す」す」す」を選択します。

5. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「次のハードウェアは既にコンピュータ上にインストールされて
います」ページを表示します。

6. 「次のハードウェアは既にコンピュータ上にインストールされています」ページで、「新し「新し「新し「新し
いハードウェアいハードウェアいハードウェアいハードウェア デバイスの追加」デバイスの追加」デバイスの追加」デバイスの追加」を選択します。

7. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます」
ページを表示します。
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8. 「ウィザードで、ほかのハードウェアをインストールできます」ページで、「「「「一覧から選択一覧から選択一覧から選択一覧から選択
したハードウェアをインストールするしたハードウェアをインストールするしたハードウェアをインストールするしたハードウェアをインストールする」」」」を選択します。

9. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「次の一覧からインストールするハードウェアの種類を選択して
ください」ページを表示します。

10. 「次の一覧からインストールするハードウェアの種類を選択してください」ページで、
「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク アダプタ」アダプタ」アダプタ」アダプタ」を選択します。

11. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ネットワーク アダプタの選択」ページを表示します。

12. 「ネットワーク アダプタの選択」ページ :

a. 「製造元」「製造元」「製造元」「製造元」の一覧から「「「「Microsoft」」」」を選択します。

b. 「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク アダプタ」アダプタ」アダプタ」アダプタ」の一覧から「「「「Microsoft Loopback Adapter」」」」を選択します。

13. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、「ハードウェアをインストールする準備ができました」ページを
表示します。

14. 「ハードウェアをインストールする準備ができました」ページで、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックして、
「ハードウェアの追加ウィザードの完了」ページを表示します。

15. 「ハードウェアの追加ウィザードの完了」ページで、「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。

16. （Windows 2003 のみ）コンピュータを再起動します。

17. デスクトップの「マイ「マイ「マイ「マイ ネットワーク」ネットワーク」ネットワーク」ネットワーク」を右クリックして、「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。
コントロール・パネルの「ネットワーク接続」が表示されます。

18. 作成したばかりの接続を右クリックします。これは通常、ローカル エリア接続 2 となりま
す。「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」を選択します。

19. 「全般」「全般」「全般」「全般」タブで「インターネット「インターネット「インターネット「インターネット プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル (TCP/IP)」」」」を選択して、「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」をク
リックします。

20. 「プロパティ」ダイアログ・ボックス（図 3-3）に、次の値を入力します。

IP アドレスアドレスアドレスアドレス : ループバック・アダプタ用にルーティング不可能な IP を入力します。次の
ルーティング不可能なアドレスをお薦めします。

192.168.x.x（x は、1 ～ 255 までの任意の値）

10.10.10.10

サブネットサブネットサブネットサブネット マスクマスクマスクマスク : 255.255.255.0と入力します。

他のフィールドはすべて空欄のままにします。

「「「「OK」」」」をクリックします。

21. ローカル エリア接続 2 の「プロパティ」ダイアログ・ボックスで「「「「OK」」」」をクリックしま
す。

22. コンピュータを再起動します。

23. C:¥winnt¥system32¥drivers¥etc¥hostsファイルに、次のフォーマットで行を追加
します。

IP_address   hostname.domainname   hostname

この行は、ファイル内の localhost行の後にある必要があります。

IP_address を、手順 20 で入力したルーティング不可能な IP アドレスで置き換えます。

hostname および domainname を該当する値に書き換えます。

例 :

10.10.10.10   mycomputer.mydomain.com   mycomputer
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24. ネットワーク構成を確認します。

a. コントロール・パネルの「システム」を開き、「コンピュータ名」「コンピュータ名」「コンピュータ名」「コンピュータ名」タブを選択します。
「フル「フル「フル「フル コンピュータ名」コンピュータ名」コンピュータ名」コンピュータ名」に、ホスト名とドメイン名が表示されていることを確認しま
す。

b. 「変更」「変更」「変更」「変更」をクリックします。「コンピュータ名」「コンピュータ名」「コンピュータ名」「コンピュータ名」にホスト名が表示され、「フル「フル「フル「フル コンコンコンコン
ピュータ名」ピュータ名」ピュータ名」ピュータ名」にホスト名とドメイン名が表示されます（図 3-5）。

c. 「詳細」「詳細」「詳細」「詳細」をクリックします。「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ「このコンピュータのプライマリ DNS サフィックス」サフィックス」サフィックス」サフィックス」に、
ドメイン名が表示されます（図 3-6）。

3.13.6.4 ループバック・アダプタの削除（ループバック・アダプタの削除（ループバック・アダプタの削除（ループバック・アダプタの削除（Windows 2000/Windows 
2003/Windows XP））））
Windows 2000 または Windows XP でループバック・アダプタを削除する手順は次のとおりで
す。

1. コントロール パネルの「システム」を表示します。

Windows 2000: 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択し、「システム」「システム」「システム」「システム」
をダブルクリックします。

Windows 2003: 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「システム」「システム」「システム」「システム」を選択します。

Windows XP: 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」を選択し、「システム」「システム」「システム」「システム」をダブルク
リックします。

2. 「ハードウェア」タブで、「デバイス「デバイス「デバイス「デバイス マネージャ」マネージャ」マネージャ」マネージャ」をクリックします。

3. 「デバイス マネージャ」ウィンドウで、「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク アダプタ」アダプタ」アダプタ」アダプタ」を開きます。「「「「Microsoft 
Loopback Adapter」」」」が表示されます。

4. 「「「「Microsoft Loopback Adapter」」」」を右クリックし、「削除」「削除」「削除」「削除」を選択します。

3.13.7 ハード・ドライブへのハード・ドライブへのハード・ドライブへのハード・ドライブへの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD-ROM のコピー、およびハーのコピー、およびハーのコピー、およびハーのコピー、およびハー
ド・ドライブからのインストールド・ドライブからのインストールド・ドライブからのインストールド・ドライブからのインストール

Oracle Business Intelligence の CD-ROM または DVD-ROM からインストールするかわりに、
CD-ROM または DVD-ROM の内容をハード・ドライブにコピーし、ハード・ドライブからイ
ンストールすることができます。ネットワークで Oracle Business Intelligence のインスタンス
を多数インストールする場合や、Oracle Business Intelligence をインストールするコンピュータ
に CD-ROM または DVD-ROM ドライブがない場合は、ハード・ドライブからインストールす
る方が簡単です。

リモートの CD-ROM または DVD-ROM ドライブからインストールすることもできます。第
3.13.8 項「リモートの CD-ROM/DVD ドライブからのインストール」を参照してください。

ハード・ドライブからインストールするときは、CD-ROM の交換を要求されません。ファイル
が適切な場所にあれば、それらがすべて検出されます。

他のコンピュータからハード・ドライブへのアクセス他のコンピュータからハード・ドライブへのアクセス他のコンピュータからハード・ドライブへのアクセス他のコンピュータからハード・ドライブへのアクセス

CD-ROM または DVD-ROM の内容をコピーしたハード・ドライブから、リモート・コン
ピュータに Oracle Business Intelligence をインストールする手順は次のとおりです。

1. ローカル・コンピュータでハード・ドライブを共有します。

2. Oracle Business Intelligence をインストールするコンピュータで、共有ハード・ドライブへ
のマッピングを行います。

3. Oracle Business Intelligence をインストールするリモート・コンピュータからインストーラ
を起動します。

インストーラにアクセスするには、マッピングされたドライブのドライブ文字を使用する
必要があるので注意してください（たとえば H:¥orawinfrs_10_1_2¥setup.exe）。
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汎用名前付け規則（UNC）の構文（¥¥hostname¥sharename）を使用してインストーラにア
クセスすることはできません。

CD-ROM をコピーするにはをコピーするにはをコピーするにはをコピーするには

1. 親ディレクトリ（orasolfrsや orawinfrsなど）を作成し、親ディレクトリの下に
Disk1や Disk2などのサブディレクトリを作成します。サブディレクトリの名前は、
DiskNにする必要があります（Nは CD-ROM の番号）。

2. 各 CD-ROM の内容を、対応するディレクトリにコピーします。

prompt> cp -pr /cdrom_mount_point/10.1.2disk1/* /path/to/hard/drive/Disk1/
prompt> cp -pr /cdrom_mount_point/10.1.2disk2/* /path/to/hard/drive/Disk2/
... Repeat for each CD-ROM.

ファイルのコピーには、Windows エクスプローラまたはコマンドラインを使用できます。
コマンドラインを使用する場合は、xcopyコマンドを使用できます。

次の例では、E: を CD-ROM ドライブと想定し、C:¥orawinfrs¥DiskNを CD-ROM のコ
ピー先ディレクトリとしています。

E:¥> xcopy /e /i  E:¥1012disk1  C:¥orawinfrs¥Disk1
E:¥> xcopy /e /i  E:¥1012disk2  C:¥orawinfrs¥Disk2
... Repeat for each CD-ROM.

コピーされたファイルからインストーラを実行するには、Disk1ディレクトリから
runInstallersetup.exe実行可能ファイルを起動します。これは、Oracle Business 
Intelligence を実行することになるコンピュータから実行します。

prompt> /path/to/hard/drive/Disk1/runInstaller

C:¥> cd orawinfrs¥Disk1
C:¥orawinfrs¥Disk1> setup.exe

orasolfrs/orawinfrs ディレクトリをディレクトリをディレクトリをディレクトリを DVD-ROM からコピーするにはからコピーするにはからコピーするにはからコピーするには

DVD-ROM の orasolfrsディレクトリを、ハード・ディスクにコピーします。

prompt> cp -pr /dvd_mount_point/orasolfrs /path/to/hard/drive

orawinfrsディレクトリは、Windows エクスプローラまたはコマンドラインでコピーできま
す。コマンドラインを使用する場合の手順は次のとおりです。

1. （オプション）orawinfrsディレクトリをコピーするディレクトリを作成します。

2. orawinfrsディレクトリを、DVD からハード・ディスクにコピーします。

この例では、E:を DVD-ROM ドライブと想定し、C:¥orawinfrsをコピー先のディレク
トリとしています。

E:¥> xcopy /e /i  E:¥orawinfrs C:¥orawinfrs

コピーされたファイルからインストーラを実行するには、Oracle Business Intelligence を実行す
る予定のコンピュータから runInstallersetup.exe実行可能ファイルを起動します。

prompt> /path/to/hard/drive/orasolfrs/runInstaller

C:¥> cd orawinfrs
C:¥orawinfrs> setup.exe
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3.13.8 リモートのリモートのリモートのリモートの CD-ROM/DVD ドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストール
Oracle Business Intelligence をインストールするコンピュータに CD-ROM または DVD ドライ
ブがない場合は、リモートの CD-ROM または DVD ドライブからインストールを実行できま
す。次の作業が完了していることを確認します。

� リモートの CD-ROM または DVD-ROM ドライブを、NFS 経由で共有する必要があります。

CD-ROM または DVD-ROM ドライブを備えたリモート・コンピュータで、次の作業を行
います。

1. CD-ROM: Oracle Business Intelligence の Disk 1 を、CD-ROM ドライブに挿入します。

DVD-ROM: Oracle Business Intelligence の DVD-ROM を、DVD-ROM ドライブに挿
入します。

2. CD-ROM または DVD-ROM ドライブを共有します。

CD-ROM:

prompt> su
Password: root_password
# share -F nfs -o ro /cdrom/disk1

パス /cdrom/disk1は、CD-ROM ドライブ内の CD-ROM のパスを指定しています。
任意のパスを使用できます。

DVD-ROM:

prompt> su
Password: root_password
# share -F nfs -o ro /cdrom

パス /cdromは、DVD-ROM ドライブ内の DVD-ROM のパスを指定しています。任
意のパスを使用できます。

ローカル・コンピュータで、CD-ROM または DVD-ROM にアクセスし、次のようにイン
ストーラを実行します。

CD-ROM:

prompt> /net/remote_computer_hostname/cdrom/disk1/runInstaller

DVD-ROM:

prompt> /net/remote_computer_hostname/cdrom/orasolfrs/runInstaller

remote_computer_hostname は、リモート・コンピュータの名前で置き換えてください。

� 次の CD-ROM の交換に関する記述は、DVD には該当しません。

インストーラから CD-ROM の交換を要求されたら、CD-ROM ドライブの共有を解除し、
CD-ROM を取り出して要求された CD-ROM を挿入し、再び CD-ROM ドライブを共有す
る必要があります。共有を解除しないと、CD-ROM は取り出せません。

注意注意注意注意 : CD-ROM を交換するときは、インストーラが実行している必要が
あります。CD-ROM を交換するときはインストーラを終了しないでくだ
さい。インストーラを終了した場合、中止した時点から作業を継続するこ
とはできません。また、部分的に作成されたインストールは使用できず、
場合によっては手動で削除する必要があります。
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CD-ROM ドライブを備えたリモート・コンピュータで、次のコマンドを実行します。

prompt> su
Password: root_password
# unshare /cdrom/disk1
# eject cdrom
... Remove the CD-ROM, and insert the CD-ROM requested by the installer (for
... example, Disk 2).
... Share the CD-ROM.
# share -F nfs -o ro /cdrom/disk2

リモート・コンピュータでのリモート・コンピュータでのリモート・コンピュータでのリモート・コンピュータでの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD ドライブの共有ドライブの共有ドライブの共有ドライブの共有

使用するリモートの CD-ROM または DVD ドライブで、共有アクセスが許可されている必要が
あります。これを設定するには、CD-ROM または DVD ドライブを備えたリモート・コン
ピュータで次の手順を実行します。

1. リモート・コンピュータに Administrator ユーザーでログオンします。

2. Windows エクスプローラを起動します。

3. CD-ROM または DVD ドライブのドライブ文字を右クリックし、「共有」「共有」「共有」「共有」（Windows 2000）
または「共有とセキュリティ」「共有とセキュリティ」「共有とセキュリティ」「共有とセキュリティ」（Windows 2003、Windows XP）を選択します。

4. 「共有」「共有」「共有」「共有」タブ（図 3-7）で次の作業を行います。

「このフォルダを共有する」「このフォルダを共有する」「このフォルダを共有する」「このフォルダを共有する」を選択します。

「共有名」「共有名」「共有名」「共有名」に、cdromや dvdなどの共有名を入力します。この名前は、ローカル・コン
ピュータで CD-ROM または DVD ドライブをマッピングするときに使用します。3-34 ペー
ジの手順 d を参照してください。

「アクセス許可」「アクセス許可」「アクセス許可」「アクセス許可」をクリックします。このフォルダにアクセスして Oracle Business 
Intelligence をインストールするユーザーには、少なくとも読取り権限が必要になります。

作業が完了したら「「「「OK」」」」をクリックします。

図図図図 3-7 CD-ROM ドライブの共有ドライブの共有ドライブの共有ドライブの共有

5. CD-ROM: Oracle Business Intelligence の Disk 1 を、CD-ROM ドライブに挿入します。

DVD: Oracle Business Intelligence の DVD を、DVD ドライブに挿入します。
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ローカル・コンピュータでのローカル・コンピュータでのローカル・コンピュータでのローカル・コンピュータでの CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD ドライブのマッピングドライブのマッピングドライブのマッピングドライブのマッピング

CD-ROM または DVD ドライブをマッピングしてインストーラを実行するには、ローカル・コ
ンピュータで次の手順を実行します。

1. リモートの CD-ROM または DVD ドライブをマッピングします。

a. ローカル・コンピュータで Windows エクスプローラを起動します。

b. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」→「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク「ネットワーク ドライブの割り当て」ドライブの割り当て」ドライブの割り当て」ドライブの割り当て」を選択します。「ネットワーク ドラ
イブの割り当て」ダイアログ・ボックスが表示されます。

c. リモートの CD-ROM または DVD ドライブに使用するドライブ文字を選択します。

d. 「フォルダ」「フォルダ」「フォルダ」「フォルダ」に、リモートの CD-ROM または DVD ドライブの場所を次のフォーマッ
トで入力します。

¥¥remote_hostname¥share_name

remote_hostname は、CD-ROM または DVD ドライブを備えたリモート・コンピュータ
の名前で置き換えてください。

share_name は、3-33 ページの手順 4 で入力した共有名で置き換えてください。

例 : ¥¥computer2¥cdrom

e. リモート・コンピュータに別のユーザーとして接続する必要がある場合は、「異なる「異なる「異なる「異なる
ユーザー名」ユーザー名」ユーザー名」ユーザー名」をクリックし、ユーザー名を入力します。

f. 「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。

2. マッピングした CD-ROM または DVD ドライブからインストーラを実行します。

インストーラから CD-ROM の交換を要求されたら、CD-ROM を取り出し、要求された
CD-ROM を挿入します。

3.13.9 リモート・コントロール・ソフトウェアによるリモート・コンピューリモート・コントロール・ソフトウェアによるリモート・コンピューリモート・コントロール・ソフトウェアによるリモート・コンピューリモート・コントロール・ソフトウェアによるリモート・コンピュー
タへのインストールタへのインストールタへのインストールタへのインストール

インストーラをリモート・コンピュータ（remote_computer）で実行し、その画面をローカル・
コンピュータ（local_computer）に表示することができます。Oracle Business Intelligence はリ
モート・コンピュータにインストールされます。

1. remote_computer を local_computer に表示できるようにします。ローカル・コンピュータ
のコンソールで、次のコマンドを実行します。

local_computer> xhost +remote_computer

xhostを実行しないと、インストーラ起動時に「Failed to connect to server」、
「Connection refused by server」、「Can't open display」などの Xlib エラーが表示される場
合があります。

2. local_computer で、remote_computer へのリモート・ログインを実行します（telnet また
は rlogin を使用）。第 3.8 項「Solaris のオペレーティング・システム・ユーザー」で説明さ
れているように、oracleユーザーでログオンします。第 3.10 項「Solaris の環境変数」で
説明されているように、ユーザーが環境変数を正しく設定していることを確認します。

local_computer> rlogin -l oracle remote_computer.mydomain.com
- OR -
local_computer> telnet remote_computer.mydomain.com

注意注意注意注意 : CD-ROM を交換するときは、インストーラが実行している必要が
あります。CD-ROM を交換するときはインストーラを終了しないでくだ
さい。インストーラを終了した場合、中止した時点から作業を継続するこ
とはできません。また、部分的に作成されたインストールは使用できず、
場合によっては手動で削除する必要があります。
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3. remote_computer の DISPLAY環境変数が local_computer を指すように設定します。

例（C シェル）:

remote_computer> setenv DISPLAY local_computer.mydomain.com:0.0

例（Bourne または Korn シェル）:

remote_computer> DISPLAY=local_computer.mydomain.com:0.0; export DISPLAY

4. インストーラを実行します。

Oracle Business Intelligence をインストールして実行するリモート・コンピュータ（つまり
Oracle Business Intelligence コンポーネントを実行する予定の、ハード・ドライブを備えたリ
モート・コンピュータ）に物理的にアクセスできない場合でも、VNC や Symantec 
pcAnywhere などのリモート・コントロール・ソフトウェアがあれば、そのコンピュータでイ
ンストールを実行できます。リモート・コントロール・ソフトウェアは、ローカル・コン
ピュータでも実行する必要があります。

リモート・コンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールするには、次の 2 つの
方法があります。

� Oracle Business Intelligence CD-ROM または DVD の内容をハード・ドライブにコピーして
おくと、ハード・ドライブからインストールできます。

� ローカル・コンピュータの CD-ROM または DVD ドライブに CD-ROM または DVD を挿入
すると、CD-ROM または DVD からインストールできます。

ハード・ドライブからのインストールハード・ドライブからのインストールハード・ドライブからのインストールハード・ドライブからのインストール

Oracle Business Intelligence CD-ROM または DVD の内容をハード・ドライブにコピーしてお
くと、ハード・ドライブからインストールできます。ハード・ドライブからインストールする
手順は次のとおりです。

1. リモート・コントロール・ソフトウェアがインストールされていて、リモートおよびロー
カル・コンピュータで実行されていることを確認します。

2. Oracle Business Intelligence の CD-ROM または DVD をコピーしたハード・ドライブを共
有します。

3. リモート・コンピュータで、共有ハード・ドライブにドライブ文字をマッピングします。
リモート・コントロール・ソフトウェアを使用して、リモート・コンピュータでこれを実
行します。

4. リモート・コントロール・ソフトウェアを使用して、リモート・コンピュータでインス
トーラを実行します。共有ハード・ドライブからインストーラにアクセスできます。

リモートのリモートのリモートのリモートの CD-ROM/DVD ドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストール

ローカル・コンピュータの CD-ROM または DVD ドライブに CD-ROM または DVD を挿入す
ると、CD-ROM または DVD からインストールできます。これは、第 3.13.8 項「リモートの
CD-ROM/DVD ドライブからのインストール」で説明したシナリオに似ています。リモートの
CD-ROM または DVD からインストールする手順は次のとおりです。

1. リモート・コントロール・ソフトウェアがインストールされていて、リモートおよびロー
カル・コンピュータで実行されていることを確認します。

注意注意注意注意 : PC X エミュレータが PseudoColor カラー・モデルまたは
PseudoColor ビジュアルをサポートしている場合は、このエミュレータを使
用してインストーラを実行できます。PseudoColor ビジュアルを使用するよ
うに PC X エミュレータを設定し、インストーラを起動します。カラー・モ
デルやビジュアルの設定を変更する方法については、X エミュレータのド
キュメントを参照してください。
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2. ローカル・コンピュータで、CD-ROM または DVD ドライブを共有します。

リモート・コンピュータで、共有 CD-ROM または DVD ドライブにドライブ文字をマッピ
ングします。リモート・コントロール・ソフトウェアを使用して、リモート・コンピュー
タでこれを実行します。

上記の手順については、第 3.13.8 項「リモートの CD-ROM/DVD ドライブからのインス
トール」を参照してください。

3. リモート・コントロール・ソフトウェアを使用して、リモート・コンピュータでインス
トーラを実行します。CD-ROM または DVD 共有ドライブからインストーラにアクセスで
きます。

3.13.10 NFS がマウントされたストレージへのインストールがマウントされたストレージへのインストールがマウントされたストレージへのインストールがマウントされたストレージへのインストール
標準の NFS を使用する Sun コンピュータでは、Oracle Business Intelligence をインストールし
て実行することができません。Network Appliance（NetApp）Filers などの、NFS がマウント
された認定ストレージ・システムを使用する必要があります。Oracle Business Intelligence は、
NFS がマウントされたストレージ・システムでの実行を承認されています。

NetApp システムは、少なくともリモート・インストール・ユーザーとリモート root ユーザー
にエクスポートする必要があります。これは、exportfsコマンドで実行できます。

prompt> exportfs -i /vol/vol1

あらゆる更新について最新の動作保証リストを確認するには、OTN
（http://www.oracle.com/technology）にアクセスしてください。

3.13.11 1 つのインストールからの複数のインスタンスの実行つのインストールからの複数のインスタンスの実行つのインストールからの複数のインスタンスの実行つのインストールからの複数のインスタンスの実行
Oracle Business Intelligence のコンポーネントは、インストール先のコンピュータだけで実行さ
れるようになっています。リモート・コンピュータから NFS 経由でファイルにアクセスできる
場合でも、それらのコンピュータでコンポーネントを実行することはできません。

3.13.12 NIS およびおよびおよびおよび NIS+ のサポートのサポートのサポートのサポート
NIS および NIS+ 環境で、Oracle Business Intelligence をインストールして実行することができ
ます。これらの環境の詳細は、Oracle Application Server のインストレーション・ガイドを参
照してください。

3.13.13 Java 用フォント・パッケージ用フォント・パッケージ用フォント・パッケージ用フォント・パッケージ
異なるロケールに異なる言語セットが必要になる場合があります。Solaris の Java 用フォント・
パッケージの場合は、すべてのロケールに SUNWi1of と SUNWxwfnt の両方のフォント・パッ
ケージが必要です。ロケールによっては、さらに別のフォント・パッケージが必要になります。
Solaris フォント・パッケージのリストは、
http://java.sun.com/j2se/1.4.1/font-requirements.htmlを参照してください。

3.13.14 複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール
複数のネットワーク・カードを持つコンピュータに Oracle Business Intelligence をインストー
ルする場合は、/etc/hostsファイル内の最初の名前が使用されます。場合によっては、この
ファイルの行の順序を変更して、必要なホスト名が最初に来るようにする必要があります。イ
ンストール後に、ファイルを元の状態に戻すこともできます。
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3.14 インストーラによって実行される前提条件チェックインストーラによって実行される前提条件チェックインストーラによって実行される前提条件チェックインストーラによって実行される前提条件チェック
（（（（Microsoft Windows およびおよびおよびおよび Solaris））））

表 3-10 には、Solaris でインストーラによって実行されるチェックが示されています。

表表表表 3-10 Solaris でインストーラによって実行される前提条件チェックでインストーラによって実行される前提条件チェックでインストーラによって実行される前提条件チェックでインストーラによって実行される前提条件チェック

項目項目項目項目 説明説明説明説明

CPU CPU が最小スピードの要件を満たしていることをチェックします。

オペレーティング・システムの
バージョン

サポートされているバージョンについては、第 2.2 項「オペレーティング・システム要

件」を参照してください。

オペレーティング・システムの
パッチ

必要なパッチのリストは、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してく

ださい。

オペレーティング・システムの
パッケージ

必要なパッケージのリストは、第 3.3 項「オペレーティング・システム・パッケージ

（Solaris）」を参照してください。

オペレーティング・システムの
カーネル・パラメータ

必要なカーネル・パラメータのリストは、第 3.4 項「カーネル・パラメータ（Solaris）」
を参照してください。

メモリー 推奨値は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してください。

スワップ領域 推奨値は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してください。

TMP 領域 推奨値は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してください。

インスタンス名 Oracle Business Intelligence をインストールしているコンピュータが同じ名前のインス

タンスをすでに持っているかどうかがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリの

名前

Oracle ホーム・ディレクトリの名前に空白が含まれていないかどうかがチェックされ

ます。

Oracle ホーム・ディレクトリの

パス

Oracle ホーム・ディレクトリのパスが 127 文字未満かどうかがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリの

内容

Oracle ホーム・ディレクトリにインストールを妨げる可能性があるファイルが含まれ

ていないかどうかがチェックされます。
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Oracle ホーム・ディレクトリ Oracle Developer Suite を含んでいる Oracle ホームで中間層を拡張またはインストー

ルする場合を除き、Oracle Business Intelligence は新しいディレクトリにインストール

する必要があります。許可されないインストールの例は次のとおりです。

� Oracle Application Server 10g（全種類）を 8.0、8i、9.0.1 または 9.2 のデータベー

スの Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を Oracle Management Service の Oracle
ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を Oracle Collaboration Suite の Oracle
ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を Oracle HTTP Sever のスタンドアロン

の Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を OracleAS Web Cache のスタンドアロ

ンの Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を Oracle9i Developer Suite 9.0.2 の

Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を Oracle Application Server Containers 
for J2EE のスタンドアロンの Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server 10g（全種類）を Oracle9iAS 1.0.2.2 の Oracle ホームにイ

ンストールする

� Oracle Application Server 10g Forms Services および Reports Services 中間層を

Oracle9iAS 9.0.2 または 9.0.3 中間層の Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Developer Kits 10g を OracleAS Infrastructure 9.0.2 または 10g の Oracle
ホームにインストールする

� OracleAS Developer Kits 10g を Oracle9iAS 中間層 9.0.2 または 9.0.3 の Oracle ホー

ムにインストールする

� OracleAS Developer Kits 10g を Oracle Developer Suite 9.0.2 または 10g の Oracle
ホームにインストールする

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle9iAS 9.0.2 の Oracle ホームにインストールす

る

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle Application Server 10g Forms Services およ

び Reports Services 中間層または OracleAS Developer Kits 10g の Oracle ホームに

インストールする

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle Developer Suite 9.0.2 または 10g の Oracle
ホームにインストールする

ポート 1521 あらゆるバージョンのデータベース・リスナーを含めたアプリケーションによって
ポート 1521 が使用されている場合は、インストーラから警告が表示されます。ポート

1521 を使用するアプリケーションを停止し、警告ダイアログ・ボックスで「「「「再試行再試行再試行再試行」」」」

をクリックする必要があります。

データベース・リスナーがポート 1521 を使用している場合は、それをメタデータ・リ

ポジトリ・データベースに使用できる場合があります。

別のアプリケーションがポート 1521 を使用している場合は、そのアプリケーションを

停止するか、別のポートを使用するように再構成します。あるいは、1521 以外のポー

トを使用するようにデータベース・リスナーを変更できますが、これはインストール
後でないと実行できません。詳細は『Oracle Application Server 管理者ガイド』を参照

してください。

静的ポートの競合 指定されている場合は、staticports.iniファイルに記載されているポートを、イ

ンストーラがチェックします。

モニター モニターが少なくとも 256 色を表示するかどうかがチェックされます。

表示の許可 DISPLAY環境変数で指定されたモニターに表示する権限をユーザーが持っているかど

うかがチェックされます。

表表表表 3-10 Solaris でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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表 3-11 には、Microsoft Windows でインストーラによって実行されるチェックが示されていま
す。

DISPLAY環境変数 DISPLAY環境変数が設定されているかどうかがチェックされます。

TNS_ADMIN環境変数 TNS_ADMIN環境変数を設定しないでください。

/etcまたは /var/opt/oracleディレクトリに、tnsnames.oraファイルが配置さ

れていないことが必要です。

Oracle Enterprise Manager ディ

レクトリが書込み可能

このチェックは、中間層を拡張する場合、または Oracle Business Intelligence を同じ

Oracle ホームに再インストールする場合にのみ実行されます。ユーザーがインストー

ラを実行するオペレーティング・システムで、これらのディレクトリが書込み可能か
どうかがチェックされます。

� ORACLE_HOME/sysman/emd

� ORACLE_HOME/sysman/config

� ORACLE_HOME/sysman/webapps/emd/WEB-INF/config

Oracle Enterprise Manager ファ

イルが存在する

このチェックは、中間層を拡張する場合、または Oracle Business Intelligence を同じ

Oracle ホームに再インストールする場合にのみ実行されます。これらのファイルが存

在するかどうかがチェックされます。

� ORACLE_HOME/sysman/config/iasadmin.properties

� ORACLE_
HOME/sysman/webapps/emd/WEB-INF/config/consoleConfig.xml

表表表表 3-11 Microsoft Windows でインストーラによって実行される前提条件チェックでインストーラによって実行される前提条件チェックでインストーラによって実行される前提条件チェックでインストーラによって実行される前提条件チェック

項目項目項目項目 説明説明説明説明

ユーザー ユーザーに管理権限があるかどうかがチェックされます。

プロセッサ プロセッサのスピード要件は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照し

てください。

モニター モニターが少なくとも 256 色を表示するかどうかがチェックされます。

オペレーティング・システム
のバージョン

サポートされているバージョンについては、第 2.2 項「オペレーティング・システム要

件」を参照してください。

Windows サービス・パック サポートされているサービス・パックは、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」

を参照してください。

メモリー 推奨値は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してください。

ページファイル（仮想メモ
リー）の合計サイズ

推奨値は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してください。

TEMP ディレクトリ領域 推奨値は、第 2.2 項「オペレーティング・システム要件」を参照してください。

インスタンス名 Oracle Business Intelligence をインストールしているコンピュータが同じ名前のインス

タンスをすでに持っているかどうかがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

の名前

Oracle ホーム・ディレクトリの名前に空白が含まれていないかどうかがチェックされま

す。

Oracle ホーム・ディレクトリ

のパス

Oracle ホーム・ディレクトリのパスが 127 文字未満かどうかがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

の内容

Oracle ホーム・ディレクトリにインストールを妨げる可能性があるファイルが含まれて

いないかどうかがチェックされます。

表表表表 3-10 Solaris でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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Oracle ホーム・ディレクトリ Oracle Business Intelligence は、新しいディレクトリにインストールする必要がありま

す。許可されないインストールの例は次のとおりです。

� Oracle Application Server（全種類）を 8.0、8i、9.0.1 または 9.2 のデータベースの

Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle Management Service の Oracle ホー

ムにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle Collaboration Suite の Oracle ホーム

にインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle HTTP Server のスタンドアロンの

Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を OracleAS Web Cache のスタンドアロンの

Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle9i Developer Suite 9.0.2 の Oracle ホー

ムにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle Application Server Containers for 
J2EE のスタンドアロンの Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle9iAS 1.0.2.2 の Oracle ホームにインス

トールする

� Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2.1）Reports Services を
Infrastructure 9.0.2 または 10g リリース 2（10.1.2.1）の Oracle ホームにインストー

ルする

� Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2.1）Reports Services を Oracle9iAS 
9.0.2 または 9.0.3 の中間層の Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Developer Kits を OracleAS Infrastructure 9.0.2 または 10g リリース 2
（10.1.2.1）の Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Developer KitsをOracle9iAS中間層9.0.2または9.0.3のOracleホームにイ

ンストールする

� OracleAS Developer Kits を OracleAS Infrastructure 9.0.2 または 10g リリース 2
（10.1.2.1）の Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Infrastructure 10gをOracle9iAS 9.0.2のOracleホームにインストールする

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2.1）
Reports Services または OracleAS Developer Kits の Oracle ホームにインストール

する

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle Developer Suite 9.0.2 または 10g リリース 2
（10.1.2.1）の Oracle ホームにインストールする

静的ポートの競合 指定されている場合は、staticports.iniファイルに記載されているポートを、イン

ストーラがチェックします。

Oracle Enterprise Manager
ディレクトリが書込み可能

このチェックは、中間層を拡張する場合、または Oracle Business Intelligence を同じ

Oracle ホームに再インストールする場合にのみ実行されます。ユーザーがインストーラ

を実行するオペレーティング・システムで、これらのディレクトリが書込み可能かどう
かがチェックされます。

� ORACLE_HOME¥sysman¥emd

� ORACLE_HOME¥sysman¥config

� ORACLE_HOME¥sysman¥webapps¥emd¥WEB-INF¥config

表表表表 3-11 Microsoft Windows でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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Oracle Enterprise Manager
ファイルが存在する

このチェックは、中間層を拡張する場合、または Oracle Business Intelligence を同じ

Oracle ホームに再インストールする場合にのみ実行されます。これらのファイルが存在

するかどうかがチェックされます。

� ORACLE_HOME¥sysman¥config¥iasadmin.properties

� ORACLE_
HOME¥sysman¥webapps¥emd¥WEB-INF¥config¥consoleConfig.xml

表表表表 3-11 Microsoft Windows でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）でインストーラによって実行される前提条件チェック（続き）

項目項目項目項目 説明説明説明説明
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Oracle Business Intelligence のインストー
4

Oracle Business Intelligence のインストールのインストールのインストールのインストール

この章では、Oracle Business Intelligence コンポーネントのインストール手順について説明しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

� 第 4.1 項「Windows での Oracle Universal Installer の起動」

� 第 4.2 項「Solaris でのインストーラの起動」

� 第 4.3 項「Oracle Business Intelligence のインストール」

� 第 4.4 項「インストール後の作業」

� 第 4.5 項「コンポーネントの起動」

� 第 4.6 項「サンプルの使用」

� 第 4.7 項「ユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクセス」

� 第 4.8 項「次の作業」
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Windows での Oracle Universal Installer の起動
4.1 Windows でのでのでのでの Oracle Universal Installer の起動の起動の起動の起動
Windows では、この項で説明する手順に従ってインストーラを起動します。

インストール時に Windows システム・ファイルでエラーが発生した場合は、「OK」をクリッ
クしてエラー・ダイアログ・ボックスを閉じます。次に、第 4.1.1 項「Windows システム・
ファイルのインストール」で説明する手順に従ってください。

Windows で Oracle Universal Installer を起動するには、次の手順を実行します。

1. Oracle データベースなどの Oracle サービスをすべて停止します。

インストーラの実行方法は、次の手順で説明するように、Oracle Business Intelligence の入
手方法によって異なります。

2. Oracle Business Intelligence CD-ROM または DVD がある場合

a. CD-ROM または DVD を、使用しているコンピュータの CD-ROM または DVD ドライ
ブに挿入します。

b. 自動実行機能を使用している場合は、「ようこそ」ページに表示される情報を確認しま
す。

Windows の障害支援技術を使用している場合の障害支援技術を使用している場合の障害支援技術を使用している場合の障害支援技術を使用している場合 : 自動実行機能を使用不可にするには、
CD-ROM または DVD を挿入した直後に [Shift] キーを押します（自動実行のウィンド
ウが表示されている場合は、[Alt]+[F4] キーを押してウィンドウを閉じます）。

c. Windows Explorer を使用して CD-ROM または DVD のルート・ディレクトリで
setup.exe ファイルを検索し、このファイルをダブル・クリックしてインストーラを起
動します。

3. OTN から Oracle Business Intelligence を zip ファイルとしてダウンロードした場合

a. zip ファイルをローカル・ディレクトリ（たとえば、D:¥mytempdir）に抽出します。

b. Windows Explorer を使用して Disk1 ディレクトリで setup.exe ファイルを検索し、こ
のファイルをダブル・クリックしてインストーラを起動します。

4.1.1 Windows システム・ファイルのインストールシステム・ファイルのインストールシステム・ファイルのインストールシステム・ファイルのインストール
Oracle Business Intelligence では、使用している Windows システム・ディレクトリ内にいくつ
かのファイルが必要です。Oracle Business Intelligence のインストール時には、使用しているコ
ンピュータにすでに存在しているファイルが Oracle Business Intelligence の要件を満たしてい
るかどうかが確認されます。ファイルが存在しない場合、または存在しているが内容が古い場
合は、必要なファイルがインストールされます。

古いファイルがインストール時に他のプロセスで使用されている場合はインストーラが停止し、
エラー・ダイアログ・ボックスが表示されます。これは、更新したファイルを有効にするため
に Windows の再起動が必要なためです。インストーラは、自動的にシャットダウンしてシス
テムの再起動後に再び起動することができません。

Oracle Business Intelligence には、必要な Windows システム・ファイルの補足インストール機
能があります。インストールが終了すると、必要に応じてコンピュータが自動的に再起動され
ます。

Oracle Business Intelligence のインストール時に Windows システム・ファイルでエラーが発生
した場合は、「OK」をクリックしてエラー・ダイアログ・ボックスを閉じ、次の手順に従って
Windows システム・ファイルのインストールを開始します。Windows システム・ファイルの
インストールを実行しない場合は、Oracle Business Intelligence のインストールを続行できませ
ん。

Windows システム・ファイルのインストールを開始するには、次の手順を実行します。

1. 「終了」をクリックしてインストーラを終了します。

2. CD-ROM または DVD のルート・ディレクトリに移動します。

3. wsf.exe を実行します。
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Windows システム・ファイル・インストーラは、既存の Oracle ホームを検索するスクリ
プトによって制御されます。Oracle ホームが見つからない場合は、ファイルの場所ダイア
ログ・ボックスが表示されます。このダイアログ・ボックスから、Oracle ホームを選択し
ます。

必要な場合には Windows が自動的に再起動されます。それ以外の場合は、インストール
終了ダイアログ・ボックスが表示されないまま、Windows システム・ファイルのインス
トールが終了します。

4. Windows が再起動した後、または Windows システム・ファイルのインストールが終了し
た後に、Oracle Business Intelligence のインストールを再開してください。

4.2 Solaris でのインストーラの起動でのインストーラの起動でのインストーラの起動でのインストーラの起動
Solaris では、この項で説明する手順に従ってインストーラを起動します。

インストーラの起動方法は、次の手順で説明するように、Oracle Business Intelligence の入手方
法によって異なります。

1. Oracle Business Intelligence CD-ROM または DVD がある場合

a. CD-ROM または DVD を、使用しているコンピュータの CD-ROM または DVD ドライ
ブに挿入します。

b. 新規のコンソール・ウィンドウを開きます。

c. CD-ROM または DVD ドライブの /install ディレクトリに移動します。

d. 次のように入力します。

runInstaller

2. OTN から Oracle Business Intelligence をファイルとしてダウンロードした場合

a. 新規のコンソール・ウィンドウを開きます。

b. ファイルをローカル・ディレクトリに抽出します。

c. /Disk1/install ディレクトリに移動します。

d. 次のように入力します。

runInstaller

4.3 Oracle Business Intelligence のインストールのインストールのインストールのインストール
インストーラの各画面に移動するには、いくつかのボタンを使用します。「ヘルプ」をクリック
すると、各画面の詳細情報が表示されます。「インストールされた製品」をクリックすると、使
用しているコンピュータにすでにインストールされている Oracle ソフトウェアを確認できま
す。インストーラの前の画面または次の画面に移動するには、「戻る」または「次へ」をクリッ
クします。「インストール」ボタンが使用可能な場合は、このボタンをクリックするとファイル
のインストールが開始されます。「取消」をクリックすると、処理が停止してインストーラは終
了します。さらに、「製品の削除」（「ようこそ」画面でのみ使用可能）をクリックすると、既存
の Oracle ソフトウェアを削除できます。

Oracle Universal Installer を使用して Oracle Business Intelligence をインストールするには、次
の手順を実行します。

1. 第 4.1 項「Windows での Oracle Universal Installer の起動」または第 4.2 項「Solaris での
インストーラの起動」の手順に従って、インストーラを起動します。

2. 「ようこそ」画面に表示される Oracle Universal Installer に関する情報を確認し、「次へ」
をクリックして続行します。

いくつかの前提条件がインストーラによって確認されます（詳細は、第 1.4.2 項「インス
トーラによる前提条件チェック」を参照）。
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ターゲット・コンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合は、インストール
関連ファイル用のインベントリ・ディレクトリが作成されます（インベントリ・ディレク
トリの詳細は、第 1.4.1.1 項「インストーラ・インベントリ・ディレクトリ」を参照）。

3. 「ファイルの場所の指定」画面で、次の操作を実行します。

a. 「ソース・パス」「ソース・パス」「ソース・パス」「ソース・パス」フィールドのソース・パスを確認します。

ソース・パスは、products.xml ファイル（Windows の場合）または products.xml
ファイル（Solaris の場合）へのフルパスで、製品はここからインストールされます。
インストーラは、デフォルト・パスを検出して使用します。このパスを変更しないで
ください。

b. インストール先名インストール先名インストール先名インストール先名フィールドの Oracle ホーム名を確認します。

デフォルトの Oracle ホーム名を使用するか、他の名前を選択できます。

c. インストール先パスインストール先パスインストール先パスインストール先パスフィールドのインストール先パスを確認します。

インストール先パスはディレクトリ名と Oracle ホーム・ディレクトリへのフルパス
で、ここに製品がインストールされます。表示されるデフォルト名とパスを使用する
か、他の名前を選択できます。

インストール先パスは実在する絶対パスにする必要があります。環境変数名や空白を
含めることはできません。Oracle ホーム・ディレクトリの選択方法については、第 1.2
項「Oracle ホームの考慮事項」を参照してください。

d. 「次へ」をクリックして続行します。

4. 「言語の選択」画面で、次の操作を実行します。

a. Oracle Business Intelligence の実行時に表示する言語を選択します。

ヒントヒントヒントヒント : 選択する言語が増えると、インストール時間も長くなります。ここで選択す
る言語によって、Discoverer Plus のヘルプで使用できる言語が決定します。異なる言
語のヘルプを個別にインストールできることに注意してください（詳細は、第 4.7.1 項
「インストール後に Discoverer Plus の翻訳済ヘルプ・ファイルをインストール」を参
照）。

b. 「次へ」をクリックして続行します。

5. インストールに使用できるメモリーがコンピュータに十分にあることを確認するように要
求される場合があります。

ハードウェア要件の詳細は、第 2.1 項「ハードウェア要件」を参照してください。

6. 「ポート構成オプションの指定」画面で「自動」「自動」「自動」「自動」ラジオ・ボタンを選択し、「次へ」をク
リックして続行します。

注意注意注意注意 : 「自動」「自動」「自動」「自動」オプションはほとんどのインストールにおいて適切であるため、このオプ
ションを選択することをお薦めします。ただし、staticports.ini という構成ファイルを指定
すると、使用するポートを明示的に設定できます。staticports.ini ファイルのフォーマット
と使用方法は、Oracle Application Server 10g のインストレーション・ガイドを参照してく
ださい。

7. 「送信メール・サーバー情報の指定」画面で、次の操作を実行します。

a. SMTP サーバーの詳細を指定します（例 : smtp.oracle.com）。

SMTP サーバーを指定すると、エンド・ユーザーは、Discoverer Viewer から電子メー
ル・メッセージで Discoverer ワークシートを送信できます。

ヒントヒントヒントヒント : 入力する SMTP サーバーの詳細が不明な場合、フィールドは空白のままにで
きます。インストール後に、Application Server Control を使用して SMTP サーバーを
指定できます（詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照）。

注意注意注意注意 : Reports Services で使用される SMTP サーバーの指定の詳細は、第 3.1 項
「Reports Services で使用される SMTP サーバーの指定について」を参照してくださ
い。

b. 「次へ」をクリックして続行します。
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8. 「インスタンス名と ias_admin パスワードの指定」画面で、Application Server Control を
使用して Oracle Business Intelligence を管理する際に使用する情報を入力します。

a. 「インスタンス名」フィールドに、このインスタンスの名前を指定します。

指定した名前には、ホスト名とドメイン名が自動的に追加されることに注意してくだ
さい。

b. ias_admin 管理者ユーザーのパスワードを指定します。

c. ias_admin 管理者ユーザーのパスワードを確認します。

d. 「次へ」をクリックして続行します。

9. 「サマリー」画面で、設定した内容を確認します。

設定を変更するには、「戻る」をクリックして適切な画面に戻ります。

注意注意注意注意 : ディスク容量が不足している場合は、「必要な領域」に赤字で表示されます。

10. 「インストール」をクリックすると、ファイルのインストールが開始されます。

「インストール」画面が表示され、必要な Oracle Business Intelligence ファイルのコピーが
開始されます。この画面では、インストール処理の進行状況を監視し、インストール・ロ
グのフルパスを確認できます。インストール・ログの詳細は、第 1.4.1.1 項「インストー
ラ・インベントリ・ディレクトリ」を参照してください。

インストール処理を中断する場合は「インストールの中止」をクリックします。この場合
は、製品すべてのインストールを停止する（デフォルト）か、特定のコンポーネントのイ
ンストールのみを停止するかを選択できます。製品すべてのインストールを停止すること
をお薦めします。特定のコンポーネントのインストールのみを停止すると、製品内の関連
するコンポーネントが正常に動作しない場合があります。

11. （Solaris のみ）「設定権限」ダイアログ・ボックスが表示され、root.sh という構成スクリプ
トの実行を要求されます。

a. 新規コンソール・ウィンドウを開き、root ユーザーでログインします。

b. root.sh スクリプトを実行し、画面の指示に従います。

c. スクリプトが完了した後、コンソール・ウィンドウを閉じます。

d. 「OK」をクリックして「設定権限」ダイアログ・ボックスを閉じます。

製品がインストールされると、「コンフィギュレーション・アシスタント」画面が表示され
ます。

12. 「コンフィギュレーション・アシスタント」画面で、自動的に実行された複数の
Configuration Assistant のステータスを確認します。

Configuration Assistant を再試行するには（正常に完了しなかった場合など）、
Configuration Assistant を選択して「「「「再試行再試行再試行再試行」」」」をクリックします。

Configuration Assistant は中断しないことをお薦めします。

インストールが完了すると、インストールの終了画面が表示されます。

ヒントヒントヒントヒント : Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページを表示する URL をメモしてく
ださい。この URL は、別のコンポーネントを起動するために使用します（詳細は、第 4.5
項「コンポーネントの起動」を参照）。

13. 「終了」をクリックします。

インストール・プログラムの終了を確認するメッセージ・ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。
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14. 「はい」をクリックしてインストーラを終了します。

Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページが表示されます（有効なデフォルト
Web ブラウザがシステムで見つかった場合）。「ようこそ」ページからは、次の項目にアク
セスできます。

� クイック・ツアー

� チュートリアル

� サンプル

� ドキュメント

� Discoverer Plus および Discoverer Viewer（Discoverer Plus および Discoverer Viewer
を使用する前に、インストール後の作業を 1 つ以上実行する必要がある場合がありま
す。詳細は、第 4.4 項「インストール後の作業」を参照してください）。

注意注意注意注意 : Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページが自動的に表示されない場合は
Web ブラウザを起動し、前にメモした「ようこそ」ページを表示する URL を入力します。

4.4 インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業
Oracle Business Intelligence に関するインストール後の作業は、次のように分類されます。

� 第 4.4.1 項「全般的なチェックリスト」

� 第 4.4.2 項「すべての Discoverer コンポーネントのインストール後の作業」

� 第 4.4.3 項「コンポーネント固有のインストール後の作業」

注意注意注意注意 : 特に断りがないかぎり、ORACLE_HOME はインストール時に使用した Oracle Business 
Intelligence のホーム・ディレクトリを表します。

4.4.1 全般的なチェックリスト全般的なチェックリスト全般的なチェックリスト全般的なチェックリスト
インストール後の全般的なチェックリストを確認し、インストールと環境に適用する作業を実
行します。

4.4.1.1 更新更新更新更新
インストールが完了した後、OracleMetaLink（http://metalink.oracle.com）で最新の認
証とソフトウェアの更新を確認してください。OracleMetaLink では、技術情報にアクセスした
り、オラクル社カスタマ・サポート・センターからのサポートを受けられます。

Oracle Business Intelligence に関する最新情報は、OTN
（http://www.oracle.com/technology/products/bi/index.html）で確認してくださ
い。

また、OTN（http://www.oracle.com/technology）では、Oracle 製品や業界標準テクノ
ロジを使用するアプリケーションを作成、テストおよび配置する開発者向けのサービスや資料
を入手できます。

4.4.1.2 TNS 名名名名
エンド・ユーザーが Discoverer を使用する前に、ユーザーがクエリーするデータを含むデータ
ベース（または、EUL がインストールされるデータベース）の tnsnames.ora ファイルにエント
リを追加する必要があります。

tnsnames.ora ファイルと sqlnet.ora ファイルが ORACLE_HOME/network/ADMIN ディレク
トリにインストールされます。これらのファイルは、テキスト・エディタを使用して手動で更
新したり、構成ツールである Oracle Net Configuration Assistant を使用して更新することもで
きます。構成ツールの詳細は、Oracle データベース・ドキュメント・ライブラリ内の『Oracle 
Net Services 管理者ガイド』を参照してください。
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4.4.1.3 ポート番号ポート番号ポート番号ポート番号
インストーラによって、ポートが必要な Oracle Business Intelligence コンポーネントに、ポー
トが自動的に割り当てられます。コンポーネントのインストール時にポートの競合が検出され
ると、そのコンポーネントに割り当てられたポート番号の範囲内で、別のポート番号が選択さ
れます。

Oracle Business Intelligence コンポーネントで使用するポート番号は、Application Server 
Control を使用して表示および変更ができます。Discoverer で使用するポート番号の表示と変更
の詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照してください。

4.4.1.4 Oracle Application Server Infrastructure との関連付けとの関連付けとの関連付けとの関連付け
Oracle Business Intelligence を使用するとき、Oracle Application Server Infrastructure を関連
付けるかどうかは任意です。次のことができます。

� Infrastructure を関連付けずに Oracle Business Intelligence を実行できます。

� インストール後に、Oracle Business Intelligence を既存の Infrastructure に関連付けること
ができます。

Oracle Application Server Infrastructure は、Oracle Application Server 中間層の多くのコン
ポーネントを使用するための前提条件であることに注意してください。Oracle Business 
Intelligence を Oracle Application Server Infrastructure に関連付けない場合は、次のような多
くの Oracle Business Intelligence 機能が使用不可になります。

� Discoverer Portlet Provider および Discoverer ポートレット

� Discoverer での Single Sign-On（SSO）機能

� パブリックおよびプライベートの Discoverer 接続（かわりに、Discoverer の「直接接続」
ページが表示されます）

Oracle Business Intelligence と Oracle Application Server Infrastructure の関連付けの詳細は、
『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照してください。

4.4.1.5 インストール後にインストール後にインストール後にインストール後に Oracle Business Intelligence コンポーネントで障害コンポーネントで障害コンポーネントで障害コンポーネントで障害
支援技術と支援技術と支援技術と支援技術と Java Access Bridge を使用する場合（を使用する場合（を使用する場合（を使用する場合（Windows のみ）のみ）のみ）のみ）
インストール後に Oracle Business Intelligence コンポーネントでスクリーン・リーダーなどの
障害支援技術を使用する場合は、Java Access Bridge をインストールして構成する必要がありま
す。詳細は、第 B.2 項「インストール済の Oracle コンポーネントで使用する Java Access 
Bridge の設定」を参照してください。

4.4.2 すべてのすべてのすべてのすべての Discoverer コンポーネントのインストール後の作業コンポーネントのインストール後の作業コンポーネントのインストール後の作業コンポーネントのインストール後の作業
Discoverer エンド・ユーザーがデータ分析を開始する前に、次のいずれかまたは両方の項で説
明する手順を完了する必要があります。

� 第 4.4.2.1 項「マルチディメンション分析の準備方法」

� 第 4.4.2.2 項「リレーショナル分析の準備方法」

表表表表 4-1 ポート番号リストポート番号リストポート番号リストポート番号リスト

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号

Discoverer Oracle HTTP Server と同じポートを使用します（デフォルトは

ポート 80（Windows の場合）またはポート 7777（Solaris の場

合）、ポート番号の範囲は 7777 ～ 7877）。
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4.4.2.1 マルチディメンション分析の準備方法マルチディメンション分析の準備方法マルチディメンション分析の準備方法マルチディメンション分析の準備方法
ユーザーが Discoverer を使用してマルチディメンション・データソースからデータをクエリー
する前に、次の手順を完了する必要があります。

1. 第 4.4.2.1.1 項「Discoverer とともに使用するための Oracle9i Database リリース 2 の準備方
法」または第 4.4.2.1.2 項「Discoverer とともに使用するための Oracle Database 10g 
Enterprise Edition の準備方法」の説明に従って、データベースをインストールして準備し
ます。

2. データ・ウェアハウスを設定します。

Oracle Business Intelligence Warehouse Builder を使用している場合は、『Oracle 
Warehouse Builder ユーザーズ・ガイド』を参照してください。使用していない場合は、
『Oracle 9i OLAP ユーザーズ・ガイド』（Oracle9i Database の場合）または『Oracle OLAP
アプリケーション開発者ガイド』（Oracle Database 10g の場合）を参照してください。

次の作業を実行します。

� スキーマのインストール

� 適切なメタデータの作成

� （オプション）アナリティック・ワークスペースの作成とコンテンツの追加

� ユーザーへの適切な権限の付与（ユーザーには、OLAP のディメンション・テーブル、
メジャーおよびビューに対する SELECT 権限が必要）

Discoverer Plus OLAP のすべてのユーザーには D4OPUB ロールがあるため、OLAP_USER
ロールもあることに注意してください。OLAP_USER ロールによって、データベース内の
OLAP メタデータにアクセスできます。

3. Application Server Control を使用して、ユーザーが接続する Oracle OLAP データベース・
インスタンスに Discoverer カタログをインストールします。

カタログのインストール方法と構成方法の詳細は、次を参照してください。

� 『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』

� Application Server Control のヘルプ・システム

4. Application Server Control を使用して、データベース・ユーザーを認証します（詳細は、
『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照）。

5. 必要に応じて、オプションの構成作業を実行します（詳細は、『Oracle Business 
Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照）。

6. エンド・ユーザーに、Discoverer を起動してマルチディメンション・データソースに接続
するために必要な情報を提供します。

エンド・ユーザーに必要な構成と情報の詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer
構成ガイド』を参照してください。

4.4.2.1.1 Discoverer とともに使用するためのとともに使用するためのとともに使用するためのとともに使用するための Oracle9i Database リリースリリースリリースリリース 2 の準備方法の準備方法の準備方法の準備方法  Oracle9i 
Database リリース 2 に対して実行するには、次の作業を完了します。

1. Oracle9i Database リリース 2 の Enterprise Edition をインストールしていない場合は、イ
ンストールします。

� 手順については、OTN から適切なプラットフォーム用の Oracle9i インストレーショ
ン・ガイドをダウンロードして参照してください。

http://www.oracle.com/technology

� データベースのサポート対象バージョンの詳細は、第 2.3 項「データベース要件」を参
照してください。

注注注注 : データベース・クライアントをインストールする際、別の Oracle ホーム・ディレクト
リにインストールしてください。
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2. 『Oracle OLAP 表キューブ集計と問合せ操作のベスト・プラクティス』に示す構成設定を使
用して、データベースを構成します。このドキュメントにアクセスするには、パッチ・
セット 2529822 をダウンロードします。BI Beans が正常に動作して実行されるように、構
成設定には正確に従う必要があります。このドキュメントは必要に応じて更新されるため、
新規パッチ・セットをダウンロードするたびに新規バージョンをチェックしてください。

3. 『Oracle9i OLAP ユーザーズ・ガイド』の説明に従って、適切な OLAP メタデータを定義
します。このマニュアルは、OTN（http://www.oracle.com/technology）から入手
できます。メタデータ作成用のツールである Oracle Enterprise Manager の OLAP 管理
ツールのヘルプ・システムも参照してください。また、メタデータは Oracle Warehouse 
Builder を使用して作成することもできます。適切なメタデータを定義しない場合は OLAP
クエリーを作成できません。

4.4.2.1.2 Discoverer とともに使用するためのとともに使用するためのとともに使用するためのとともに使用するための Oracle Database 10g Enterprise Edition の準備方法の準備方法の準備方法の準備方法  
Oracle Database 10g Enterprise Edition に対して実行するには、次の作業を完了します。

1. Oracle Database 10g Enterprise Edition をインストールしていない場合は、インストールし
ます。

� 手順については、OTN（Oracle Technology Network）から適切なプラットフォーム
用の Oracle Database 10g Enterprise Edition インストレーション・ガイドをダウン
ロードして参照してください。

http://www.oracle.com/technology

� データベースのサポート対象バージョンの詳細は、第 2.3 項「データベース要件」を参
照してください。

� 既存の Discoverer カタログを Oracle Database 10g Enterprise Edition リリース 2
（10.2.0.1 以上）に移行する場合は、第 4.4.2.1.3 項「既存の Discoverer カタログを
Oracle Database 10g Enterprise Edition リリース 2 に移行する方法」を参照してくださ
い。

注注注注 : データベース・クライアントをインストールする際、別の Oracle ホーム・ディレクト
リにインストールしてください。

2. 『Oracle OLAP 表キューブ集計と問合せ操作のベスト・プラクティス』に示す構成設定を使
用して、データベースを構成します。BI Beans が正常に動作して実行されるように、構成
設定には正確に従う必要があります。このドキュメントは必要に応じて更新されるため、
新規パッチ・セットをダウンロードするたびに新規バージョンをチェックしてください。
このドキュメントにアクセスするには、パッチ・セット 3760779 をダウンロードします。

3. 『Oracle OLAP アプリケーション開発者ガイド』の説明に従って、適切な OLAP メタデー
タを定義します。このマニュアルは、OTN（http://www.oracle.com/technology）
から入手できます。適切なメタデータを定義しない場合は OLAP クエリーを作成できませ
ん。次のいずれかのツールを使用してメタデータを定義します。

� Oracle Enterprise Manager の OLAP 管理ツール。詳細は、Oracle Enterprise Manager
のヘルプ・システムを参照。

� OracleBI Warehouse Builder。詳細は、『Oracle Warehouse Builder ユーザーズ・ガイ
ド』を参照。

� Analytic Workspace Manager。詳細は、『Oracle OLAP アプリケーション開発者ガイ
ド』を参照。
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4.4.2.1.3 既存の既存の既存の既存の Discoverer カタログをカタログをカタログをカタログを Oracle Database 10g Enterprise Edition リリースリリースリリースリリース 2 に移行すに移行すに移行すに移行す
る方法る方法る方法る方法  既存の Discoverer カタログを Oracle Database 10g Enterprise Edition リリース 2

（10.2.0.1 以上）に移行するには、次の手順を実行して、データベース・サーバー上の PL/SQL
パッケージを更新する必要があります。

1. 次の手順でパッチをインストールします。

a. 次のディレクトリから d4o.jarを検索します。

BI_Home¥sysman¥webapps¥emd¥WEB-INF¥lib

b. d4o.jarから bibcoreb.plsファイルをローカルのディレクトリに展開します。こ
の jar にはパッケージ・スコープがあり、
oracle¥dss¥persistence¥storagemanager¥bi¥scriptsディレクトリに展開
されます。

2. 次の手順でパッチを適用します。

a. コマンド・プロンプトで、次のように入力します。

cd oracle¥dss¥persistence¥storagemanager¥bi¥scripts

b. sqlplusを使用して、D4OSYS ユーザーとして D4OSYS スキーマに接続します。

c. sqlplusプロンプトで、次のように入力します。

SQL> @bibcoreb.pls

この手順では、次のような出力があります。

Package body created.
Commit complete.

3. 次の手順でパッケージが有効であることを確認します。

a. sqlplusセッションを開きます。

b. 次の SQL コマンドを入力します。

SQL> column OBJECT_NAME format a30; 
SQL> column STATUS format a10;
SQL> select object_name, status from user_objects where object_
name='BISM_CORE';

次のように表示される場合、パッチは正常に適用されています。

OBJECT_NAME          STATUS
------------------------------------------------
BISM_CORE                  VALID 
BISM_CORE                  VALID

4.4.2.2 リレーショナル分析の準備方法リレーショナル分析の準備方法リレーショナル分析の準備方法リレーショナル分析の準備方法
ユーザーが Discoverer を使用してリレーショナル・データソースからデータをクエリーするに
は、次のいずれかを使用して作成（またはアップグレード）された EUL へのアクセス権限が必
要です。

� Discoverer EUL Command Line for Java（詳細は、『Oracle Business Intelligence 
Discoverer EUL Command Line for Java ユーザーズ・ガイド』を参照）

� Oracle Business Intelligence Tools 10g 10.1.2 の CD-ROM に同梱されているバージョンの
Discoverer Administrator（詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer 
Administrator 管理ガイド』を参照）

Discoverer リリース 9.0.2 または 9.0.4 から EUL をアップグレード（EUL リリース番号 5.0.x）
する場合は、次の事項に注意してください。

� Discoverer リリース 10.1.2 の EUL（EUL リリース番号 5.1.x）は、前のリリースの EUL を上
書きします（つまり、前のリリースを削除してアップグレードします）。
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インストール後の作業
� 既存のユーザーは、アップグレード処理中またはアップグレード処理の完了後に、
Discoverer リリース 9.0.x を使用して EUL へはアクセスできません。

したがって、アップグレードの前に、前のリリースの EUL のバックアップを作成してくださ
い。

EUL の作成とアップグレードの詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer 
Administrator 管理ガイド』を参照してください。

4.4.3 コンポーネント固有のインストール後の作業コンポーネント固有のインストール後の作業コンポーネント固有のインストール後の作業コンポーネント固有のインストール後の作業
コンポーネント固有のインストール後の作業を確認し、インストールと環境に適用する作業を
実行します。

4.4.3.1 Discoverer のインストール後の作業のインストール後の作業のインストール後の作業のインストール後の作業
この項では、Discoverer のインストール後の作業について説明します。

4.4.3.1.1 分析の準備分析の準備分析の準備分析の準備  Discoverer エンド・ユーザーがデータ分析を開始する前に、次のいずれか
または両方の項で説明する手順を完了する必要があります。

� 第 4.4.2.2 項「リレーショナル分析の準備方法」

� 第 4.4.2.1 項「マルチディメンション分析の準備方法」

4.4.3.2 Discoverer Viewer のインストール後の作業のインストール後の作業のインストール後の作業のインストール後の作業
この項では、Discoverer Viewer のインストール後の作業について説明します。

4.4.3.2.1 分析の準備分析の準備分析の準備分析の準備  Discoverer エンド・ユーザーがデータ分析を開始する前に、次のいずれか
または両方の項で説明する手順を完了する必要があります。

� 第 4.4.3.2.3 項「SMTP 構成」

� 第 4.4.3.2.2 項「ワークブックの作成」

4.4.3.2.2 ワークブックの作成ワークブックの作成ワークブックの作成ワークブックの作成  Discoverer Viewer エンド・ユーザーは、Discoverer Plus または
Discoverer Desktop を使用して作成したワークブックを使用してデータを分析します。
Discoverer Viewer を使用してデータを分析するには、少なくとも 1 つのワークブックが作成さ
れている必要があります。

4.4.3.2.3 SMTP 構成構成構成構成  エンド・ユーザーが Discoverer Viewer から電子メール・メッセージで
Discoverer ワークシートを送信できるようにするには、SMTP サーバーを使用するように
Discoverer 中間層を構成する必要があります。インストール時に SMTP サーバーを指定してい
ない場合は、後で指定することもできます（詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer
構成ガイド』を参照）。

4.4.3.3 Discoverer Portlet Provider およびおよびおよびおよび Discoverer ポートレットのインスポートレットのインスポートレットのインスポートレットのインス
トール後の作業トール後の作業トール後の作業トール後の作業
この項では、Discoverer Portlet Provider のインストール後の作業について説明します。

4.4.3.3.1 分析の準備分析の準備分析の準備分析の準備  Discoverer エンド・ユーザーがデータ分析を開始する前に、次のいずれか
または両方の項で説明する手順を完了する必要があります。

� 第 4.4.3.3.2 項「リリース 10.1.2 の Oracle Application Server Infrastructure との関連付け」

� 第 4.4.3.3.3 項「Discoverer Portlet Provider の登録」
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コンポーネントの起動
4.4.3.3.2 リリースリリースリリースリリース 10.1.2 のののの Oracle Application Server Infrastructure との関連付けとの関連付けとの関連付けとの関連付け  Discoverer Portlet 
Provider を使用するには、インストール後に Oracle Business Intelligence を Oracle Application 
Server リリース 10.1.2 のメタデータ・リポジトリに関連付ける必要があります。メタデータ・
リポジトリは Oracle Application Server Infrastructure の一部です（詳細は、第 4.4.1.4 項
「Oracle Application Server Infrastructure との関連付け」および『Oracle Business Intelligence 
Discoverer 構成ガイド』を参照）。

4.4.3.3.3 Discoverer Portlet Provider の登録の登録の登録の登録  ユーザーが Discoverer ポートレットを Oracle Portal
ページに追加するには、Discoverer Portlet Provider を Oracle Portal に登録する必要があります

（詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照）。

4.5 コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動
Oracle Business Intelligence のコンポーネントを起動する前に、前の各項で説明したインストー
ル後の全般的な作業およびコンポーネント固有の作業を完了しておいてください。コンポーネ
ントのインストール後の作業を完了した後は、次の各項で説明するように、コンポーネントを
起動できます。

� 第 4.5.1 項「Discoverer Plus の起動」

� 第 4.5.2 項「Discoverer Viewer の起動」

� 第 4.5.3 項「Discoverer Portlet Provider の起動」

4.5.1 Discoverer Plus の起動の起動の起動の起動
Discoverer Plus OLAP および Discoverer Plus Relational を起動するには、次のいずれかを実行
します。

� インストールの最後に表示される Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページで、
「「「「Discoverer Plus」」」」リンクを選択します。

� Web ブラウザに次の URL を入力します。

http://<host.domain>:<port>/discoverer/plus

ここで、

� <host.domain> は、Oracle HTTP Server がインストールされているサーバー名とドメイ
ンです。

� <port> は、Oracle HTTP Server がインストールされているポート番号です。

たとえば、http://myhost.mydomain:80/discoverer/plus のように入力します。

注意注意注意注意 : <host.domain> および <port> はインストールの最後に表示されます。

4.5.2 Discoverer Viewer の起動の起動の起動の起動
Discoverer Viewer を起動するには、次のいずれかを実行します。

� インストールの最後に表示される Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページで、
「「「「Discoverer Viewer」」」」リンクを選択します。

� Web ブラウザに次の URL を入力します。

http://<host.domain>:<port>/discoverer/viewer

ここで、

� <host.domain> は、Oracle HTTP Server がインストールされているサーバー名とドメイ
ンです。

� <port> は、Oracle HTTP Server がインストールされているポート番号です。

たとえば、http://myhost.mydomain:80/discoverer/viewer のように入力します。

注意注意注意注意 : <host.domain> および <port> はインストールの最後に表示されます。
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ユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクセス
4.5.3 Discoverer Portlet Provider の起動の起動の起動の起動
注意注意注意注意 : Discoverer Portlet Provider を使用するには、インストール後に Oracle Business 
Intelligence を Oracle Application Server リリース 10.1.2 のメタデータ・リポジトリに関連付け
る必要があります。メタデータ・リポジトリは Oracle Application Server Infrastructure の一部
です（詳細は、第 4.4.1.4 項「Oracle Application Server Infrastructure との関連付け」および

『Oracle Business Intelligence Discoverer 構成ガイド』を参照）。

Web ブラウザに次の URL を入力すると、Discoverer Portlet Provider が正常にインストールさ
れたことを確認できます。

http://<host.domain>:<port>/discoverer/portletprovider/

ここで、

� <host.domain> は、Oracle HTTP Server がインストールされているサーバー名とドメインで
す。

� <port> は、Oracle HTTP Server がインストールされているポート番号です。

たとえば、http://myhost.mydomain:80/discoverer/portletprovider のように入力します。

注意注意注意注意 : <host.domain> および <port> はインストールの最後に表示されます。

インストール後にエンド・ユーザーが Discoverer ポートレットを作成する前に、Oracle Portal
にログインして Discoverer Portlet Provider を登録する必要があります。これによって、Oracle 
Portal ユーザーは Discoverer ポートレット（ワークシート、ワークシートのリストまたはゲー
ジ・ポートレット）を作成できます。詳細は、『Oracle Business Intelligence Discoverer Oracle 
Application Server Portal でのワークブック公開ガイド』を参照してください。

4.6 サンプルの使用サンプルの使用サンプルの使用サンプルの使用
Discoverer 用の多くのサンプル・ワークブックを利用できます。これらのワークブックによっ
て、マルチディメンション・データソースおよびリレーショナル・データソースのクエリー時
に使用する Discoverer の機能が示されます。

サンプル・ワークブックを使用するには、次の手順を実行します。

1. http://www.oracle.com/technology/products/bi/index.html からサンプル・ワークブッ
クをダウンロードします。

2. 使用しているマシン上のディレクトリにファイルを抽出します。

3. ディレクトリに格納されているインストール手順に従います。

4.7 ユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアク
セスセスセスセス

すべてのコンポーネントにはオンライン・ヘルプがあり、コンポーネントとともにインストー
ルされます。コンポーネントの使用方法の詳細は、このオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。Discoverer Plus の場合は、Oracle Business Intelligence のインストール後に追加の翻訳済
ヘルプ・ファイルもインストールできます（詳細は、第 4.7.1 項「インストール後に Discoverer 
Plus の翻訳済ヘルプ・ファイルをインストール」を参照）。

コンポーネントによっては、さらにドキュメントが OTN
（http://www.oracle.com/technology/products/bi）にある場合があります。このサ
イトでは、ホワイト・ペーパー、最新版のドキュメント、その他の付属資料も入手できます。

次の Oracle Business Intelligence ドキュメントは、Oracle Business Intelligence CD-ROM また
は DVD から利用できます。

� このマニュアル（Oracle Business Intelligence のインストレーション・ガイド）

� Oracle Business Intelligence のリリース・ノート
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ユーザー・ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクセス
Oracle Business Intelligence ドキュメントを CD-ROM または DVD から直接表示するには、次
の手順を実行します。

1. Web ブラウザを使用して、CD-ROM または DVD の doc ディレクトリにある index.htm
ファイルを開きます。

2. タブをクリックします。

3. ドキュメント・タイトルの横にある「HTML」または「PDF」リンクをクリックすると、
ドキュメントの内容が表示されます。

4.7.1 インストール後にインストール後にインストール後にインストール後に Discoverer Plus の翻訳済ヘルプ・ファイルをインスの翻訳済ヘルプ・ファイルをインスの翻訳済ヘルプ・ファイルをインスの翻訳済ヘルプ・ファイルをインス
トールトールトールトール

インストール時には、選択した言語の Discoverer Plus ヘルプ・ファイルがインストールされま
す。インストール時に選択していない言語のヘルプ・ファイルが必要な場合は、そのヘルプ・
ファイルを個別にインストールできます。

Discoverer Plus ヘルプ・ファイルは、Oracle Business Intelligence CD-ROM または DVD の
/extras ディレクトリから jar ファイルとして使用できます。Discoverer Plus OLAP と
Discoverer Plus Relational のヘルプ・ファイルには、それぞれ別のサブディレクトリがあり、
言語ごとに異なる jar ファイルがあります。

Oracle Business Intelligence のインストール後に別の言語のヘルプ・ファイルをインストールす
るには、次の手順を実行します。

1. Oracle Business Intelligence CD-ROM または DVD の適切なディレクトリに移動します。

Discoverer Plus OLAP および Discoverer Plus Relational のそれぞれに、次のサブディレク
トリがあります。

� Discoverer Plus OLAP ヘルプ・ファイルの場合は、/extras/help/d4o ディレクトリに
移動します。

� Discoverer Plus Relational ヘルプ・ファイルの場合は、/extras/help/plus ディレクト
リに移動します。

2. 表 4-2 を使用して、必要な言語の翻訳済ヘルプ・ファイルが含まれる jar ファイルを識別し
ます。

次に示すように、言語ごとに異なる jar ファイルがあります。

� Discoverer Plus OLAP ヘルプ・ファイルが含まれる jar ファイルは、/extras/help/d4o
ディレクトリにあり、名前は d4ohelp_<locale_code>.jar です。

� Discoverer Plus Relational ヘルプ・ファイルが含まれる jar ファイルは、
/extras/help/plus ディレクトリにあり、名前は plushelp_<locale_code>.jar です。

<locale_code> は、次の表に示すいずれかの接尾辞になります。

表表表表 4-2 Discoverer Plus ヘルプのヘルプのヘルプのヘルプの jar ファイルのロケール・コード接尾辞ファイルのロケール・コード接尾辞ファイルのロケール・コード接尾辞ファイルのロケール・コード接尾辞

ロケール・ロケール・ロケール・ロケール・
コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞

言語言語言語言語 ロケール・ロケール・ロケール・ロケール・
コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞

言語言語言語言語

_ar アラビア語 _ko 韓国語

_cs チェコ語 _nl オランダ語

_da デンマーク語 _no ノルウェー語

_de ドイツ語 _pl ポーランド語

_el ギリシャ語 _pt ポルトガル語

_es スペイン語 _pt_BR ポルトガル語（ブラジル）

_es_ES スペイン語（イベリア） _ro ルーマニア語

_fi フィンランド語 _ru ロシア語
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次の作業
3. 中間層マシンの ORACLE_HOME/discoverer/plus_files/help ディレクトリに、必要な jar
ファイルを抽出します。

これで、その言語のヘルプが使用可能になります。

4.7.2 インストール後に必要な追加のフォントをインストールインストール後に必要な追加のフォントをインストールインストール後に必要な追加のフォントをインストールインストール後に必要な追加のフォントをインストール
インストール時に言語のサブセットをインストールした場合は、Discoverer で必要なすべての
フォントがインストールされない場合があります。必要なすべてのフォントがインストールさ
れていない場合（たとえば、Albany フォントの ALBANWTJ.TTF、ALBANWTK.TTF）、
Discoverer では一部のテキストが制御文字で表示される場合があります。

必要な追加フォントは、MRUA およびユーティリティ CD-ROM または DVD の
/utilities/fonts フォルダに格納されています。

Oracle Business Intelligence のインストール後に、必要な追加フォントをインストールするに
は、次の手順を実行します。

1. MRUA およびユーティリティ CD-ROM または DVD の /utilities/fonts ディレクトリに移
動します。

2. MRUA およびユーティリティ CD-ROM または DVD の /utilities/fonts ディレクトリの内
容を、OracleBI をインストールしたマシンの ORACLE_HOME/jdk/jre/lib/fonts フォルダ
にコピーします。

4.8 次の作業次の作業次の作業次の作業
インストール後に、次の作業を実行できます。

� クイック・ツアーを実行して、Oracle Business Intelligence の概要を理解します。クイッ
ク・ツアーを起動するには、次のいずれかを実行します。

– （Windows のみ）Windows の「スタート」メニューから、「プログラム」→「Oracle 
Business Intelligence」→「クイック・ツアー」を選択します。

– Web ブラウザに次の URL を入力します。

http://<host.domain>:<port>/quicktour/index.htm

ここで、

* <host.domain> は、Oracle HTTP Server がインストールされているサーバー名とド
メインです。

* <port> は、Oracle HTTP Server がインストールされているポート番号です。

注意注意注意注意 : <host.domain> および <port> はインストールの最後に表示されます。

� 『Oracle Business Intelligence 概要』を読みます（詳細は、第 4.7 項「ユーザー・ドキュメン
トとヘルプのインストールおよびアクセス」を参照）。

_fr フランス語 _sk スロバキア語

_fr_CA フランス語（カナダ） _sv スウェーデン語

_hu ハンガリー語 _th タイ語

_it イタリア語 _tr トルコ語

_iw ヘブライ語 _zh_CN 簡体字中国語

_ja 日本語 _zh_TW 繁体字中国語

表表表表 4-2 Discoverer Plus ヘルプのヘルプのヘルプのヘルプの jar ファイルのロケール・コード接尾辞（続き）ファイルのロケール・コード接尾辞（続き）ファイルのロケール・コード接尾辞（続き）ファイルのロケール・コード接尾辞（続き）

ロケール・ロケール・ロケール・ロケール・
コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞

言語言語言語言語 ロケール・ロケール・ロケール・ロケール・
コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞コード接尾辞

言語言語言語言語
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次の作業
� コンポーネント固有のユーザー・ドキュメントを読みます（詳細は、第 4.7 項「ユーザー・
ドキュメントとヘルプのインストールおよびアクセス」を参照）。

� Oracle Business Intelligence の使用を開始します（詳細は、第 4.5 項「コンポーネントの起
動」を参照）。

前述のすべてのリソースには、Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページからアクセス
できます。Oracle Business Intelligence の「ようこそ」ページを表示するには、次のいずれかを
実行します。

� （Windows のみ）Windows の「スタート」メニューから、「プログラム」→「Oracle 
Business Intelligence」→「ようこそ」ページを選択します。

� Web ブラウザに次の URL を入力します。

http://<host.domain>

<host.domain> の定義は前述のとおりです。
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Oracle Business Intelligence の削除との削除との削除との削除と

再インストール再インストール再インストール再インストール

この章では、Oracle Business Intelligence を削除する手順について説明します。複数またはすべ
てのコンポーネントを削除する場合は、この章で説明する順序に従ってください。

この章では、実行する順序に従って削除手順を説明します。

� 第 5.1 項「Oracle Business Intelligence の削除」

� 第 5.2 項「Oracle Business Intelligence の再インストール」
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Oracle Business Intelligence の削除
5.1 Oracle Business Intelligence の削除の削除の削除の削除
注意注意注意注意 : この章では、マシンから Oracle Business Intelligence インストールを削除する方法を説明
します。関連付けられた Oracle Application Server Infrastructure インストールを削除する場合
は、Oracle Business Intelligence の削除とは別に実行する必要があります（詳細は、Oracle 
Application Server のインストレーション・ガイドを参照）。

使用しているコンピュータから Oracle Business Intelligence を削除する場合は、必ず Oracle 
Universal Installer を使用してください。次に、削除処理の手順を説明します。

インストーラを使用して Oracle Business Intelligence を削除するには、次の手順を実行します。

1. 次の手順に従って、削除処理を開始する前に Oracle サービスをすべて停止します。

Windows の場合

a. Windows の「スタート」メニューから「コントロール パネル」→「管理ツール」→
「サービス」を選択して、「サービス」ダイアログ・ボックスを表示します。

b. Oracle<Oracle Home>ProcessManager というサービスを選択し、「停止」「停止」「停止」「停止」をクリック
してサービスを停止します。

c. Oracle<Oracle Home>ASControl というサービスを選択し、「停止」「停止」「停止」「停止」をクリックして
サービスを停止します。

d. 「サービス」ダイアログ・ボックスを閉じます。

Solaris の場合

a. 新規のコンソール・ウィンドウを開きます。

b. <Oracle Home>/opmn/bin ディレクトリに移動し、次のように入力します。

opmnctl stopall

c. <Oracle Home> ディレクトリに移動し、次のように入力します。

emctl stop iasconsole

d. コンソール・ウィンドウを閉じます。

2. 第 4.1 項「Windows での Oracle Universal Installer の起動」または第 4.2 項「Solaris での
インストーラの起動」の手順に従って、インストーラを起動します。

コンピュータにインストールされているすべての Oracle 製品が表示されます。製品は必要
なだけ削除できます。ここで説明する内容は、Oracle Business Intelligence の削除にのみ適
用されます。

3. Oracle Universal Installer の「ようこそ」画面で、「製品の削除」をクリックします。

4. 「インベントリ」画面のリストから、Oracle Business Intelligence 10g 10.1.2.0.0 が含まれる
Oracle ホームを選択します。

製品名の前にプラス記号（+）またはマイナス記号（-）がある場合は、下位のコンポーネ
ントやファイルを展開または縮小できます。

Oracle Business Intelligence のコンポーネントを個別に削除することはできません。1 つの
コンポーネントを選択した場合にも、Oracle Business Intelligence のすべてのコンポーネン
トが削除されます。

5. 「製品情報」ボックスに表示されている Oracle ホームへのフルパスをメモしてください。
この情報は、インストーラが完了してから、ファイルやフォルダを手動で削除する場合に
必要になります。

6. 準備ができたら「削除」をクリックします。

7. 「確認」画面で、削除対象として選択した製品を確認して「はい」をクリックすると、削除
処理が開始されます。

選択内容を変更する場合は、「いいえ」をクリックして「インベントリ」画面に戻ります。
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「削除」進行状況バーが表示され、削除処理を監視できます。削除を中断する場合は「取
消」をクリックします。削除処理の中断を確認するメッセージが表示されたときは「はい」
をクリックします。

8. 「削除時のインプット」ダイアログ・ボックスが表示され、保護コマンドラインの値の入力
を要求された場合は、「OK」をクリックして続行します。

削除が完了すると、再び「インベントリ」画面が表示されます。

9. 「閉じる」をクリックしてこの画面を終了し、「ようこそ」画面に戻ります。

10. 「ようこそ」画面で「取消」をクリックしてインストーラを終了します。インストーラを終
了する確認画面が表示されたときは「はい」をクリックします。

注意注意注意注意 : この時点で、Oracle Business Intelligence に関連付けられているファイルは、まだ
Oracle ホーム・ディレクトリに存在しています。Oracle Business Intelligence が他の製品

（Oracle Business Intelligence Tools など）と Oracle ホーム・ディレクトリを共有している
場合は、その Oracle ホーム・ディレクトリから他のファイルまたはディレクトリを削除し
ないことをお薦めします。Oracle Business Intelligence が他の製品と Oracle ホーム・ディ
レクトリを共有していない場合は、Oracle ホーム・ディレクトリ全体を削除できます。

11. （オプション）Windows Explorer を使用して前の手順でメモした場所にある Oracle ホーム
に移動し、残っているファイルやフォルダを削除します。

12. Windows の場合のみ : コンピュータを再起動します。

これで Oracle Business Intelligence が削除されました。

5.2 Oracle Business Intelligence の再インストールの再インストールの再インストールの再インストール
すでにインストールされているコンポーネントは上書きされません。Oracle Business 
Intelligence を完全に再インストールする場合は、第 5.1 項「Oracle Business Intelligence の削
除」で説明する手順に従って製品を完全に削除した後に、第 4 章「Oracle Business Intelligence
のインストール」で説明する手順に従って製品をインストールする必要があります。
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トラブルシューティン
A

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録では、インストールでエラーまたは問題が発生した場合に使用する参照情報について
説明します。この付録の内容は次のとおりです。

� 第 A.1 項「始める前に」

� 第 A.2 項「インストールに関するトラブルシューティング」

� 第 A.3 項「Discoverer の診断およびロギング・ツールの使用」
グ　A-1



始める前に
A.1 始める前に始める前に始める前に始める前に
Oracle Business Intelligence のインストール中に発生した問題を解決する前に、次の説明をお読
みください。

� 第 A.1.1 項「ハードウェアの要件とインストール前の要件の確認」

� 第 A.1.2 項「リリース・ノートの確認」

A.1.1 ハードウェアの要件とインストール前の要件の確認ハードウェアの要件とインストール前の要件の確認ハードウェアの要件とインストール前の要件の確認ハードウェアの要件とインストール前の要件の確認
最初に、Oracle Business Intelligence のハードウェアとソフトウェアの要件、およびインストー
ル前の作業を確認します。

� 使用しているコンピュータが、第 2.1 項「ハードウェア要件」で指定されているハードウェ
ア要件を満たしていることを確認します。

� 使用中のオペレーティング・システム環境が Oracle Business Intelligence に対応しているこ
とを確認します。対応しているオペレーティング環境の一覧は、第 2.2 項「オペレーティ
ング・システム要件」を参照してください。

� 第 1.3 項「インストール前の作業」の冒頭で指定されている、製品レベルでのインストール
前の要件がすべて完了していることを確認します。

� インストールする各コンポーネントについて、コンポーネント・レベルでのインストール
前の要件がすべて完了していることを確認します。これらの要件については、第 1.3.4 項
「コンポーネントに固有のインストール前の作業」を参照してください。

A.1.2 リリース・ノートの確認リリース・ノートの確認リリース・ノートの確認リリース・ノートの確認
インストールの前に Oracle Business Intelligence のリリース・ノートをお読みください。
Oracle Business Intelligence のリリース・ノートは、次の場所から入手できます。

� Oracle Business Intelligence CD-ROM（詳細は、第 4.7 項「ユーザー・ドキュメントとヘル
プのインストールおよびアクセス」を参照）

� OTN（http://www.oracle.com/technology/products/bi/index.html）

A.2 インストールに関するトラブルシューティングインストールに関するトラブルシューティングインストールに関するトラブルシューティングインストールに関するトラブルシューティング
Oracle Business Intelligence のインストール中にエラーが発生した場合は、次の手順に従いま
す。

� インストーラを終了しないでください。インストーラを実行したままにしておくと、イン
ストール・ログ・ファイルを簡単に検索できます。

� 入力の誤り : インストール画面のいずれかで誤った情報を入力した場合は、「戻る」をク
リックしてその画面まで戻り、情報を修正してからインストールを続行します。

� コピーのエラー : ファイルのコピーまたはリンク中にエラーが報告された場合は、次の手
順に従います。

1. エラーの内容をメモし、インストール・ログを参照して原因を調べます。インストー
ル・ログは、インベントリ・ディレクトリのサブディレクトリ /logs にあり、ファイ
ル名は次のとおりです。

– installActions timestamp.log

– oraInstall timestamp.err

– oraInstall timestamp.out
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文字列 timestamp は、インストールの開始時にファイル名に付加される値です。
timestamp の形式は、yyyy- mm- dd_hh- mm- ss[AM|PM] です。それぞれの内容は次
のとおりです。

– yyyy は、2004 のように現在の年を表します。

– mm は、現在の月を表します。7 月の場合は 07 になります。

– dd は、現在の日付を表します。15 日の場合は 15 になります。

– hh、mm および ss はそれぞれ、インストールが開始された時間、分、秒を表しま
す。

– [AM/PM] は、インストールが開始された時刻が午前（AM）であるか午後（PM）
であるかを表します。

インベントリ・ディレクトリの場所は、使用しているコンピュータに Oracle 製品を最
初にインストールしたときに指定されます。ディレクトリとその検索方法の詳細は、
第 1.4.1.1 項「インストーラ・インベントリ・ディレクトリ」を参照してください。

2. 第 5 章「Oracle Business Intelligence の削除と再インストール」に記載されている手順
に従って、失敗したインストールを削除します。

3. エラーの原因となった問題を修正します。

4. Oracle Business Intelligence のインストールを再度開始します。

注意注意注意注意

� 追加の言語サポートを提供するために、Oracle Business Intelligence のインストール後に不
足フォントのインストールが必要な場合もあります。詳細は、第 4.7.2 項「インストール後
に必要な追加のフォントをインストール」を参照してください。

A.3 Discoverer の診断およびロギング・ツールの使用の診断およびロギング・ツールの使用の診断およびロギング・ツールの使用の診断およびロギング・ツールの使用
Discoverer には多数の診断ツールが用意されています。詳細は、『Oracle Business Intelligence 
Discoverer 構成ガイド』を参照してください。
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B

Java Access Bridge のインストールのインストールのインストールのインストール

（（（（Windows のみ）のみ）のみ）のみ）

この付録では、Windows プラットフォームに Java Access Bridge をインストールする方法につ
いて説明します。Java Access Bridge によって、Oracle コンポーネントでスクリーン・リー
ダーを使用できるようになります。

この付録の内容は次のとおりです。

� 第 B.1 項「Java Access Bridge の概要」

� 第 B.2 項「インストール済の Oracle コンポーネントで使用する Java Access Bridge の設定」
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B.1 Java Access Bridge の概要の概要の概要の概要
Java Access Bridge を使用すると、JAWS スクリーン・リーダーなどの障害支援技術によって、
Windows プラットフォームで実行されている Java アプリケーションの読上げが可能になりま
す。障害支援技術では、Oracle Universal Installer や Oracle Enterprise Manager Application 
Server Control など、Java ベースのインタフェースを読み上げることができます。

Oracle Business Intelligence のインストール・メディアには、Oracle Universal Installer がイン
ストール時に使用する Java Runtime Environment（JRE）1.4.2 が含まれています。この JRE に
よって、インストール時に Java Access Bridge の使用が可能となります。インストール時に
JRE 1.4.2 で使用する Java Access Bridge を設定するには、第 B.2.1 項「Java Access Bridge のイ
ンストール」を参照してください。

インストール後に Oracle Business Intelligence コンポーネントで使用する Java Access Bridge
をインストールおよび構成するには、第 B.2 項「インストール済の Oracle コンポーネントで使
用する Java Access Bridge の設定」を参照してください。

B.2 インストール済のインストール済のインストール済のインストール済の Oracle コンポーネントで使用するコンポーネントで使用するコンポーネントで使用するコンポーネントで使用する Java 
Access Bridge の設定の設定の設定の設定

この項では、Oracle コンポーネントのインストール後に Java Access Bridge for Windows をイ
ンストールおよび構成する方法について説明します。この項の内容は次のとおりです。

� 第 B.2.1 項「Java Access Bridge のインストール」

� 第 B.2.2 項「Java Access Bridge を使用する Oracle コンポーネントの構成」

B.2.1 Java Access Bridge のインストールのインストールのインストールのインストール
Java Access Bridge バージョン 1.0.4 は、Oracle Business Intelligence の CD-ROM または DVD
からインストールできます。また、次のサイトから zip ファイルをダウンロードして Java 
Access Bridge バージョン 1.2 をインストールできます。

http://java.sun.com/products/accessbridge/

インストール手順およびその他の情報は、Sun 社の Web サイトにある Java Access Bridge のド
キュメントを参照してください。

Java Access Bridge を Oracle Business Intelligence の CD-ROM または DVD からインストール
する手順は次のとおりです。

1. Oracle Business Intelligence インストール・メディアの、次のディレクトリに移動します。

DRIVE_LETTER:¥Disk1¥AccessBridge

2. accessbridge-1_0_4.jarファイルを選択し、Access Bridge をインストールするシス
テムにそのファイルを抽出します。

例 :

c:¥AccessBridge-1_0_4

3. 表 B-1 に示されている Java Access Bridge の各ファイルを、
windows_directory¥system32ディレクトリにコピーします。

表表表表 B-1 system32 サブディレクトリにコピーするファイルサブディレクトリにコピーするファイルサブディレクトリにコピーするファイルサブディレクトリにコピーするファイル

コピーするファイルコピーするファイルコピーするファイルコピーするファイル コピー先コピー先コピー先コピー先

¥AccessBridge-1_0_4¥installer¥installerFiles¥Jav
aAccessBridge.dll

windows_directory¥system
32

¥AccessBridge-1_0_4¥installer¥installerFiles¥Win
dowsAccessBridge.dll

windows_directory¥system
32
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インストール済の Oracle コンポーネントで使用する Java Access Bridge の設定
B.2.2 Java Access Bridge を使用するを使用するを使用するを使用する Oracle コンポーネントの構成コンポーネントの構成コンポーネントの構成コンポーネントの構成
Access Bridge を使用する Oracle コンポーネントは、インストールを完了した後で構成できま
す。このためには、システム変数 ORACLE_OEM_CLASSPATHが、インストールした Java 
Access Bridge の各ファイルを指すように設定する必要があります。 

B.2.2.1 Windows 2000、、、、Windows XP またはまたはまたはまたは Windows Server 2003 の場合の構成の場合の構成の場合の構成の場合の構成
Windows 2000、Windows XP または Windows 2003 で Access Bridge を使用できるように
Oracle コンポーネントを構成するには、次の手順に従います。

1. 「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」→「設定」「設定」「設定」「設定」→「コントロール「コントロール「コントロール「コントロール パネル」パネル」パネル」パネル」→「システム」「システム」「システム」「システム」を選択し、Windows シ
ステムのコントロール・パネルを表示します。

2. 「詳細」タブを選択します。

3. 「環境変数」をクリックします。

4. 「システム環境変数」リストの下にある「新規」をクリックして、「新しいシステム変数」
ダイアログを表示します。

5. 「変数名」「変数名」「変数名」「変数名」フィールドに、「ORACLE_OEM_CLASSPATH」と入力します。

6. 「変数値」「変数値」「変数値」「変数値」フィールドに、jaccess.jarおよび access-bridge.jarへのフルパスを入
力します。

2 つのパスを区切るにはセミコロンを使用します。引用符やスペースは使用しないでくだ
さい。たとえば、JRE 1.4.2 がデフォルトの場所にインストールされている場合、設定は次
のようになります。

d:¥oraclehome1¥bihome1¥jre¥1.4.2¥lib¥ext¥jaccess.jar;d:¥oraclehome1¥bihome1¥jre¥1.4
.2¥lib¥ext¥access-bridge.jar

7. 「OK」をクリックします。

¥AccessBridge-1_0_4¥installer¥installerFiles¥JAW
TAccessBridge.dll

windows_directory¥system
32

表表表表 B-1 system32 サブディレクトリにコピーするファイル（続き）サブディレクトリにコピーするファイル（続き）サブディレクトリにコピーするファイル（続き）サブディレクトリにコピーするファイル（続き）

コピーするファイルコピーするファイルコピーするファイルコピーするファイル コピー先コピー先コピー先コピー先
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非対話型インストールとサイレ
C

非対話型インストールと非対話型インストールと非対話型インストールと非対話型インストールと

サイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストール

この付録では、Oracle Business Intelligence の非対話型インストールとサイレント・インストー
ルについて説明します。この付録の内容は次のとおりです。

� 第 C.1 項「非対話型インストール」

� 第 C.2 項「サイレント・インストール」

� 第 C.3 項「インストール前」

� 第 C.4 項「レスポンス・ファイルの作成」

� 第 C.5 項「インストールの開始」

� 第 C.6 項「インストール後」

� 第 C.7 項「サイレント・モードを使用した削除」
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非対話型インストール
C.1 非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール
Oracle Business Intelligence の非対話型インストールは、Oracle Universal Installer にレスポン
ス・ファイルを指定することによって実行します。レスポンス・ファイルは、インストーラに
指定するインストール設定を含むテキスト・ファイルです。

インストーラは、このレスポンス・ファイルに格納されている変数とパラメータ値を使用して、
一部またはすべてのインストーラ・ユーザー・プロンプトに応答します。画面表示があり、レ
スポンス・ファイルがすべてのインストーラ・プロンプトに応答していない場合は、インス
トール中に情報の入力が必要な場合もあります。

Solaris 上に初めて Oracle Business Intelligence をインストールする場合は、インストールを開
始する前に oraInst.loc ファイルを作成する必要があります。ファイル作成の詳細は、第 C.3.1
項「Solaris でのインストール前作業」を参照してください。Oracle Business Intelligence をイ
ンストールした後は、root.shスクリプトを実行する必要があります。root.shスクリプト
によって環境変数の設定が検出され、ローカルの bin ディレクトリへのフルパスが入力可能に
なります。

Windows 上に初めて Oracle Application Server をインストールする場合は、レジストリ・キー
を作成する必要があります（詳細は、第 C.3.2 項「Windows でのインストール前作業」を参
照）。

インストール時に特定の画面を監視する場合は、Oracle Business Intelligence の非対話型インス
トールを使用します。

また、Oracle Business Intelligence のインストールをリモートの位置からコマンドラインを使用
して実行する場合は、非対話型インストールを使用できます。

C.2 サイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストール
Oracle Business Intelligence のサイレント・インストールは、Oracle Universal Installer にレス
ポンス・ファイルを指定し、コマンドラインで -silentフラグを指定することによって実行
します。レスポンス・ファイルはテキスト・ファイルです。

インストーラは、このレスポンス・ファイルに格納されている変数とパラメータ値を使用して、
すべてのインストーラ・プロンプトに応答します。レスポンス・ファイルには、すべてのイン
ストーラ・プロンプトに対する応答を格納します。サイレント・インストールには、画面の表
示がありません。

Solaris 上に初めて Oracle Application Server をインストールする場合は、インストールを開始
する前に oraInst.loc ファイルを作成する必要があります。ファイル作成の詳細は、第 C.3.1 項
「Solaris でのインストール前作業」を参照してください。Oracle Application Server をインス
トールした後は、root.shスクリプトを実行する必要があります。root.shスクリプトに
よって環境変数の設定が検出され、ローカルの bin ディレクトリへのフルパスが入力可能にな
ります。

Windows 上に初めて Oracle Application Server をインストールする場合は、レジストリ・キー
を作成する必要があります（詳細は、第 C.3.2 項「Windows でのインストール前作業」を参
照）。

複数のコンピュータに類似したインストールが存在する場合は、Oracle Business Intelligence の
サイレント・インストールを使用してください。また、Oracle Business Intelligence のインス
トールをリモートの位置からコマンドラインを使用して実行する場合は、サイレント・インス
トールを使用してください。サイレント・インストールでは画面表示やユーザーによる入力が
ないため、Oracle Business Intelligence のインストールを監視する必要はありません。
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レスポンス・ファイルの作成
C.3 インストール前インストール前インストール前インストール前
この項では、必要になる可能性のあるインストール前の作業について説明します。

C.3.1 Solaris でのインストール前作業でのインストール前作業でのインストール前作業でのインストール前作業
使用しているコンピュータ上に oraInst.loc ファイルが存在しない場合は、Oracle Application 
Server のサイレント・インストールと非対話型インストールを開始する前に、oraInst.loc ファ
イルを作成する必要があります。

oraInst.loc ファイルは通常、/var/opt/oracle/ディレクトリに格納されます。このファイ
ルは、インストール時に Oracle Universal Installer によって使用されます。

root ユーザーで、oraInst.locファイルを /var/opt/oracle/ディレクトリ内に作成しま
す。oracleグループは、インストールを実行するグループです。

orainst.locファイルに、次のテキスト行を入力します。

inventory_loc=/<full_path>/oraInventory

たとえば、inventory_loc=/export/home/bi/oraInventory などです。

oraInst.locファイルは、インベントリ・ファイルの inventory_locの場所を指定します。
Oracle ホームに oraInst.locファイルが存在しない場合は、そのファイルに oracleグルー
プに対する読取りおよび書込み権限があるかどうかを確認してください。

注意 : Solaris 上に非対話型モードまたはサイレント・モードでインストールするには、環境変
数 TMP=（TMP=/export/home/bi/tmp など）を設定する必要があります。

C.3.2 Windows でのインストール前作業でのインストール前作業でのインストール前作業でのインストール前作業
使用しているコンピュータに Oracle Business Intelligence をインストールしていない場合は、
次のレジストリ・キー値を作成する必要があります。

� HKEY_LOCAL_MACHINE / SOFTWARE / Oracle / em_loc = <ORACLE_HOME>

� HKEY_LOCAL_MACHINE / SOFTWARE / Oracle / inst_loc = OUI_Inventory_
Location¥Inventory

ORACLE_HOMEには、インストール先のフルパスを指定します。

OUI_Inventory_Locationには、Oracle Universal Installer ファイルの場所を指定します。
次に例を示します。

C:¥Program Files¥Oracle¥Inventory.

C.4 レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成
サイレント・インストールまたは非対話型インストールの前に、インストール・パックの Disk 
1 にあるレスポンス・ファイルのテンプレートを使用して、実行するインストール固有の情報
を提供する必要があります。

Oracle Business Intelligence CD-ROM の /Disk1/stage/Responseディレクトリにある、レ
スポンス・ファイルのテンプレート
oracle.business.intelligence.as.BIServices.rspを開き、テキスト・エディタを
使用して変更します。

ヒントヒントヒントヒント : この oracle.business.intelligence.as.BIServices.rsp ファイルを、必要に応じて異なる
ファイル名（my_responses.rsp など）で保存すると、インストールのレスポンス・ファイルと
して使用できます。

レスポンス・ファイルのパラメータの定義は、レスポンス・ファイル自体に記述されています。
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レスポンス・ファイルの作成
レスポンス・ファイルでは、次の変数に値を指定する必要があります。

� COMPONENT_LANGUAGES

� FROM_LOCATION

� LOCATION_FOR_DISK1

� LOCATION_FOR_DISK2

� ORACLE_HOME

� ORACLE_HOME_NAME

� oracle.iappserver.instance:szl_InstanceInformation

� UNIX_GROUP_NAME（Solaris へのインストールの場合のみ）

� SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION（Solaris へのインストールの場合のみ）

注意注意注意注意 : この値は false に設定する必要があります（つまり、SHOW_ROOTSH_
CONFIRMATION=false）。

次の点に注意してください。

� レスポンス・ファイルを適切に構成しないでサイレント・インストールを試みると、イン
ストーラは失敗します。

� ブール型パラメータには、true または false のどちらかを指定することをお薦めします。

C.4.1 レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例
次に、Oracle Business Intelligence のサイレント・インストールで使用するレスポンス・ファイ
ルの抜粋を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME="oracleqa"
FROM_LOCATION="/home/BI_1012_Install/Disk1/stage/products.xml"
ORACLE_HOME="/home/BI_1012"
ORACLE_HOME_NAME="BI_1012"
SHOW_SPLASH_SCREEN=true
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=true
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=false
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.business.intelligence.as","10.1.2.0.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.business.intelligence.as","10.1.2.0.0"}
DEPENDENCY_LIST={"oracle.java.j2ee.core:10.1.2.0.0"}
COMPONENT_LANGUAGES={"en","ko"}
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インストール後
C.5 インストールの開始インストールの開始インストールの開始インストールの開始
インストーラでレスポンス・ファイルを使用するには、インストーラの起動時に、使用するレ
スポンス・ファイルの場所をパラメータとして指定します。

Solaris で非対話型インストールを実行するには、次のように入力します。

prompt> setenv DISPLAY ias_hostname:0.0
prompt> ./runInstaller -responseFile absolute_path_and_filename

Windows で非対話型インストールを実行するには、次のように入力します。

prompt> setup.exe -responseFile absolute_path_and_filename

たとえば、Windows では次のようになります。

D:¥Installer¥Disk1> setup.exe -responseFile 
¥Disk1¥stage¥response¥oracle.business.intelligence.as.BIServices.rsp

Solaris で（パラメータ -silentを使用して）サイレント・インストールを実行するには、次
のように入力します。

prompt> ./runInstaller -silent -responseFile absolute_path_and_filename

Windows で（パラメータ -silentを使用して）サイレント・インストールを実行するには、
次のように入力します。

prompt> setup.exe -silent -responseFile absolute_path_and_filename

たとえば、Windows では次のようになります。

D:¥Installer¥Disk1> setup.exe -silent -responseFile 
¥Disk1¥stage¥response¥oracle.business.intelligence.as.BIServices.rsp

C.6 インストール後インストール後インストール後インストール後
Solaris の場合、非対話型インストールとサイレント・インストールの成功または失敗は、
installActions<time_stamp>.logファイルに記録されます。また、サイレント・インス
トールでは silentInstall<time_stamp>.logファイルが作成されます。これらのログ・
ファイルは、インストール時に oraInventoryディレクトリ内に作成されます。

Windows の場合、非対話型インストールとサイレント・インストールの成功または失敗は、
installActions.logファイルに記録されます。また、サイレント・インストールでは
silentInstall.logファイルが作成されます。これらのログ・ファイルは、インストール時
に oraInventory¥Logsディレクトリ内に作成されます。

インストールに成功すると、silentInstall<time_stamp>.logファイルに次の行が記録さ
れます。

The installation of Oracle Business Intelligence 10g was successful.

注意注意注意注意 : Oracle Net Configuration Assistant（NetCA）画面は、非対話型イン
ストールの実行時もインストールの構成フェーズで引き続き表示されます。
NetCA 画面は、Oracle Universal Installer のウィンドウまたはスプラッシュ
画面の背後で表示されている場合もあります。応答待ちの NetCA 画面に対
し、インストールが途中で停止したと誤認してしまう場合があります。イン
ストールを続行するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Universal Installer のウィンドウを移動して、NetCA ダイアログを前

面に表示します。

2. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

3. 「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。
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サイレント・モードを使用した削除
C.7 サイレント・モードを使用した削除サイレント・モードを使用した削除サイレント・モードを使用した削除サイレント・モードを使用した削除
インストールに使用したレスポンス・ファイルに、サイレント・モードによる削除のパラメー
タを追加すると、サイレント・モードを使用して Oracle Business Intelligence を削除できます。
インストール用のレスポンス・ファイルに次のパラメータを追加します。

REMOVE_HOMES={"<ORACLE_HOME to be removed>"}

サイレント・モードを使用した削除を実行するには、コマンドの入力時に、パラメータ
-deinstallを次のように使用します。

Solaris の場合

prompt> ./runInstaller -silent -deinstall -responseFile absolute_path_and_filename

Windows の場合

E:¥> setup.exe -silent -deinstall -responseFile absolute_path_and_filename
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